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まえがき







　文法の学習は重要で
 す。文法は言葉を使用する際に必要なルールだからです。会話をしたり文章を書いたりする場合、ルールに従わなければお互いに勝手な言葉づかいをするばかりで、言葉の意味を形成できず意思の疎通は図れません。交通ルールを学ばなくても車の運転はできますが、交通ルールを勉強しなければ事故が多発し交通網が破たんするのと同様です。ところが英文法の勉強は不要と言う人がいます。しかし賛成できません。勉強しなければルールを知ることができないからです。不要論者の主張は、英語を使っているうちに自然に身につくということです。しかし、それでは不完全極まりない文法しか身につかず、完全なものにするためには下で述べるような日本語の習得過程に匹敵する時間と労力を要することとなるのです。



日本人が日本語を使う時にも文法は機能しています。日本人は日本語文法をいつどこで学んだのでしょうか。日本人は日本語文法を苦労して勉強した記憶はあまりないでしょう。しかし誰もがきちんと身につけています。なぜでしょうか
 。



それは
 母国語の習得過程を考えればわかります。日本人は生まれながらにして日本語に囲まれた環境で育ちます。生
 後
 1-
 2
 年の間、大量の日本語を脳にインプットし、その後、自らアウトプットする時には、両親等から間違いを修正してもらいながら基本的な文法を身につけます
 。(
 ちなみに英語のネイティブ・スピーカーは小学校にあがるまでに英語に触れる時間
 は
 17,00
 0
 時間と言われています。一方、日本の英語の授業時間数は中学・高校を合わせても実
 質
 60
 0
 時間くらいです
 。
 )日本人は小学校にあがれば、数年かけて文字の読み方・書き方を大量に学び練習します。その際に文法能力も向上します。このようにして生後およ
 そ
 1
 0
 年かけて母国語の能力を身につけます。小学高学年の日本人の日本語能力ができあがるのです。



このように考えれば、英語についても日本語の場合と同様なこと
 を
 1
 0
 年間行えば、アメリカ人
 の
 1
 0
 歳並の英語能力を身につけられると言えます。しかし日本人が日本で英語を学ぶ際には、そのような膨大な時間を費やすことも周囲の人から間違いを訂正してもらうことも不可能ですしその必要もありません。仮にそれを実行したとしても、それで
 も
 1
 0
 歳程度の言語能力に過ぎず、例えば新聞を読みこなすことなどできないのです。



すでに日本語能力を身につけている日本人は、日本語の知識を用いてできるだけ短時間で効率的な学習で身につけるのがよい
 のです。そうすれ
 ば
 1
 0
 年と言わず数年の訓練で小学生レベルをはるかに超えた大人のレベルの言語能力を身につけることができるのです。その手助けをするのが本書のような文法書であり、また英語教育に携わる者の使命でしょう。文法習得法について、私が長年研究し現段階で最も効率的と思われるものをこの書籍で紹介します。



どのような書籍であって
 も1
 度読んだだけで全てを理解することは困難です。わかりづらいところは何度も繰り返すことが大事です。姉妹書
 「
 MAGICAL英文法問題集」と一緒にご利用頂くとより効果的です。読者の皆様
 が1
 日でも早くご自分の目標を達成なさることを願っています。







桝原　克巳









本書で使用する記号・用語







　本書で使用する
 記号・用語は独自のものが存在する。なぜなら、英語の学習上または実際の使用
 上(
 読む、聞く、話す、書く場
 合)
 その方が効率的と考えられるからである。







C
 M
 ・・・・核心的・本質的意
 味
 (Core Meaning)
 (
 詳細は1. C
 M
 法を参照)



a
 )
 辞書に記載されている単語の意味
 の1、2
 番目くらいに出てくるもの。例えば
 、
 hav
 e
 を引くと①持っている、②抱く、③経験する、④ある・・・と言う風に
 、
 1
 0
 個
 も
 2
 0
 個も意味が出てくるが
 、
 hav
 eの
 C
 Mは1
 番目の「持っている」である。



b
 )
 文の意味
 も
 C
 M
 で考える。例えば
 、
 I have a sister
 .の
 C
 M
 は「私は妹を持っている。」である。ちなみに、通常の日本語の意
 味(
 いわゆる日本語
 訳)
 は「私には妹がいる。」である。日本語訳は試験で問われる時のみ考えればよい。通常
 は
 C
 M
 で考えることが効率的であるだけなく「英語脳」や「英語で考える」ことに通じる。







◎
 ・・・・・・・
 ・
 C
 M
 による日本語の意味







●・・・・・・・・通常の日本語訳







ex
 .
 ・・・・・・・・例、例文







C
 H
 ・・・・・・・・チャン
 ク
 (chunk
 )
 文のひとかたまり。



例
 ) I study English for an hour and go to school every day.



この文のチャンクは次のよう
 に4
 つになる。



I study English
 / for an hour/ and go to school/ every day.



◎私は英語を勉強す
 る/
 一時
 間/
 そして学校に行
 く/
 毎日



日本語訳は「私は毎日英語
 を1
 時間勉強して学校に行く。」である。実際の英語使用においてはこのチャンクごとに考えたり認識したりすることが大切である。チャンクの数は英語能力が上がるにつれ減少する。







∵
 ・・・・・・・・・このマークの前に書かれた事の理由がマークの後に述べられている







メモリー・マジック
 ・記憶の仕方の一例を示す。「ごろあわせ」や「こじつけ」など内容の真実性は問題としない。覚えるための「きっかけ」を提供する。







MEM
 O
 ・・・・・・ポイントや記憶のヒント・記憶すべきことを整理してまとめてある。







ハイレベル
 ・・・・滅多に使用しない文法事項。参考程度に読めばよい。

























本書の特徴と利用の仕方







☆学習のポイント☆



===================================



・
 2
 7
 章ある。
 初学者
 は1日1
 章ずつ読め
 ば1
 カ月弱で終了する。ただし、初めて読む場合、理解・記憶していくのに時間がかかると思われるため数カ月かかるかもしれない。あわてないことが大事である。
 上級者
 は一気に読んで頂いても構わない。その際、読むのは基本的に英語のみでよい。意味や構文が認識できるならば日本語の部分を読む必要はないだろう。



・
 重要なも
 の
 (
 ポイント
 、
 MEM
 O
 、太字で記載されているも
 の)
 からマスター
 する。「ハイレベル」は滅多に使用しないものなので後回しでもよい。



・
 例文を読んで瞬時に意味が認識できるように
 す
 る(
 意味が認識できるということは、その文の文法構造がわかるというこ
 と
 )



・
 例文は記憶してしまうくらい
 になじむことが望まし
 い(
 その際、文法構造や熟語そのものを覚えるだけでなく、その文法事項や熟語などが使用される
 場面もイメージ
 す
 る
 )



・理解できな
 い1
 つにこだわらず、
 短時間で全体を見ることを繰り返
 す
 (
 薄塗りを重ねていく感じ。なお、「繰り返す」とは、すぐにわかるものは繰り返す必要はないが、理解しかねるものは理解できる、ないし記憶できるまで繰り返すこと。項目によって
 は
 1
 0
 回で
 も
 2
 0
 回でも繰り返す
 。
 )



===================================







この１冊をマスターすれば実用的な英語運用が可能となり
 、
 TOEI
 C
 や英検などの試験はもちろん、読書や会話に支障をきたすこともなくなる。その根拠は主に著者の経験にある。すなわち、著者が日本国内だけで英語を習得し
 、
 TOEIC99
 0点(
 満
 点)
 、英
 検1
 級を取得し、ニュースを理解し、ネイティブ・スピーカーと会話をしてきた経験及び、小学生から大人までを指導してきた経験である。これらの経験から、
 本当に必要な文法事項に重点
 を置き、
 初心者や英語が苦手な人にもわかりやすい説明
 を心がけた。それゆえ一般的な文法書における構成とは異なる部分も多い。ぜひ、その点を堪能して頂けたらと思う。



文法用語は難しいものも多い。しかし、用語自体はあまり気にしなくてよいし、だ
 んだんと慣れてくるから心配はいらない。なお、いわゆる品詞について少々述べておきたい。一般的に品詞とは動詞、名詞、副詞、形容詞など色々なものがある。しかし、別の考え方をすれば品詞
 は1
 つとなる。それは形容詞である。
 全ての言葉は形容詞である
 と言える。



なぜなら形容詞とは、ものごとの状態を形容す
 る(
 表現す
 る)
 品詞であり、言葉は、人の気持ちや考え、人や物の動き、様子を表現するための道具であって、それらを「表現」している以上、すべて何かを「形容」しているからである。



このことからわかるのは、言葉が表現のための手段・道具であること、及び文法事項のとらえ方は必ずしも一義的ではないことである。従って文法学習において重要なのは文法の専門用語ではなく、
 その言葉が、どのような場面でどのように使用されているのかを知り自分でも使用できるようにする
 ことである。



また、英語は日本語の場合と異なり、ものごとを表現するとき詳細に言葉で表現する。日本人にとっては「くどい」と感じる場合もあるかもしれない。そして言葉の持つ感覚や概念も日本語とは異なる場合もある。そのような点を意識しながら学習していくと実用的な運用が容易となるだろう。
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 分詞の位置





20.
 2
 分詞の時制





20.
 3
 動詞
 (
 ＋目的
 語)
 ＋分詞





20.3.1 go shopping / go fishin
 g
 な
 ど(
 後に続く前置詞に注
 意
 )





20.3.2 get, keep, sit, stan
 d
 ＋分詞





20.3.
 3
 知覚動詞＋目的語＋分詞





20.3.
 4
 他動詞＋目的語＋分
 詞(
 他動詞
 ＝
 have, make, get, keep, leave, want, lik
 e
 な
 ど
 )





20.
 4
 分詞構文





20.
 5
 接続詞が分詞の前に残されている場
 合(
 分詞の意味が明瞭にな
 る
 )





20.
 6
 独立分詞構文





20.
 7
 慣用的独立分詞構文





21
 .
 動名詞





21.
 1
 動名詞の意味上の主語





21.
 2
 動名詞の時制





21.
 3
 動名詞のみを目的語にとる動詞





21.
 4
 目的語が「動名詞の時」と「不定詞の時」で意味が異なる動詞





21.
 5
 動名詞の過去性





21.
 6
 動名詞の一般性





21.
 7
 受動態の意味を持つ動名詞





21.
 8
 動名詞を含む慣用表現





21.8.
 1
 動名詞が前置
 詞
 t
 o
 の目的語になる場合





21.8.
 2
 動名詞が時を表す前置詞(in, on
 )
 の目的語になる場合





21.8.
 3
 動名詞が主語になる場合





21.8.
 4
 動名詞が前置詞や形容詞の目的語になる場合





22
 .
 仮定法





22.
 1
 仮定法過去





22.
 2
 仮定法過去完了





22.
 3
 仮定法未来





22.
 4
 仮定法現在





22.4.
 1
 仮定または不確実な想像を表す場合





22.4.
 2
 動詞
 (
 勧告・要求・提案・助言などの意
 味)＋
 that





22.4.3 It i
 s
 ＋形容
 詞(
 重要・必要・妥当などの意
 味)＋
 that





22.4.
 4
 仮定法現在の固定した表現





22.5 i
 f
 を用いない仮定法





22.5.1 i
 f
 が省略される場合





22.5.2 i
 f
 節の意味が文中に含まれる場合





22.
 6
 仮定法を含む表現





22.6.1 I wis
 h＋S
 ＋仮定法の時制　「～であればいいのに」





22.6.2 if onl
 y
 ＋仮定法～!
 (＝
 I do wis
 h～)
 「～しさえすればなあ」





22.6.3 as if [though
 ]
 ～「まるで～かのように」





22.6.4 as it wer
 e
 「いわば
 」(＝
 so to speak)





22.6.5 Withou
 t～
 , But for ~, if it were not fo
 r～
 [ were it not fo
 r～
 ], if it had not been fo
 r～
 [ had it not been fo
 r～
 ]
 
 「もし～がないならば、なかったならば」





22.6.6 otherwis
 e
 「さもなければ」





22.6.7 it is (about/ high) tim
 e「(
 そろそ
 ろ/
 とっく
 に)
 ～する時間だ」





23
 .
 否定





23.1 n
 oや
 no
 t
 を使用した否定





23.
 2
 準否定語を使用した場合





23.
 3
 二重否定





23.4 neithe
 rと
 nor





23.
 5
 部分否定と全体否定





23.
 6
 否定語を使わない否定表現





23.
 7
 否定の慣用表現





23.7.
 1
 否定語を含まない場合





23.7.
 2
 否定語を含む場合





24
 .
 文の種類と転換





24.
 1
 文の内容からの分類





24.
 2
 肯定文と否定文





24.
 3
 文の構造からの分類





24.
 4
 単文・重文・複文の転換





24.4.
 1
 複文←→単文





24.4.
 2
 単文←→重文





24.4.
 3
 重文←→複文





24.
 5
 品詞の転換





24.
 6
 主語の転換





25
 .
 話法・時制の一致





25.
 1
 話法の転換方法





25.1.
 1
 被伝達文が平叙文の場合





25.1.
 2
 被伝達文が疑問文の場合





25.1.
 3
 被伝達文が命令文の場合





25.1.
 4
 被伝達文が提案・勧誘を表す文の場合





25.1.
 5
 被伝達文が感嘆文の場合





25.1.
 6
 被伝達文
 が
 Yes / N
 o
 で始まる文の場合





25.1.
 7
 被伝達文が重文また
 は2
 つ以上の文の場合





25.
 2
 時制の一致の例外





25.2.
 1
 一般的真理は常に現在時制





25.2.
 2
 変化しない性質・事柄は常に現在時制





25.2.
 3
 現在も繰り返し行われている動作は常に現在時制





25.2.
 4
 歴史上の事実は常に過去形





25.2.
 5
 仮定法の時制
 (
 既
 述
 )





26
 .
 倒置・強調・省略





26.
 1
 倒置





26.
 2
 強調





26.
 3
 省略





27
 .
 数の表現





27.
 1
 基数と序数





27.
 2
 数の読み方





27.2.1 1,00
 0
 以上の数の読み方





27.2.
 2
 少数の読み方





27.2.
 3
 分数の読み方





27.2.
 4
 数式の読み方





27.2.
 5
 日付の書き方・読み方





27.2.
 6
 年号の読み方





27.2.
 7
 時刻の読み方





27.2.
 8
 電話番号の読み方





27.2.
 9
 金額の読み方





27.2.1
 0
 温度の読み方





27.
 3
 数にまつわる表現





索引
 
 (
 英語
 /
 日本
 語
 )












 1. C
 M
 法







英語に限らず何かを習得するためには対象を理解し記憶することが必要となる。その際に威力を発揮するの
 が
 C
 M
 法である
 。
 C
 M
 法とは
 “
 Core Meanin
 g
 ”
 (
 核心的・本質的意
 味)
 から理解・記憶すること
 であ
 る(
 私の造語であ
 る)
 。そし
 て
 Core Meaning
 (
 以下
 、
 CM
 )
 は、辞書
 の1
 番目ない
 し2
 番目の意味である。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



C
 M
 法
 ＝Core Meaning
 (
 核心的・本質的意
 味)
 から理解・記憶すること



Core Meaning
 (CM
 )
 ＝辞書
 の1
 番目ない
 し2
 番目の意味



==================================
 =









例えば
 “
 mak
 e
 ”について考える。辞書をひくと意味
 が
 3
 0
 個以上も記載されているが、これらすべてを覚える必要はない。それらはほとんど
 が
 C
 M
 から派生した意味であり、必要に応
 じ
 C
 M
 から想像できるようにすればよい。



“
 mak
 e
 ”
 の
 C
 M
 は「作る」
 である。例え
 ば
 1
 1
 番目の意味として辞書に載っているのは「という意味だと判断・理解・推測する」だがそのまま覚える必要はない。例文として挙げられているのは
 “
 What do you make of him
 ?
 ”「君は彼をどう思うか。」である。これ
 を
 C
 M
 から考えて「君は彼から何を作
 る?
 」と理解
 し、その後
 次のように納得しておくことが重要である。「どう考えるのかを尋ねるような状況
 で
 mak
 e
 はこのように使用されるのか」
 。



熟語を記憶する場合も同様である。例えば
 “
 make light o
 f
 ～”に関して、その意味である「～を軽んじる、軽視する、おろそかにする」を全部覚える必要はない。ま
 ず
 C
 M
 から考えて「～から軽
 い(
 も
 の)
 を作る」と認識し、その後「何かを軽視するような場合に使用するのだな」と覚えておく。



　このよう
 に
 C
 M
 で理解しておけば、聞いたり読んだりする時もスムーズだし自分で英語を使用するときにも使用しやすくなる。おそらくネイティブ・スピーカーの潜在的な思考もそのようになっているのだろう。













 2.基本語四天
 王
 HAVE



 全てのカギを“持っている”







＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



hav
 eの
 C
 M
 ＝
 「持つ、持っている」



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 2.1 CM



hav
 e
 は、基本語の中でも最も基本的な語だと考えられる
 。
 hav
 eの
 C
 M
 は「持つ」。所有することは人間のそして動物の基本的欲求である。住居や食物などの財産を所有しなければ自己の生存が危ぶまれるからである。そして生きるためには食べなければならず
 、
 hav
 e
 には「食べる」と言う意味も加わった。そういうわけ
 で
 hav
 e
 には多様な意味・用法が存在する。しかし、それらの多くの意味
 は
 C
 M
 「持つ」から考えることができるし、多様な用法
 も
 C
 M
 法から理解すれば容易となる。









 2.
 2
 現在形



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



現在形
 ＝現在の事柄を表す







hav
 e
 の現在形
 の
 C
 M
 ＝
 「を持っている」



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ＊



I have a car.



◎私は車を持っている。



I have a brother.



◎私は
 兄(弟)
 を持っている。



●私には
 兄(弟)
 がいる。



このよう
 に
 hav
 e
 の現在形の意味は、現在において「～を持っている」である。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> have to
 ～「～しなければならない
 」
 <<







学校で習うのは大抵
 「
 have t
 o
 ＝～しなければならない」である。もちろんこのように覚えておけば問題はない。これは熟語の一種とも考えられる。



熟語とは、その用法が頻繁に使われることから
 そのような用法や意味が出来上がった、つまり熟したということである。とすれば、熟す前の状態や意味があったはずである。つま
 り
 C
 M
 ということである。それは、次の例文によって考えることができる。







I have to go to the station.







通常この文の意味は熟語として単純に考えてよい。「私は駅に行かなければならない。」ただし
 、
 C
 M
 で考えると次のよう
 に
 C
 H
 ができる。







CH: I have/ to go to the station.



◎私は持っている
 
 /
 駅に行くことを



(
 ＊
 to g
 o
 は「行くこと」または「行くため」と訳すことが多い
 。(
 詳細は19
 .
 不定詞を参
 照
 )



つま
 り
 C
 M
 は「駅に行くこ
 と(
 用
 事)
 を持っている」である。そして「行く用事を持っている」ということは「用事がある」ということであり、結局「行かなければならない」という意味につながっている、ないしそのような意味に熟したと言える。



　このような思考過程
 を1
 度知っておくと色々に応用が効
 く(
 実践では、必ずしもそのような思考過程を行う必要はない
 。)
 。なお、ネイティブ話者
 も
 hav
 e
 の直後で区切ることが割とある。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



====
 ===============================



>> mus
 tと
 have t
 o
 の違い
 －1
 －<<







学校で習ったのは次の通りであろう
 。
 mus
 t、
 have t
 o
 は、いずれも「～しなければならない」という意味であ
 る(
 なお
 、
 have got t
 o＝
 got t
 o＝
 gott
 aは
 have t
 o
 と同じであり、口語でよく使われ
 る)
 。しかし、その区別については習わなかった人も多いのではないか。確かにどちらを使用しても通じるとは思う。しかし、状況ごとに、より適した使い方がある。



have t
 o
 が使用されるのは
 客観的状況
 が存在する場合であり
 、
 mus
 t
 が使用されるのは
 主観的状況
 が存在する場合である。例えば次のような文で考える。



「今夜
 、風邪薬を飲まなければならない。」



「今夜、野菜ジュースを飲まなければならない。」



客観的状況が存在する場合とは、風邪をひいており医者から風邪薬を飲むことを義務付けられている場合である。この場
 合
 have t
 o
 が適している。



I have to take
 the cold medicinetonight.



主観的状況が存在する場合とは、健康にいいと思って
 野菜ジュースを毎日飲もうと決めていたが、最近飲むのを忘れていた場合である。この場
 合
 mus
 t
 が適している。



I must
 drink vegetable juicetonight.



このように、個人の意思に関係なく「～しなければならない」という場合
 が
 have t
 o
 である。



====
 ===============================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> mus
 tと
 have t
 o
 の違い
 －2
 －<<







have t
 o
 が客観的事情の場合に使用されることは、次のよう
 に
 C
 M
 から考えるとニュアンスがわかりやすいだろう。



「今夜、風邪薬
 を飲むこ
 と(＝
 to hav
 e
 ＝飲まなければならない義務・事情・理
 由)
 を持っている」



また、次のように否定形を考えるとよりわかりやすいかもしれな
 い(
 「否定形」の詳細は23
 .
 否定を参
 照)
 。すなわち両者が異なることは、その否定形の意味が異なることからもわかる。







do not have t
 o
 ～「～する必要はない」



must no
 t
 ～「～してはならない」







ちなみに
 、
 do not have t
 o
 の意味は一般には「～する必要はない」と習うが
 、
 C
 M
 では次のように考えられる。



I do not have to take
 the cold medicinetonight.



をチャンキングすると



I do not have/ to takethe cold medicinetonight.



となり
 、
 C
 M
 は次のようになる。



私は持っていない
 
 /
 今夜風邪薬を飲むこ
 と(
 義務・事
 情)
 を







つまり、「今夜風邪薬を飲む必要はない」ということとなる。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> mus
 tと
 have t
 o
 の違い
 －3
 －<<







客観的な状況に関係しているのは
 「
 have t
 o
 ではなく
 て
 mus
 t
 のような気がする。」という人もいるかもしれない。それは
 、
 mus
 t
 が「規則・ルール」において使用
 されるからであろう。







You
 must
 pay the remaining balance by the end of this month.



あなたは、残っている未払い額を今月末までに支払わなければならない。



Everyone
 must
 wear a life jacket when in a boat.



ボートに乗っている時は全員ライフジャケットを着なければならない。



===================================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



have t
 o
 ＝客観的状況



mus
 t
 　＝主観的状況、規則・ルール



==================================
 =









☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



①
 have t
 o
 が「客観的状況」なのは、本文でも説明した通り「～する事情を持ってい
 る
 (have
 )
 」という客観的な感じ。



②
 mus
 t
 が「主観的状況」なのは、例えば、おしゃれのためにはぜひ持っていたいものを「マスト・アイテム」と呼んだりすることを考えればわかりやすい。この場合、「客観的な状況から全員が持たなければならないもの」というわけではない。



③
 mus
 t
 が「規則・ルール」なのは、看板や掲示板に規則を表示するとき
 に
 have t
 o
 より
 も
 mus
 t
 の方が短くて見やすいから
 。(
 ＊記憶のきっかけとして著者の理由づ
 け
 )



==================================
 =









 2.
 3
 未来形



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



未来形
 ＝未来の事柄を表
 す(
 未来とは、基本的には未来の一時点である。一時点とは例えば
 “
 next week
 (
 来
 週)
 ”、
 “
 two years later (
 2
 年
 後)
 ”。つまり現在とは切断された時期の概念。







現
 在
 (6/3
 )
 －－－－－－－
 －
 > next week(6/10)



　　　　　　　　　　　　　　　　↑



話者
 が
 next wee
 k
 と言った場合に意識が置かれるの
 は
 6/1
 0
 の
 み
 (
 場合によって
 は
 6/1
 0
 ～6/1
 7の7
 日間をひとまとまりとして認識する場合もあるかもしれない。いずれにし
 ろ
 6/
 4～
 6/
 9
 とは無関係
 。
 )







hav
 e
 の未来形
 の
 C
 M
 ＝
 「を持つだろう」



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









I
 will
 have a car.



(
 ＊「未来形」でよく使うのは
 “
 wil
 l”(
 詳細は14.
 3
 未来時制
 、
 11
 .
 助動詞を参
 照
 )



◎私は車を持つだろう
 。(
 ＊現在は車を持っていないことが推測され
 る
 )



I will have a car
 two years later
 .



CH
 : I will have a car/ two years later.



◎私は車を持つだろう
 /
 2
 年後
 に
 (
 2
 年後の時点
 で
 )



●私
 は2
 年後に車を持つだろう。







時間の概念を図示すると次の通り。



現
 在
 (2013. 6/9
 )
 －－－
 －
 >
 2
 年
 後
 (2015. 6/9)



　　　　　　　　　　　　　　
 ↑



　　　　　
 　　　　　　この日
 に(
 この時



　　　　　　　　　　　　
 点
 で)
 車を持つ







つまり
 、
 201
 5年6月8
 日以前、及
 び
 201
 5年6月
 1
 0
 日以降について、車を持っているかどうかは示されていない。未来形が表現するものは原則として「未来の一時点の事柄」であ
 る(
 過去形についても同様、過去形で表現されるものは原則として「過去の一時点の事柄」であ
 る)
 。









 2.
 4
 過去形



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



過去形
 ＝過去の事柄を表
 す(
 過去とは、基本的には過去の一時点である。一時点とは例えば
 “
 last week
 (
 先
 週)
 ”、
 “
 two years ago(
 2
 年
 前)
 ”。つまり現在とは切断された時期の概
 念(
 未来形の場合と同
 様)
 。







hav
 e
 の過去形
 の
 C
 M
 ＝
 を持った、持っていた



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



I
 had
 a car.



(
 ＊「過去形」の詳細は14.
 2
 過去時制を参
 照
 )



◎私は車を持っていた
 。(
 ＊現在は車を持っていないことが推測され
 る
 )



I had a car two years ago.



CH: I had a car/ two years ago.



◎私は車を持っていた
 /
 2
 年前



●私
 は2
 年前に車を持っていた
 。(＊2
 年前という一時点での事柄を表している
 。3
 年前
 や1
 年前のことは表現されていない
 。
 )

















 2.
 5
 現在完了形



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



現在完了形
 ＝現在形だが特に「ものごとが完了した様子」を表現する。すなわち次
 の3
 つの場合である。
 ①経験②完
 了(
 結
 果)
 ③継続
 。







公式
 ＝
 have (has
 )
 ＋過去分詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



①
 I
 have eaten
 the ramen.



●
 私はそのラーメンを食べたことがある。



②
 I
 have
 just
 eaten
 the ramen.



●
 私はちょうどそのラーメンを食べ
 た(
 ところ
 だ)
 。



③
 I
 have
 
 eaten
 the ramen since its release.



●
 私はそのラーメンを発売以来食
 べ(
 続
 け)
 ている。







それぞれの意味は、文法的には次のように呼ばれる。



①経験
 、②完
 了(
 結
 果)
 、③継続



こ
 の3
 つの用法があることは一応覚えておくと便利だろう。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 現在完了形と過去形との概念の区別<<







過去形は、過去の一時点での出来事を表現する。



I ate the ramen yesterday.



●昨
 日(
 という一時点におい
 て)
 、私はそのラーメンを食べた。



一方、
 現在完了形は、過去の一時点に発生したことが現在まで
 続いている
 ニュアンスである。つまり、
 過去の一時点から継続している事柄の現在の様子
 を表現していると言えるので、現在完了形は現在形と言えるのである。







時間の概念を図示すると次の通り。









過去の一時点
 －－－－－－
 －>
 現
 在(
 本
 日
 )



　　　↑



過去形が表現する事柄







以上が一般的な理解の仕方である。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> Core Meaning
 (
 以下
 、
 C
 M
 ）からの理解の仕方<<







先ほど述べた通り、現在完了形
 は
 hav
 e
 ＋過去分詞である。過去分詞は受動
 態(
 受け
 身)
 でも使われ
 る(
 「受動態」の詳細は16
 .
 受動態を参照
 )
 。



The ramen was
 eaten
 by him.



◎そのラーメンは彼によって食べられた。



このことからわかるように、
 過去分詞には受け身の意味合い
 がある。







eate
 n
 　「食べられた」







そして、全ての言葉は状態を表す形容詞とも考えられることか
 ら(
 「本書の特徴と利用の仕方」本文
 第2
 段落以下を参
 照)、
 eate
 n
 「食べられた状態」と考えることができる。そし
 て
 hav
 eの
 C
 M
 は「持っている」。



よって、次のように解釈できる。







CH:
 I have / eaten the ramen.



◎私は持っている
 
 /
 そのラーメンが食べられた状態を







すでに食べられた状態のラーメンを持っている→ラーメンがすでに食べられ
 た(
 完了してい
 る
 )







このように認識するほうがネイティブ話者の感覚に近いような気がする。



(
 もっとも、この文のように短いものであれば、一般的な理解
 「
 hav
 e
 ＋過去分詞＝現在完了形」でよいだろう。つまり
 、
 I have eaten/the ramen
 .
 「私は食べた
 /
 そのラーメンを
 」
 )



しかし、ネイティブ話者が
 「
 hav
 e
 」と言った後、数秒無言で考えてから続きを言い始めるのを聞くことがある。それゆえ
 、
 C
 M
 による理解もありなのだろうと思う。そしてこのような理解をしておくと、自分で英語をしゃべる時も便利である。



==================================
 =









 2.
 6
 使役



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



使役
 ＝「人や物に～させる・してもらう」という意味を表すための表現方法







公
 式1
 ＝
 hav
 e
 ＋目的
 語(＊
 1
 )
 ＋修飾
 語(
 ないし補
 語)
 ・・・・
 ①(
 「補語」の詳細は動詞
 ☆
 MEM
 O
 ☆>>
 5
 文型<
 <
 「
 第5
 文型」を参
 照
 )



公
 式2
 ＝
 hav
 e
 ＋目的語＋原形動詞
 ・・・・・
 ②(＊
 2)







＊1
 目的語＝動詞の直後に置かれる名
 詞(
 人や
 物
 )



＊
 2
 原形動詞＝何も変形されていない元々の
 形(
 辞書の最初に記載されている
 形
 )



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 2.6.
 1hav
 e
 ＋目的語＋修飾
 語(
 ないし補
 語
 )







補語に含まれるもの＝形容詞・名詞・副詞・過去分詞・動詞
 の
 in
 g
 形







Ihad my tooth out
 .
 　



●私は
 歯を抜いてもらった。



CH: I had
 /my tooth out.



◎私は持っ
 た/
 外
 へ(
 抜かれ
 た)
 歯を



I
 had
 
 tea
 
 ready
 .
 　



●私は茶を準備しておいた。



CH: I had/ tea ready
 .
 　



◎私は持っ
 た/
 準備された茶を



She
 had
 him
 
 out of the room
 .
 　



●彼女は彼を部屋から退出させた。



CH: She had/ him out of the room.



◎彼女は持った
 
 /
 部屋の外への
 彼(
 部屋の外へ出た
 彼)
 を



I want to
 have
 the room
 clean
 .
 　



●私はその部屋をきれいにしたい。



CH: I want to have/ the room clean
 .
 　



◎私は持つことを望む
 
 /
 きれい
 な(
 きれいにされ
 る)
 その部屋を



He
 had
 
 the job
 
 finished
 yesterday
 .
 　



●彼は昨日仕事を終えた。



CH: He had/ the job finished yesterday
 .
 　



◎彼は持っ
 た/
 昨日終えられた仕事を



I
 had
 
 my ring
 
 stolen
 .
 　



●私は指輪を盗まれた。



CH: I had/ my ring stolen
 .
 　



◎私は持っ
 た/
 盗まれた私の指輪を









I cannot
 have
 
 them
 laughing
 like that
 .
 　



●私は彼らをあのように笑わせておくことはできない。



CH: I cannot have/ them laughing like that.



◎私は持つことができな
 い/
 あのように笑っている彼らを



＊
 laughin
 g
 「笑っている」は動詞
 “
 laug
 h
 「笑う」”
 に
 in
 g
 がついた形。動詞
 ＋
 in
 g
 ＝～している



If you sing loud
 ly, you will
 have
 
 the neighbors
 
 complaining
 .



●もし君が大声で歌うなら、近所の人達が苦情を言うだろう。



CH: If you sing loudly, / you will have/ the neighbors complaining.



◎もし君が大声で歌うなら
 
 /
 君は持つだろう
 /
 苦情を言っている近所の人達を













 2.6.2hav
 e
 ＋人＋動詞の原形







「
 人に～させる・してもらう
 」と言うための表現である。使用できるのは次のような場面である。「目上の者が目下の者に～させる」場合や「業者などに料金を払って～してもらう」場合。



I
 had
 
 a mechanic
 
 check
 my car.



●私は車を自動車工に見てもらった。



CH: I had/ a mechanic check my car.



◎私は持っ
 た/
 私の車を見る自動車工を



cf
 .
 「教授にレポートを見てもらった。」



I
 asked [got]
 
 my professor
 
 to
 check my report.



(
 
 I had my professor check my report
 .
 とすることは不可能　∵目下の者が目上の者に頼んでいるので使役
 の
 hav
 e
 は使えな
 い
 )

















 3.
 基本語四天
 王
 GET



 いろいろ“得る”







 3.1 CM







＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



ge
 tの
 C
 M
 ＝
 得
 る
 (
 ニュアンスは「無」から「有」への変
 化
 )



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



ge
 t
 は最も多く使用される基本語
 の1
 つである。「無い」状態から「有る」状態に変化する様子を表現する。この感覚から様々な表現や熟語を理解するようにするとよい。









 3.2 ge
 t
 ＋目的語
 (
 人・
 物
 )



I
 got
 money
 .
 　



●私は金銭を得
 た(
 手に入れ
 た)
 。







Her face
 got
 pale
 .
 　



●彼女の顔はあおくなった。　



◎彼女の顔はあおい状態を得た。



I can
 't
 get
 you.
 (“
 can'
 t
 ”の詳細は11
 .
 助動詞を参
 照)
 　



●君の言っていることがわからない。



◎私はあな
 た(
 の言っているこ
 と)
 を得ることができない。









 3.3 ge
 t
 ＋目的語＋修飾語
 (
 ないし補
 語
 )







I will
 get
 her
 
 home
 .
 　



●私は彼女を家に連れて帰る。



CH: I will get/ her home
 .
 　



◎私は得るだろう
 
 /
 家へ
 の(
 家に帰
 る)
 彼女を



She
 got
 the box
 
 downstairs
 .
 　



●彼女はその箱を階下に運んだ。



CH: She got/ the box downstairs
 .
 　



◎彼女は得た
 
 /
 階下
 へ(
 運ばれた状
 態)
 の箱を



She
 got
 
 her son
 ready
 for school
 .
 　



●彼女は息子に学校へ行く準備をさせた。



CH: She got/ her son ready for school
 .
 　



◎彼女は得た
 
 /
 学校への準備ができた息子を



He
 got
 
 the machine
 
 running
 .
 　



●彼はその機械を始動させた。



CH: He got/ the machine running
 .
 　



◎彼は得た
 
 /
 動いている機械を



I have to
 get
 
 this job
 
 done
 by five o'clock.
 (＊
 don
 e
 ＝過去分
 詞
 )



●私はその仕事
 を5
 時までに終えなければならない。



CH: I have to get
 / this job done by five o'clock.



◎私は得なければならな
 い
 /
 5
 時までに行われ
 た(
 終了され
 た)
 この仕事を









 3.4 ge
 t
 ＋人
 (
 時に
 物)＋
 t
 o
 ＋原形動詞







I
 got
 her
 
 to
 stop smoking.



●私
 は(
 説得し
 て)
 彼女に喫煙をやめさせた。



＊使役である
 。
 t
 o
 の直後には原形動詞が置かれる。



CH: I got her
 / to stop smoking
 .
 　



◎私は彼女を得た
 /
 (
 その結
 果)
 喫煙をやめた



＊
 “
 t
 o
 ”
 の
 C
 M
 は「～へ
 」(
 方
 向(
 ないし結
 果)
 を示
 す)
 。よって、次のように考えられる。「彼女を得た」、その結果「喫煙をやめる」という方向に向いた。それゆえ「説得」のニュアンスが入るのだろう。









cf
 .
 次のような別のとらえ方もできる。



CH: I got her to
 / stop smoking.



∵
 
 “
 ge
 t
 ＋人
 ＋
 t
 o
 ”はよく使う形なので、ひとかたまりでとらえる



I
 got
 the door
 to
 open.



●私はそのドアを開けた。



CH: I got the door/ to open.



私はそのドアを得た
 /
 (
 そし
 て)
 開けた」









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



使役の公式
 ＝
 ge
 t
 ＋
 人(
 時に
 物)＋
 t
 o
 ＋原形動詞







意味＝
 人(
 または
 物)に(
 説得などし
 て)
 ～させる・してもらう







＊
 ge
 t
 は一般に使役動詞と言われるが別の考え方もできる。例えば上で述べた通り
 “
 get
 +人
 +t
 o
 ”を単純に熟語と考えてもよい。すなわち使役動詞とはされていな
 い
 as
 k、
 orde
 r、
 permi
 t
 等と同じと考えることもできる。例えば
 “
 ask
 +人
 +t
 o
 ”「人に～するよう頼む」と同じ形と考えることもできる。



==================================
 =









☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



>
 >
 使役の区別<<







①
 have
 +人+
 動詞の原形



「
 目上の者や客」が「目下の者や業者」にやらせ
 る(
 やってもら
 う)
 場合



I
 had
 a mechanic
 
 check
 my car
 .
 　●私は車を自動車工に見てもらった。



②
 get
 +人(
 または
 物
 )+to
 +
 動詞の原形



目的語が特に人の場合、説得してやらせ
 る(
 やってもら
 う)
 場合



I
 got
 
 her
 to
 stop smoking
 .
 　●私
 は(
 説得し
 て)
 彼女に喫煙をやめさせた。







先述の通
 り
 ge
 tの
 C
 M
 ＝得
 る(
 ニュアンスは「無」から「有」への変
 化)
 。「無」から「有」への変化は大きいので「説得」のニュアンスが入るのだろう。例えば「喫煙する彼女」から「喫煙をやめる彼女」を得るという大きな変化を生じさせるのだから「説得」というニュアンスが入るのだろう。



==================================
 =









 4.
 基本語四天
 王
 MAKE



 なんでも“作る”







 4.1 CM



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



mak
 eの
 C
 M
 ＝
 作る



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



mak
 e
 は最も多く使用される基本語
 の1
 つである。熟語も多くわかりにくいものもあるかもしれないが
 、
 C
 M
 「作る」から理解していくと容易に記憶できていく。









 4.2 mak
 e
 の使用例



I
 made
 a plan
 .
 　



●私は計画を立てた。　◎私は計画を作った。



She
 made
 him
 
 an apple pie
 . (make
 +人+物)
 　



●彼女は彼にアップルパイを作った。



She
 made
 an apple pie
 for
 
 him
 . (make
 +物
 +for
 +人)
 　



●彼女は彼のためにアップルパイを作った。



＊
 上2
 つの文はほぼ同義だが、後の文のほうが作ってあげた相手を強調している。



∵
 「
 fo
 r
 ＝のために」が含まれている



He
 made
 money
 .
 　



●彼は金をもうけた。　◎彼は金を作った。



This
 makes
 ( it )her second novel
 .
 　



●これは彼女
 の2
 番目の小説だ。



◎これは彼女
 の2
 番目の小説を作っている。









He always
 makes
 fun of her
 .
 　



●彼はいつも彼女をからかっている。



◎彼はいつも彼女の笑いを作っている
 。(
 彼女をネタに笑いを作ってい
 る
 )



＊
 「
 make fun o
 f
 ～＝～をからかう」という熟語として扱われるのが一般だが
 、
 C
 M
 から考えれば理解・記憶しやすい。その他の熟語も同様である。









 4.
 3
 使役



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



公式
 ＝
 make
 +人(
 または
 物
 )
 +
 原形動詞







使役
 の
 mak
 eの
 C
 M
 ＝
 人(
 または
 物)
 に～させる



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



He
 made
 me
 
 go
 .



●彼は私に行かせた。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 使役
 の
 hav
 e、
 mak
 e、
 le
 t
 の区別<<







目的語である「人」の自由度が高いの
 は
 le
 t
 、その反対
 が
 mak
 e
 、それらの中間
 が
 have



「強制的な度合い」
 は次の通
 り
 (mak
 eが1
 番強
 い
 )



let
 <have<make



なお
 、
 ge
 t
 も使役動詞と考えるな
 ら
 ge
 t
 が最も「強制的」だろう。
 ∵
 get
 +人
 +to
 +
 原形動詞「人
 に(
 説得し
 て)
 ～させる」



Her father
 let
 her go.



●彼女の父親
 は(
 彼女が行きたがっていたの
 で)
 行か
 せ(
 てあ
 げ)
 た。



Her father
 had
 her go
 .
 　●彼女の父親は彼女に行かせた。



Her father
 made
 her go
 .
 　●彼女の父親
 は(
 彼女が望んでいなかった
 が)
 行かせた。



==================================
 =









☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



>> le
 t
 の自由度が高い理
 由
 <<







le
 t
 は自由度が高い



∵



le
 tの
 C
 M
 ＝
 (
 望むこと
 を)
 ～させてやる、～することを許す



ex. L
 et me alone
 .
 「一人にして、放っておいて」
 、
 Let's go
 !
 「行こう！」などに見られるよう
 に
 le
 t
 は「希望を含む」ニュアンスがあ
 る(
 なお
 、
 Let me alone
 .
 と同じ意味で
 は
 Leave me alone
 .
 の方がよく使われ
 る)
 。



cf1. le
 tと
 leav
 e
 は、動詞として同義語ではないのにしばしば同義語と誤解されることがある。



∵
 le
 t
 の意味として「許可する、許
 す
 (permi
 t、
 allow
 )
 」があること、及
 び
 leav
 e
 の名詞の意味として「許
 可
 (permission
 )
 」があることから、混同されやすい



cf
 2. mak
 e
 は強制的な意味合いを含むこともある



∵
 mak
 eの
 C
 M
 ＝作る、すなわち「行きたくない人」から「行く人」を作るのであり、時には強制的に「作り上げる」必要もある



==================================
 =









 4.4 make
 +
 目的
 語+
 補語







The news
 made
 
 me
 
 happy
 .
 (＊
 happ
 y
 ＝形容
 詞
 )



●そのニュースを聞いて私は喜んだ。



◎そのニュースは幸せな私を作った。







She
 made
 her work
 a pleasure
 . (pleasur
 e
 ＝名
 詞
 )



●彼女は彼女の仕事を喜びとした。



◎彼女は彼女の仕事を喜びとして作った。







She couldn't
 make
 
 herself
 
 heard
 in the classroom.
 (＊
 hear
 d
 ＝過去分
 詞
 )



●彼女の声はその教室の中で聞こえなかった。



CH: She couldn't make/ herself heard in the classroom.



◎彼女は作ることができなかった
 
 /
 教室の中で聞かれる彼女自身を









They
 made
 
 her
 
 leader
 .
 (
 ＊補語が唯一の役職名の場合、無冠詞になる場合が多い
 。(
 冠詞の詳細
 は
 7
 .
 冠詞を参
 照
 )



●彼らは彼女をリーダーにした。



◎彼らは彼女をリーダーとして作った。







I
 made
 
 it
 
 clear
 
 what she said
 .
 (“
 i
 t
 ”＝仮の目的語で、特に意味はない
 。
 clea
 r
 ＝形容
 詞
 )



●私は彼女の言ったことをわかりやすくした。



CH: I made it clear/ what she said.



◎私はそれを明らかにした
 
 /
 彼女の言ったことを







My headache
 made
 it
 a problem
 to speak
 . (proble
 m
 ＝名
 詞
 )



●頭痛で話すのが困難になった。



CH: My headache made it a problem/ tospeak.



◎私の頭痛がそれを問題として作った
 
 /
 話すのを













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>>
 make it<<







C
 M
 ＝「それを作る」。ここから派生して状況により色々な意味で使われる。







She made it.



●彼女は成功し
 た(
 うまくいった、時間に間に合っ
 た)
 。



cf. I did it !



●やったぞ
 ！(
 うまくいった！、成功だ
 ！
 )



◎私はそれを行った



＊
 “
 I made it
 .
 ”も「うまくいった」という意味に使われるが、
 “
 I did it
 .
 ”よりも意味の範囲が広い



==================================
 =









 5.
 基本語四天
 王
 TAKE



 とにかく“とる”







＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



tak
 eの
 C
 M
 ＝
 とる







I will
 take
 her to the park
 .
 　



●私は彼女をその公園に連れていくだろう。



CH: I will take her/ to the park.



◎私は彼女をとるだろう
 
 /
 公園
 に(
 向け
 て
 )



(
 彼女をとっ
 て(
 連れ
 て
 )
 /
 その結果公園の方向に向か
 う
 )



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 5.1 CM







tak
 e
 は最も多く使用される基本語
 の1
 つである。熟語も多くわかりにくいものもあるかもしれないが
 、
 C
 M
 「とる」から理解していくと容易に記憶できていく。









 5.2 tak
 e
 の使用例







He
 took
 his dog for a walk
 .
 　



●彼は彼の犬を散歩に連れて行った。



CH: He took his dog/ for a walk.



◎彼は彼の犬をとっ
 た/
 散歩を求め
 て(
 散歩に向け
 て
 )
 (＊
 fo
 rの
 C
 M
 ＝を求めて、に対し
 て
 )



Take
 the Yamanote Line fromShinjuku
 .
 　



●新宿で山手線に乗りなさい。



CH: Take the Yamanote Line/ fromShinjuku
 .
 　



◎山手線をとりなさい
 
 /
 新宿で



＊移動手段として「電車に乗る」「バスで行く」等「交通手段を利用する」という意味の場
 合
 tak
 e
 を使う。



cf. I
 got on
 the train in a hurry
 .
 　



●私はその電車に急いで乗った。



CH: I got/ on the train in a hurry
 .
 　



◎私は得た
 
 /
 急いで電車に乗っている状態を



(
 “
 get o
 n
 ～”は「～に乗る」という動作を意味する熟語としてとらえてもよ
 い
 )



Let
 's
 take
 a walk
 .
 　●散歩をしよう。　



◎散歩をとろう。



Their army
 took
 the city
 .
 　



●彼らの軍隊がその都市を占領した。



◎彼らの軍隊がその都市をとった。



I
 took
 her advice
 .
 　



●私は彼女の助言に従った。　



◎私は彼女の助言をとった。



It
 takes
 two hours
 to
 finish the job
 .
 　



●その仕事を終えるの
 に2
 時間かかる。



It takes two hours
 / to finish the job
 .
 　



◎
 (
 それ
 は
 )
 2
 時間をとる
 /
 その仕事を終えるために



＊
 I
 t
 は仮主語で特に意味はない
 。
 t
 o
 以下を指している。「かかる時間や距離などを表現する場合、このような
 “
 it take
 s
 時
 間(
 距
 離
 ) t
 o
 原形動詞”の形をとる。









It
 took
 three years
 for
 her
 to
 write the book
 .
 　



●彼女がその本を書くの
 に3
 年かかった。



CH: It took three years
 / for her to write the book.



◎
 (
 それ
 は
 )
 3
 年をとった
 /
 彼女にとってその本を書くのに



cf. It
 took
 
 herthree years to
 write the book.



普通の和訳を考えた場合、上の例文と全く同じで
 「本を書くの
 に3
 年かかった。」となる。



しかし、形が違う以上何らかの違いが存在する。そして、それ
 は
 C
 M
 法を使えばわかりやすい。



CH: It took her
 three years/ to write the book
 .
 　



◎それは彼
 女
 に3
 年をとらせた
 /
 その本を書くのに



すなわち、「彼
 女
 に3
 年をとらせた」ということから「彼女に苦労を感じさせた」ニュアンスが含まれる。一方、上の例文
 “
 It took three years for her to write the book
 .
 ”では客観的に「本を書くの
 に3
 年かかった」と表現している。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



単純な和訳ではニュアンスの違いがわからないことが多い。そのため外交文書などでも誤解が生じることがある。しかし
 、
 C
 M
 法を使えばニュアンスの違いは明確にわかる
 。ことわざなどでも同様である。







ex
 .
 習うより慣れよ



これに対応する英語は
 “
 Practice makes perfect
 .
 ”とされる。しか
 し
 C
 M
 法を使えば両者は完全に対応していないことがわかる
 。
 C
 M
 ＝「練習は完璧な状態を作る」であって、「習うより慣れよ」よりも積極的なニュアンスがある。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>>
 tak
 eと
 brin
 g
 の区別<<







brin
 gの
 C
 M
 ＝もってくる







brin
 gは
 tak
 e
 と意味が似ているから混同しやすい。逆に、間違って使っても意味は通じる場合が多いだろう。しかし、きちんと区別すると次のようになる。







tak
 e
 ＝もってい
 く(
 連れてい
 く
 )
 (
 ＊話題の場所に話し手も聞き手もいない場
 合
 )



brin
 g
 ＝もってく
 る(
 連れてく
 る
 )
 (
 ＊話題の場所に話し手または聞き手がいる場
 合
 )









子供が親に対して「学校に花を持っていく」と家で話した場合



I will
 take
 aflower to school.



家にいる子供が学校にいる先生に対して「学校に花を持っていきます」と電話をした場合



I will
 bring
 aflower to school.



先生が生徒に対して「明日、学校に花を持ってきなさい」と学校で話した場合



Bring
 aflower (with you) tomorrow.



==================================
 =







以上で、最重要の基本語についての学習はひとまず終了である。ここまで見てきた基本
 語
 hav
 e、
 ge
 t、
 mak
 e、
 tak
 e
 は使用範囲が広く基本語四天王と言ってもよいだろう。これらをある程度習得したら英語能力は相当なものになると言えよう。



これ
 らの基本語には実に多種多様な使い方があり熟語も多い。ネイティブ話者はそれらの用法を子供のころから自然に聞き覚え自在に使うようになるのだろう。我々学習者にとって重要なのは、よく使われるものを覚え、適した場面で使えるようにすることである。そして覚える際に役立つの
 は
 C
 M
 法である
 。
 Core Meanin
 g
 から理解すれば記憶しやすく、適した場面で使いやすくなる。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 「適した場面」とは
 －1
 －<<







英語を含めあらゆる言語の習得や運用で重要な指標は次
 の3
 つある。



①正確さ



②流暢さ



③適切さ



外国語として英語を学ぶ者として最初に目指すべきなのは①正確さであろう。学習するからには「正確な」内容を学習しなければならない。文法の学習の大半は「正確さ」の学習と言ってもよいだろう。そして英語の練習量や使用経験が増すにつれ②「流暢さ」が身につく。それに対して③「適切さ」は学習の段階ではよほど意識しておかなければ身につかない。



　たしかに③は①②に比べれば重要度はやや低いかもしれない。しかし英語の「実用面」を考えた場合③も軽視すべきではない。例えばフォーマルな場面で友人にしか使わないようなくだけた表現を使ったら相手との信頼関係が壊れかねない。



③には主
 に2
 種類ある。
 ①'
 表現の適切さ
 ②'
 語彙の適切さである。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 「適した場面」とは
 －2
 －<<







①'
 「表現の適切さ」について



人に名前を尋ねたい場合、主に次
 の2
 つの表現がある。



a. What is your name?



b. May I have your name, please?



学校で習うの
 は
 a
 .
 だけかもしれない。しかし実際の英語運用において初対面の人に対し
 て
 a
 .
 を使うとぞんざいな印象を与えかねない。
 ∵
 C
 M
 が異なる



a
 .
 ●あなたの名前は
 何(
 何ですか、何
 だ
 )
 ?
 、



b
 .
 ◎私はあなたの名前を持ってもよろしいです
 か
 ?



●あなたのお名前をうかがってもよろしいでしょうか。









②'
 「語彙の適切さ」について



「すわってください」と言う場合、主に次
 の2
 つの表現がある。



a. Sit down.



b. Have a seat.



両者は同じ事柄を指すの
 に1
 つも同じ単語が使われていない。学校で習うの
 は
 a
 .
 だけかもしれない。
 “
 Please sit down
 .
 ”または
 “
 Sit down, pleas
 e
 ”と言えばかなり丁寧になるだろう。しかし、言葉が違えばニュアンスが違う
 。
 b
 .
 の表現がある以上
 、
 a
 .
 とは違うニュアンスが存在する
 。
 C
 M
 から考えると次の通り。



a
 .
 ●すわっ
 て(
 くださ
 い)
 。



b
 .
 ◎席を持ってください。



●ご着席ください。



ちなみ
 に
 b
 .
 と同じくらい丁寧な表現としては
 “
 Be seated
 .
 ”などもある。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



意味は同じでもニュアンスが異なる表現が複数存在する場合は多い。普段の学習におい
 て
 C
 M
 法を用いて区別して覚えて行くとよい。







机上の学習だけでは「適切さ」を身につけるのは困難。実践で覚えるのが最もよいだろうが、ドラマ、映画、ニュースなどを視聴する際に意識しておくのも効果的。



==================================
 =









 6
 .
 名詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



名詞
 ＝人、動物、物を示す語







加算名詞
 
 (
 数えられる名詞
 ：
 C
 )
 と
 不可算名詞
 
 (
 数えられない名詞
 ：
 U
 )
 がある



(
 C＝
 countable nou
 n、U＝
 uncountable noun)



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 6.
 1
 数えられる名詞





 6.1.
 1普通名詞



同じ種類のものを表す



I have a
 car
 .
 　



●私
 は
 (
 1
 台
 の)
 車を持っている。



I have ten
 pens
 .
 　



●私
 は
 1
 0
 本のペンを持っている。



＊名詞を複数で表現するためには複数形を作る必要がある。基本的には名詞の後に
 “s
 ”をつければよい。ただし例外は存在す
 る
 (ex. ma
 n→
 me
 n、
 potat
 o→
 potatoes)









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 名詞の複数形の作り方<<







1
 .
 名詞の後に
 “s
 ”をつけるのが一般



ca
 r
 →car
 s
 　
 　
 boo
 k
 →book
 s
 　　



roo
 m
 →rooms







2
 .
 名詞の後に
 “
 e
 s
 ”をつける場合



bu
 s
 →buse
 s
 　
 　
 dis
 h
 →dishe
 s
 　　



watc
 h
 →watche
 s
 　
 　
 bo
 x
 →boxe
 s
 　　



potat
 o
 →potatoe
 s
 　
 　
 tomat
 o
 →tomatoes



(cf. phot
 o
 →photo
 s、
 kil
 o
 →kilo
 s、
 pian
 o
 →pianos



＊最後
 がo
 の場
 合
 potat
 o
 のよう
 に
 e
 s
 をつけるのが一般だ
 が
 phot
 o、
 kil
 o、
 pian
 o
 は違う。



∵もともと
 は
 photograp
 h、
 kilogra
 m、
 pianofort
 e
 であり、これらの複数形は単純
 にs
 がつくだけである。そのため短縮されたこれらの語に
 もs
 のみがつくのだろう
 。
 )







3
 .
 最後
 のf、
 f
 eをv
 にかえ
 て
 e
 s
 をつける



lea
 f
 →leave
 s　
 wif
 e
 →wive
 s
 　　



knif
 e
 →knive
 s
 　　







4
 .
 最後
 のyをi
 にかえ
 て
 e
 s
 をつける



stor
 y
 →storie
 s
 　
 　
 stud
 y
 →studie
 s
 　　



bab
 y
 →babies







5
 .
 特殊な場合



foo
 t
 →fee
 t
 　
 　
 mous
 e
 →mic
 e
 　　



toot
 h
 →teeth



chil
 d
 →childre
 n
 　
 　
 woma
 n
 →wome
 n
 　　



qui
 z
 →quizzes









6
 .
 単数形と複数形が同じ場合



sheep, deer, moose
 (
 ヘラジ
 カ
 ), fish,



＊これらは群れで生活する
 



cf. fis
 h
 は種類を指す場合は複数形となる



aircraft
 (
 航空機
 。
 airplane, helicopter, airship, glider, ballo
 n
 などの総
 称
 )



＊
 航空機が飛行場にたくさん待機している様
 が
 shee
 p
 などのように群れに見えるから
 か
 )



Japanese, Chinese, Vietnames
 e
 　　



＊最後
 が
 es
 e
 で終わる「国民の名称」



==================================
 =









 6.1
 .2集合名詞



同じ種類の人や物の集合体を表す。基本的に数えられないため単数扱い
 。



His family
 is
 large
 .
 　



●彼の家族は大家族だ。



His family
 are
 all teachers
 .
 　



●彼の家族は皆教師だ。



＊2
 番目の文
 の
 famil
 y
 は家族の構成員のそれぞれを念頭においている。このように話し手の意識によって単数または複数が用いられる。同様の単語として次のようなものがある
 。
 audience, class, team, crowd, committee, jury



cf 1
 .
 複数形にする場合に
 “s
 ”をつけず別の数え方をする場合



　例え
 ば
 furniture
 (
 家
 具)
 は元来、集合的なイメージがあ
 る(
 机、椅子、たんすなどをひとまとめにとらえて話をする場合が多いex. He has much furniture.
 (
 彼はたくさんの家具を持ってい
 る
 )
 )
 。それゆえ、このような単語を複数形にしたい場合は
 “s
 ”を絶対につけない。元来集合的なイメージがある「家具」をあえて複数で表現したい場合には次のように表現する。



a piece of
 furnitur
 e
 　
 ●1
 つの家具　　



two pieces of
 furnitur
 e
 　
 ●2
 つの家具



同様の単語として次のようなものがある
 。
 luggage, baggage, homework, equipment, merchandise, machinery
 (
 「機械類
 」
 cf. machin
 e「(
 個々
 の)
 機械
 」
 ), poetry, scenery
 (「(
 全体
 の)
 景色」cf. scen
 e「(
 個々
 の)
 景色
 」)
 。



three pieces of baggage, four pieces of homework, a beautiful piece of scenery
 (
 1
 つの美しい景色
 ＝
 a beautiful scene), a piece of machinery(
 1
 台の機
 械
 )



cf. the machinery of a
 watc
 h
 「時計の機械
 類(
 機械装
 置)
 」
 。
 machin
 e
 は使えない。
 ∵
 machin
 eの
 C
 M
 ＝機
 械(
 製
 品)
 全
 体
 (ex. a washing machin
 e
 「洗濯機
 」
 )



cf 2
 .
 常に複数形を意味しているため絶対に
 “s
 ”をつけない場合



　例え
 ば
 polic
 e
 「警察」が本来的に意味するのは「警察組織全体ないしその中のすべての警察職員」であるため常に複数を意味する。逆に「警察官」は個々人だか
 ら
 a policeman/policewoman
 (
 性別を意識させたくない場
 合
 a police officer
 )→
 two policemen/policewomen[police officers
 ]
 となる。



　この種の単語は他に次のようなものがある
 。
 cattle
 (牛
 ), poultry
 (
 家
 禽
 ), clergy
 (
 聖職
 者)
 。どれも本来的に複数の存在として認識されている。









☆ハイレベル☆



===================================



>> th
 e
 ＋普通名詞＝抽象名詞<<







The pen
 is mightier than
 the sword
 .
 　



●ペンは剣よりも強し



＊普通名詞
 の
 pe
 n、
 swor
 d
 の前
 に
 th
 e
 がつくことにより「文」、「武力、権力」といった抽象的な意味合いが含まれる。



From
 thecradle
 to
 the grave
 .
 　



●ゆりかごから墓場まで



＊普通名詞
 の
 cradl
 e
 「ゆりかご
 」
 grav
 e
 「墓場」の前
 に
 th
 e
 がつくことにより「生まれたとき、幼児期」「死ぬとき、死」といった抽象的な意味合いが含まれる。



===================================



















































































 6.
 2
 数えられない名詞





 6.2.
 1
 固有名詞



特定の人や物だけが有する名称。最初
 の1
 文字を大文字で書くのが一般。



ex. Wednesday, Tokyo









☆ハイレベル☆



===================================



>> th
 e
 が固有名詞の前に置かれる場合
 －1
 －<<







基本的には、固有名詞の前に定冠
 詞
 th
 e
 は置かれない。
 ∵
 th
 e
 の役割は名詞が特定されていることを示すことだが、固有名詞の場合特定されていることは自明



しかし、以下の場合
 、
 th
 e
 が置かれる。



(1
 )
 公共の建物、乗り物の名称



the White House
 , the British Museum, the Yamanote Line
 (
 山手
 線
 )



(2
 )
 川、海、海峡など



the Nile
 River
 (
 ナイル
 川
 ), the PacificOcean
 (
 太平
 洋
 )



(3
 )
 複数形の固有名詞



the Alps
 
 (
 アルプス山
 脈
 ), the US
 (
 アメリカ；正式国名
 ＝
 the United States of America
 )、
 the UK
 (
 イギリス；正式国名
 ＝
 the United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland), the Philippines
 (
 フィリピン；正式国名
 ＝
 the Republic of the Philippines)







＊次のページに続く



===================================









☆ハイレベル☆



===================================



>> th
 e
 が固有名詞の前に置かれる場合
 －2
 －<<



＊前のページからの続き







(4) o
 f
 のついた地名



the University of California
 
 (
 カリフォルニア大
 学)、
 the Gulf of Mexico
 (
 メキシコ
 湾
 )



cf 1.
 駅、公園、橋、空港
 の名称は無冠詞



∵これらは非常に多くが点在しており「特定」のイメージ
 はないからか？



ex. Tokyo Station
 
 (
 東京
 駅)、
 Ueno Park
 (
 上野公
 園)、
 Narita Airport
 (
 成田空
 港
 )



cf 2
 .“
 su
 n
 ”などは
 基本的には普通名詞だが
 、
 th
 e
 がつくことにより固有名詞ないし固有のものとなる



ex. the sun
 
 (
 太
 陽
 ), the moon
 (月
 ), the earth
 (
 地
 球
 ), the universe
 (
 宇
 宙
 ), the world
 (
 世
 界
 ), the past
 (
 過
 去
 ), the present
 (
 現
 在
 ), the future
 (
 未
 来
 ), the morning, the afternoon, the evening, the night, the midnight, the east, the west, the north, the south, the middle, the late 1990s, the police, the army



===================================









 6.2.2物質名詞



物質の名称を表す。



ex. stone
 (
 岩、
 石
 ), glass
 (
 ガラ
 ス
 ), coffee



cf
 .
 物質名詞が普通名詞として使われる場合もあ
 る(
 この場合意味が変わるし、数えられる
 。
 )



ex. I gave him a glass
 .
 　



●私は彼
 に
 (
 1
 個
 の)
 グラ
 ス(
 コッ
 プ)
 をあげた。







 6.2.3抽象名詞



抽象的な概念を持つものを表す。



ex.favor
 (
 親
 切
 ), success
 (
 成
 功
 ), pleasure
 (
 喜
 び
 )



cf
 .
 抽象名詞が普通名詞として使われる場合もある



ex. Would you do me a
 favor
 ?
 　



●お願いがあるのですが。



◎あなたは私に親切
 さ(
 親切なこ
 と)
 をして頂けますか。









 6.2.
 4物質名詞の数え方



a sheet
 [two sheets] of pape
 r
 　



●
 1枚
 (
 2枚)
 の紙



a cup
 [two cups] of coffe
 e
 　



●
 (
 カッ
 プ
 )
 1杯
 (
 2杯)
 のコーヒー



a lump
 [two lumps] of suga
 r
 　



●
 1個
 (
 2個)
 の角砂糖



a spoonful
 [two spoonfuls] of suga
 r
 　



●
 (
 スプー
 ン
 )
 1杯
 (
 2杯)
 の砂糖



a glass
 [two glasses] of wate
 r
 　



●
 (
 グラ
 ス
 )
 1杯
 (
 2杯)
 の水



a slice
 [two slices] of brea
 d
 　



●
 1
 切
 れ
 (
 2
 切
 れ)
 のパン



a loaf
 [two loaves] of brea
 d
 　



●
 1
 かたま
 り
 (
 2
 かたま
 り)
 のパン



a pound
 [two pounds] of butte
 r
 　



●
 1
 ポン
 ド
 (
 2
 ポン
 ド)
 のバター



a bar
 [two bars] of soa
 p
 　



●
 1個
 (
 2個)
 のせっけん









a piece
 [two pieces] of chal
 k
 　



●
 1本
 (
 2本)
 のチョーク



a pound
 [two pounds/ some/ little/ a lot ] of beef



●
 1
 ポン
 ド
 (
 2
 ポン
 ド/
 いくら
 か/
 少
 し/
 たくさ
 ん)
 の牛肉



a liter [two liters] of gasolin
 e
 　



●
 1
 リット
 ル
 (
 2
 リット
 ル)
 のガソリン









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 不可算名詞が可算名詞になる場合<<







意味によっては不可算名詞が可算名詞として使用される場合もある







Many
 thanks
 for your advice.



●
 ご助言、誠にありがとうございます。



＊手紙・メールで用いられる表現



They threw
 stones
 at the police
 .
 　



●彼らは警察官たちに石を投げた。



He wants to buy
 a Mercedes
 .
 　



●彼はベンツを買いたがっている。



I had a phone call from
 a Mr. Brown
 .
 　



●ブラウンさんという方からお電話がありました。　



＊a
 ＋人名＝～という人。ただし
 、a
 を入れないほうが一般的。









He hopes to be
 aLeonardo da Vinci
 .
 　



●彼はレオナルドダビンチのような人になりたいと思っている。　



＊a
 ＋著名人＝その著名人と同じような能力を持つ人。ただし、次
 の2
 つのような表現の方が一般的
 。
 He hopes to be like Leonardo da Vinchi./He hopes to become the next Leonardo da vinci.



===================================






 6.2.
 5
 前置詞＋抽象名詞＝形容詞、副詞の働
 き(
 「前置詞」の詳細は13
 .
 前置詞を参照)





(1
 )
 形容詞の働き



She is a person
 of ability
 .



●彼女は有能な人だ
 。
 (of abilit
 y＝
 able)



その他
 、
 of value
 (
 価値のある
 ＝
 valuable
 )
 、



of importance
 (
 重要な
 ＝
 important
 )
 などがある。



ex.



This information is of importance.



●この情報は重要です。



Physical beautyis
 of
 secondary[no]
 importance
 .



●
 顔かたちは二の次
 だ
 (
 2
 番目に重要
 だ
 )
 [
 全く重要ではな
 い]
 。　









(2
 )
 副詞の働き



He hung up the phone
 in anger
 .



●彼は怒って電話を切った
 。
 (in ange
 r＝
 angrily)



その
 他次のようなものがある
 。
 with fluency
 (
 流暢に
 ＝
 fluently), with ease
 (
 容易に
 ＝
 easily), with care
 (
 注意深く
 ＝
 carefully), by accident
 (
 偶然に
 ＝
 accidentally), on purpose
 (
 故意に
 ＝
 purposely)



ex.



He spoke Japanese
 with fluency
 .



●彼は日本語を流ちょうに話した。



Read the sign
 with
 more
 care
 .



●その表示をもっと注意深く読みなさい。









☆☆メモリー・マジック☆☆



==================================



>> This informationis of importance
 .
 の理解<<







大抵の場合
 “
 o
 f
 ”の直前に置かれるのは名詞であ
 る
 (ex. a
 teacher
 
 of
 the school
 )
 。よって
 “
 o
 f
 ”の直前
 に
 b
 e
 動詞が置かれるのは珍しい。そこで、この文の元々の形を想像してみる。



This information
 isinformationof importance.



◎その
 情報は重要さ
 の[
 重要さを持っ
 た]
 情報だ。



そして
 “
 informatio
 n
 ”は同じ言葉の繰り返しになることから省略されたのであろう。もっとも、実際の運用では
 “
 is of importanc
 e
 ”をチャンクとしてそのまま覚えて熟語として使えば良い。ネイティブ話者もそのまま聞き覚えて、元の形など想像することなどせずに使っているはずである。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 形や語彙が異なればニュアンスは異なる<<







　同じまたは類似の内容を意味する語彙や表現の形が複数存在するということは、そのどれもが必要であったからである。よって、「＝」で結ばれるもの同士が完全に同一ということはありえない。このことは日本語についても言える。例えば、本＝書籍だが完全に同一ではない。「本屋」と言うが「書籍屋」とは言わず、「外国書籍コーナー」とは言うが「外国本コーナー」とはあまり言わない。つまり、それぞれの語彙や形はそれらに適した場面で使用されるということである。



「
 with fluenc
 y＝
 fluentl
 y
 」と記載したが、これは文法的な役割が同じということであり、ニュアンスは多少異なる。このこと
 は
 C
 M
 から考えればわかりやすい。つまり
 、
 with fluenc
 y
 のほうが「流暢さ」を強調している。「流暢だ」ということを表現するにあた
 り
 fluentl
 y
 の語数
 が1
 個であるのに対してこの場合語数
 が2
 個であることからもわかる。



==================================
 =









☆ハイレベル☆



===================================



>> hav
 e＋
 th
 e
 ＋抽象名詞
 ＋
 t
 o
 ＋原形動詞
 ≒
 b
 e
 ＋形容詞
 ＋
 enough t
 o
 ＋動詞の原形<<







He
 had the kindness to
 help me
 .
 　



●彼は親切にも手伝ってくれた。



CH: He had the kindness/ to help me.



◎彼は親
 切(さ)
 を持っ
 た(
 持ってい
 た
 )
 /
 私を手伝う



≒
 He
 was
 
 kind enough to
 help me.



CH: He was kind enough
 / to help me
 .
 　



◎彼は十分親切だった
 
 /
 私を手伝うのに



≒
 He was
 so kind as to
 help me.



(
 ＊この表現もほぼ同じことを意味す
 る
 )



CH: He was so kind
 / as to help me
 .
 　



◎彼はとても親切だった
 
 /
 私を手伝うほどに



≒
 He was
 so kind
 in helping me.



CH: He was so kind / in helping me
 .
 　



◎彼はとても親切だった
 
 /
 私を手伝うことの中で







＊上
 の4
 つが表現しているのはどれも「彼が親切だった」ということである。意味はどれも大差ないものの語彙や表現の違いによってニュアンスが異なるのは既述の通りである。



===================================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 「手伝ってくれてありがとう」の表現<<







It is kind of you
 
 to
 help me
 .
 　



CH: It is kind of you
 / to help me.



◎あなたは親切
 だ/
 私を手伝ってくれて



これとほぼ同じ意味を表す表現は以下の通り。



How kind of you to help me./



You are kind to help me.
 /



Thank you for helping me.



これらは感謝の意を相手に伝える表現である。先述の
 “
 He had the kindness to help me
 .
 ”などは「彼が親切であった」という客観的事実を描写しているのであり、彼に対して主観的に感謝の意を表しているのではない。



==================================
 =

























 7
 .
 冠詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



冠詞
 ＝
 不定冠
 詞
 (a, an
 )
 と
 定冠
 詞
 (the
 )
 があり、名詞の前に置かれ、その名詞に意味を付け加える







基本的な使用法は次の通り。



I have
 a
 dog.
 The
 dog is big
 .
 　



●犬を飼っている。その犬は大きい。



＊普通名詞が最初に登場する場合、不定冠詞が置かれ
 る(
 ∵普通名詞は世の中に無数に存在するものの名称であり不特
 定)
 。そして、その名詞が特定された場
 合(
 世の中に存在する無数の犬の中から「私が飼っている犬」と特
 定)、
 th
 e
 が置かれる。







ポイント
 ＝冠詞の使い分けを使用例から具体的にイメージする



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 7.1 a
 / a
 n
 が置かれる名詞



a
 / a
 n
 が置かれるのは、可算名詞の単数形のみ　
 ∵
 a/ a
 n
 の意味
 ＝1
 つの



a ball
 ,
 a balls
 ,
 a water



cf. th
 e
 が置かれる名詞に制限はな
 い(
 可算名詞の単数形・複数形、不可算名詞の全てに置かれ
 る
 )









 7.
 2
 冠詞の発音



 7.2.
 1 a/ an



a
 ＝子音、半母音で始まる語句の前に置かれる
 　
 a pen, a red car, a work, a year



＊半母音
 ＝
 work[
 wə
 rk
 ]の
 [w
 ]や
 year[j
 ə
 r]
 の
 [j]



a
 n
 ＝母音で始まる語句の前に置かれる　



an apple, an old car



>
 >
 発音の注意
 点
 <<



母音で始まるか否かの判断は、つづりとは無関係であり
 音から判断
 する。



a
 union[j
 ː
 n
 jə
 n],
 a
 work[
 wə
 rk],
 



a
 year[j
 ə
 r](cf.
 an
 ear[
 ə
 r]),
 an
 hour[
 uə
 r])







 7.2.2 the



子音、半母音で始まる語句の前に置かれる場合



the tape[
 
 əti
 p]
 ,
 the
 US[
 
 əje:s]



母音で始まる語句の前に置かれる場合



the
 air[iέ
 ə
 r]









 7.3 th
 e
 が置かれる場合







th
 e
 は特定された名詞の前に置かれるのが基本である。その観点から以下の例文を検討する
 。
 (th
 e
 が置かれる名詞については6
 .
 名詞☆ハイレベル☆>>th
 e
 が固有名詞につく場合<
 <
 も参
 照
 )



Can you wash
 the
 car
 ?
 　



●車を洗ってもらえる？



＊当事者間で、どの車を洗うかがわかってい
 る(
 特定してい
 る
 )



cf. Can you wash a car
 /cars
 ?
 では、一般論として「車を洗うことができる？」という妙な質問になってしまう









I trust
 the
 quality of my printer
 .
 　



●私のプリンターの品質を信頼している。



＊抽象名
 詞
 qualit
 y
 の意味は
 「(
 世の中に存在するあらゆるもの
 の)
 品質」であって不特定だが
 、
 of my printer
 (
 私のプリンタ
 ー)
 によって特定されている



cf. Quality is more important than quantity
 .
 　



●量より質が大切。



＊一般論ゆ
 え
 qualit
 y
 は不特定



Super markets sell meat
 by the gram
 .
 　



●スーパーは肉をグラム単位で売っている。



＊
 by th
 e
 ＋単位「～単位で」



＊キログラムでもなくトンでもなくグラムであると特定している



She hit him
 on the shoulder
 .
 　



●彼女は彼の肩をたたいた。



＊たたく、殴るなどの場合、
 体の部位の前
 に
 th
 e
 が置かれる　∵誰の体なのか明らかであり特定されてい
 る
 (ex. on the head, in the face, in the stomach)













 7.
 4
 無冠詞の場合







 7.4.
 1
 不可算名詞で、かつ特定が不可能な場合



特定された名詞の前に
 は
 th
 e
 が置かれ、不特定の可算名詞の単数形の前に
 は
 a/ a
 n
 が置かれる。それら以外の場合、冠詞は置かれない。



We need
 water
 to live
 .
 　



●生きるためには水が必要だ。



＊
 wate
 r
 ＝不可算名詞かつ特定不可
 能(
 世の中に存在する「水」はどこの誰のどれくらいなのか、特定することができな
 い)
 。また
 、
 wate
 r
 は一般論としての「水」と考えることもできる。同様の考え方が適用できるのは次の通り
 。
 quality, quantity, information, knowledge, light, hea
 t
 など。



cf.



At Miura Peninsula we used to dive into
 the water
 .
 　



●三浦半島で我々はよく海に飛び込んだものだった。　
 ＊
 wate
 rは
 At Miura Peninsul
 a
 によって特定されている



She is particular about
 mineral waters
 .
 　



●彼女はミネラル・ウォーターにこだわっている。　＊話者の意識＝複数存在するミネラル・ウォーターの製
 品(
 可算名
 詞
 )



I like
 autumn
 .
 　



●秋が好きだ。＊季節は毎年存在するため無数にあると言え特定不可能。









 7.4.
 2
 焦点が置かれるのが、名詞自体よりも名詞とその前後の語句が示す行為・役割の場合



We have to
 go to school
 twice during the summer vacation
 .
 　



●夏休み中
 、2
 回学校に行かなければならない。



＊どの学校なのかについては
 「我々の学校」と特定されているものの、焦点が置かれているのは特定された学校自体ではなく、「学校に行く」という行為。それゆえ
 、
 schoo
 l
 の特定・不特定や可算・不可算を問題とせず、
 “
 go to schoo
 l
 ”をひとかたまりの「行為」ととらえる



ex. go to work
 
 (
 仕事に行
 く
 ), go to bed
 (
 寝
 る
 ), go to hospital
 (
 通院する、入院す
 る
 ), Shewastaken to hospital.
 (
 彼女は病院に運ばれた
 。
 ) (cf. I passed in front of
 the
 hospital where she has been hospitalized
 .
 　



●彼女が入院している病院の前を通り過ぎた。　
 ＊
 hospita
 lは
 she has been hospitalize
 d
 によって特定されてい
 る
 ), in hospital[school, class, town, bed], at school[university, work, sea]



I go to school
 by bus
 .
 　



●私はバスで学校に通っている。



＊焦点が置かれているのは、どのバスかではなく「バスで」という手段である。それゆえ
 、
 bu
 s
 の特定・不特定、可算・不可算を問題とせず、
 “
 by bu
 s
 ”をひとかたまりの手段としてとらえる
 。
 ex. by train[taxi, phone
 (
 電話
 で
 ), email
 (
 電子メール
 で
 ), mail
 (
 郵便
 で
 )]



I
 play tennis
 every Sunday
 .
 　



●毎週日曜テニスをする。



＊焦点が置かれているのは
 、
 tenni
 s
 自体ではなく「テニスをする」という行為。それゆえ、
 “
 play tenni
 s
 ”をひとかたまりの行為としてとらえる
 。
 ex. play basketball, play chess



I bought three slices of salmon
 for dinner
 .
 　



●夕食
 に3
 切れの鮭を買った。



＊焦点が置かれているのは、ど
 の
 dinne
 r
 かではなく「夕食に、夕食のために」という目的。それゆえ、
 “
 for dinne
 r
 ”をひとかたまりの表現としてとらえる
 。
 ex. for breakfast, for lunch



He studied English
 day and night
 .
 　



●彼は昼も夜も英語を勉強した。



＊焦点が置かれているのはど
 の
 day, nigh
 t
 なのかではなく「昼も夜も」という時間の長さ。それゆえ、
 “
 day and nigh
 t
 ”をひとかたまりの表現としてとらえる。



ex. in fact
 
 (
 実際
 に)、
 by accident
 (
 偶然
 に)
 、



from door to door
 (
 1
 軒ごと
 に)、
 at noon
 (
 正午
 に
 )



He
 was elected president
 of our company
 .
 　



(
 ＝He was elected as president for our company.)



●彼はわが社の代表取締役に選出された。



＊焦点が置かれているのはど
 の
 presiden
 t
 なのかではなく「代表取締役に選出された」という行為。それゆえ、
 “
 (was) elected presiden
 t
 ”をひとかたまりの表現としてとらえる



＊「役職な
 ど
 (ex. Director, Mayor
 )
 が補語になる場合、無冠詞」と覚えてもよい



“
 Mother
 , are you there?
 ”
 　



●「お母さん、そこにいるの？」



＊呼びかけるときの呼び名は無冠
 詞
 (ex. mom, madam, father, dad, doctor, nurse, officer
 (
 警察
 官
 ), professor, driver
 )
 。∵焦点が置かれているのはど
 の
 mothe
 r
 なのかではなく呼ぶという目的。そして、当事者間では無冠詞でも誰が呼ばれたのかは明らか。また、呼ぶ場合にいちいち冠詞をつけるのは機能的ではない。



US President
 AbrahamLincol
 n
 　



●合衆国大統
 領
 Abraham Lincoln



＊役職が名前と併置されて同格関係を示す場合、無冠詞　＊焦点が置かれているのはど
 の
 US Presiden
 t
 なのかではなく、「合衆国大統領」という役割。そして無冠詞でも役職によって相当程度特定される



ex.



Queen
 Elizabet
 hⅠ
 (Elizabet
 hⅠ
 ,
 Queen
 of England
 )　(
 女
 王
 Elizabet
 h
 一
 世(
 英国女王、エリザベス一
 世
 ))



Shakespeare,
 author
 of“Merchant of Venice
 ”　(
 「ベニスの商人」の著者、シェークスピ
 ア
 )



Ms. Smith,
 president
 of Ford printing compan
 y　
 (For
 d
 印刷会社の代表取締役
 、
 Smit
 h
 さ
 ん
 )



He attended the conference with them
 as doctor
 .　(
 彼は医者として、その会議に彼らと一緒に出席し
 た)
 　
 ＊
 <a
 s
 ＋資
 格>
 「～の資格で」の場合、資格の前は無冠詞∵焦点が置かれているのはどの医者かではなく「医者として」という役割。それゆえ、
 “
 as docto
 r
 ”をひとかたまりの表現としてとらえ
 る(
 もっとも
 、
 as
 a
 docto
 r
 とする場合もあり用法は厳密ではな
 い)
 。



cf. He is competent
 as
 a
 doctor
 .
 　



●彼
 は
 (
 1
 人
 の)
 医者としては有能だ。　



＊
 <a
 s
 ＋資
 格>
 「～としては」の場合、不定冠詞が置かれる









 7.
 5
 冠詞の位置







 7.5.
 1
 原則



(
 修飾語句
 ＋)
 名詞の前に置かれ
 る(
 冠詞は「かんむり」であって、修飾語句を含む名詞全体にかぶさるように
 、1
 番前に位置す
 る)
 。



冠詞＋名
 詞
 (a[the] car
 )
 、



冠詞＋形容詞＋名
 詞
 (a[the] big car)



冠詞＋副詞＋形容詞＋名
 詞
 (a[the]very big car)









 7.5.
 2
 形容詞の後に置かれる場合



What a big car
 this is
 !
 　



●これはなんと大きい車だろう！



＊
 wha
 t
 ＝形容詞。原則からすれば
 
 a what big ca
 r
 となるはず。しかし感嘆
 文
 (24.
 1
 文の内容からの分類「感嘆文」を参
 照)
 の場合、語順
 ＝
 what a/an
 (
 ＋形容
 詞)
 ＋名詞。



This is
 such a big car
 .
 　



●これはとても大きい車だ。



＊
 suc
 h
 ＝形容詞。原則からすれば
 
 a such big ca
 r
 となるはず。しかし、語順
 ＝
 such a/an
 (
 ＋形容
 詞)
 ＋名詞。



This is
 so big a car
 that it burns much gas
 .
 　



(
 ＝
 This car is so big that it eats up a lot of gas.)



●これはとても大きい車なので燃費が悪い。



＊語順
 ＝
 s
 o
 ＋形容詞
 ＋
 a/a
 n
 ＋名詞。この語順は
 、
 s
 o
 の代わり
 に
 how/ too/ a
 s
 を用いた場合にも適用される。



＊この語順の場合、不定冠
 詞
 a/a
 n
 が必須。従って
 
 so big car
 s
 とすることは不可能。



cf
 .
 数量を表す場合、不定冠詞は不
 要
 (ex. so many cars, so few cars, so much oil, so little oil)



I walked for
 half an hour
 .
 　



●
 3
 0
 分歩いた。



＊
 half a[the
 ]
 ＋名詞「半分の～」。



ex. half a dozen
 
 (
 半ダース
 、6個(人
 )
 )
 、



half the distance
 
 (
 その半分の距
 離
 )



Many a man
 
 likes to jog
 .
 　



●なんと多くの人がジョギングをするのが好きであることか。



＊語順
 ＝
 many
 a
 ＋名詞「なんと多くの～、数々の～」



ex. many a da
 y＝
 many days,



many a wor
 d＝
 many words



＊単数扱い









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



形容詞が先頭
 に置かれるのは、その形容詞の意
 味(
 程度の大小な
 ど)
 を強調したいから。



「とても大きい車」と伝えたいとき、「とおおおっても」と言うのと同
 様
 such a big ca
 r
 を「サーーーッチァビッカー」と言えば程度の大きさを伝えやすい。



この種の表現は生活の中の必要から生まれたものだから、どの表現もよく使われる。従って学習者としても、単に公式を覚えるのではなく、色々な例文を作るなどして形容詞が先頭に置かれる語順に慣れてしまうのが得策。



===================================









All the students
 of the school have their own smart phones
 .
 　



●その学校の全ての生徒は自分のスマートフォンを持っている。



＊語順
 ＝
 all th
 e
 ＋名詞。この語順
 は
 al
 l
 の代わり
 に
 both/ half/ doubl
 e
 などを使用する場合にも適用される
 。
 ex. both the students
 (
 その生徒たちの両
 方)＊
 all the student
 s＝
 all students









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 一般論の名詞「私は犬が好き
 」
 <<







英会話をするときにしばしば迷うのが
 、
 a, th
 e
 のどちらをつけるのか、何もつけないのかである。冠詞は学習者にとって最も難しいもの
 の1
 つとされている。ただし、今まで述べてきたことを参考にすれば大抵の場合ちゃんと使える。



どんな動物が好きかという話をしていて、「私は犬が好き」はどう言えばよいか。



I like a dog./ I like dogs./ I like the dog(s)
 .
 のどれだろうか。



最もよく使用されるの
 は
 I like dogs
 .
 である。∵犬は世の中に無数に存在しどの犬なのか特定されていな
 い(
 「犬という動物の総称
 」)
 。



＊
 a do
 g
 ではない。∵意味＝
 「(
 あ
 る
 )
 1
 匹の犬」。犬は世の中に無数にいる。



＊
 the dog(s
 )
 ではない。
 ∵
 th
 e
 は上述の通り、すでに話題に上がり特定された名詞につく。意味＝「その
 犬(
 た
 ち)
 」。



cf
 .
 「犬と猫ではどちらが賢いか」という話題であれ
 ば
 The dog is cleverer than the cat
 .
 となる。∵「猫に対して犬」という形で犬が特定されている。単数形が通例。複数形は次のような場合に用いられる
 。3
 個のおりがあり、それぞれのおりの中に犬が数匹ずつ入っていて真ん中のおりを指差しながら、「あの真ん中のおりに入っている犬たちは、ほかのおりに入っている犬たちよりも若い」と言う場
 合
 (The dogs are younger than the others.
 )
 。



☆冠詞に限ったことではないが、実践では間違いを恐れず英語を話すことが大事。母国語でない以上完璧はありえないのだか
 ら(
 母国語でも間違って使う場合は少なくないし、用法・表現は個人差・地域差・年代差があるし、時代によっても変化す
 る)
 。とりわけ冠詞を間違えたとしても真意は伝わる。重要なのは話の中
 身(
 伝達内
 容)
 である。また、正確性よりもむしろ適切
 性(
 場面に適した表現を使うこ
 と)
 の方が大切かもしれない。冠詞の間違いなどはよくあることでありネイティブ・スピーカーにとっては大して気にならないだろう。一方で、場面に合わない不適切な、あるいは失礼な表現を使った場
 合(
 それがたとえ文法的に完璧だったとして
 も)
 、相手に与える印象は良いとは言えずコミュニケーションの観点からは問題が大きいと言えよう。



==================================
 =













 8
 .
 代名詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



代名詞
 ＝名詞の代わりに用いる語



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 8.
 1
 代名詞の種類







人称代名詞
 ：
 I
 (
 私、自
 分
 ), you
 (
 あなた、
 君
 ), she/he/they
 (
 第三
 者
 )



再帰代名詞
 ：
 myself, yourself, herself, himself, themselves



不定代名詞
 ：
 one, other, another, each other,



one another
 , each, all, bothなど



疑問代名詞
 ：
 who, whose, whom, which, wha
 t
 など



指示代名詞
 ：
 this, these, that, those, so, suc
 h
 など







＊これらをまとめた表は次のページ









＊表が全て表示されない場合、画面を横長にし
 て頂くか、またはフォントを小さくして下さい







表「代名詞」





	





	

主格



	

所有格



	

目的格



	

所有代名詞






	





	

～は



	

～の



	

～を、に



	

～のもの






	

私



	

I



	

my



	

me



	

mine






	

あなた



	

you



	

your



	

you



	

yours






	

彼



	

he



	

his



	

him



	

his






	

彼女



	

she



	

her



	

her



	

hers






	

それ



	

it



	

its



	

it



	

-






	

私達



	

we



	

our



	

us



	

ours






	

あなた達



	

you



	

your



	

you



	

yours






	

彼ら・彼女ら・それら



	

they



	

their



	

them



	

theirs









＊この表は全て言えるようにするとよい









 8.2that / those







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



that / thos
 e
 ＝文中ですでに使用された名詞をもう一度使用したいとき、その繰り返しを避けるために用いられる代名詞。



＊「すでに使用された名詞」＝人以外を表すも
 の(
 名詞が人を表す場合には使えない
 。
 )



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







The climate of Japan is milder than
 that
 
 of
  Russia.



●日本の気候はロシアのそれよりも温暖だ。



＊
 tha
 t＝
 climate



Japanese products have superior quality to
 those
 
 of
 foreign manufacturers.



●日本の製品は外国の製造者のそれらよりもよい品質を持っている。



＊
 thos
 e＝
 products









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> thos
 e
 のその他の用法<<







<1
 >
 あれら、それら



Look at
 those
 coolcars.



●あれらのかっこいい車を見てみなよ。



cf1
 .
 単数の場合
 は
 that
 (
 あれ、そ
 れ
 )



cf2
 .
 心理的に、ないし距離的に近い場合
 は
 these
 (
 これ
 ら)
 を用い
 る(
 単数の場
 合
 this
 (
 こ
 れ
 ))



<2
 >
 人々



　
 those who [whose / whom
 ]
 　
 ～＝～である人
 々(
 一般的に複数の「人」を表
 す
 )



Those who
 
 are diligent will succeed.



●勤勉な人は成功するだろう。



This is atest for
 those whose
 mother tongue is notEnglish.



●これは、母語が英語でない人のためのテストです。



those involved
 (
 関係
 者
 )
 ＝
 those who are involved



＊これと同じような用法は次の通り
 。
 those concerned
 (
 関係
 者)、
 those present
 (
 出席者、そこにい
 る[
 い
 た]
 人
 々)、
 those chosen
 (
 選ばれた
 者)、
 those around us
 (
 我々のまわりの人
 々
 )



==================================
 =









 8.3
 one



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



one
 =
 文中ですでに使用された名詞をもう一度使用したいとき、その繰り返しを避けるために用いられる代名詞



＊「すでに使用された
 名詞」＝可算名詞のみ　
 ∵
 on
 e
 は、もとも
 と
 a
 n「1
 」から成り立っているから数えられない名詞と組み合わせることはできない



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 8.3.
 1
 使用例



You have a lot of CDs. I want to borrow
 one
 [a
 new
 
 one
 / (
 some) new
 
 ones
 ]
 .
 　



●君はたくさん
 の
 C
 D
 を持っているね
 。1つ
 [
 1
 つ新しいやつ
 を/
 何枚か新しいやつ
 を]
 貸してほしいな。



＊
 on
 e＝
 a CD/ a new on
 e＝
 a new CD/ (some) new one
 s＝
 some new CDs



＊
 on
 e
 の前に形容詞がある場合、冠詞が必
 要
 (ex.
 a
 new one,
 a
 good one)



∵
 a new on
 e
 にすれ
 ば
 a new C
 D
 と同じ語感になる



＊複数
 形
 one
 s
 の
 前(後)
 には必ず修飾語句が必
 要
 (ex.(
 some) new
 ones, (
 some) good
 ones, the one I have)



∵理由は不明だが、
 
 I want to borrow ones
 .
 では、「前出の名詞の繰り返し」の印象がないからか？



Your car is the same as
 the oneIhave
 .
 　



●
 君の車は私がもっているものと同じだ。



＊
 on
 e
 に修飾語句などがついて特定のものを表す場合
 、
 the one, the one
 s
 となる



＊
 the on
 e＝
 the car



＊
 the one[ones] I hav
 eは
 min
 e
 で置き換えることが可能



cf
 1
 .
 繰り返したい名詞の後
 に
 of～が続く場合
 、
 that, thos
 e
 が用いられる



His opinion resembles
 that of her
 .
 　



●彼の意見は彼女のものに似ている。



His works resemble
 those of her
 .
 　



●彼らの作品は彼女のものに似ている。



＊
 on
 e
 は不可能
 ∵
 one of he
 r
 では別の表
 現
 (ex. one of her watches
 )
 の一部にしか思われない



cf
 2
 .
 代名
 詞
 tha
 t
 は人を指すことはできな
 い
 (the one, the ones, thos
 e
 は人及び物を指
 す
 )









 8.3.
 2 on
 e
 が使用できない場合



(1
 )
 前出の名詞が特定されている場合



“
 Did you read the book?”“No, I didn't read
 it
 .
 ”
 　



＊
 
 read on
 e
 としない



●「その本を読んだ？」「それ読まなかった。」



(2
 )
 前出の名詞が不特定であっても複数を示す場合



1
 よりも多い数字
 や
 many, any, bot
 h
 などと一緒には使えない　
 ∵
 on
 eは
 a
 n「1
 」から派生



“
 Do you need pens?”“Yes, I need two.
 ”
 　



＊
 
 two one
 s
 としない∵複数を示す
 語
 (two
 )
 と単数を示す
 語
 (one
 )
 が並ぶことが変なのか？



“
 You have as many as
 thirty watches
 !”“Can you give me
 some
 ?
 ”
 　



＊
 
 some one
 s
 としない　
 ∵
 som
 e
 のみで意味が通じるし、音
 が
 someone's
 (
 人の、誰か
 の)
 と同じでまぎらわしいからか
 ？(
 複数
 形
 one
 s
 には必ず修飾語句が必要
 。
 some new one
 s
 なら可能
 。
 )



●「君
 は
 3
 0
 個も腕時計を持っている！」
 「(
 そのうち
 の)
 いくつかをくれないか？」



cf.
 
 These boots
 have worn out. I want to buy
 
 (
 some) new
 ones
 .



●このブーツはすり減った
 。(
 何
 か)
 あたらしいものを買いたい。



＊
 buy (some) new
 .
 とはならない　∵動詞の直後に形容
 詞
 new
 (
 新し
 い)
 が置かれて文が終わることはない。形容詞の直後には必
 ず(代)
 名詞が来る。
 　
 cf. I boughtsomethingnew
 .
 ●新しいものを買った。　
 ＊
 anything, nothin
 g
 などは例外的に形容詞が後に置かれる。それでも形容
 詞
 ne
 wが(代)
 名詞を伴っていることに変わりはない。



Your boots are the same as
 the ones
 
 I have
 .
 　
 ＊
 one
 s
 は修飾語句があれば可能、そし
 て
 I hav
 e
 によって特定されているの
 で
 th
 e
 が置かれる



“
 I have only one watch, and you have so many.
 ”
 　



＊
 
 so many one
 s
 としない　
 ∵
 man
 y
 のみで意味が通じる









(3
 )
 前出の名詞が不可算名詞の場合



She likes French
 wine
 better than Californian (wine)
 .
 　



＊
 
 Californian on
 e
 としない



●彼女はカリフォルニアのワインよりもフランスのワインのほうが好きだ。



(4
 )
 前出の名詞が総
 称(
 ～というも
 の)
 を表し、それを総称として繰り返す場合



“
 You don't have anything to dry your hands. Will a towel do?”“Yes, it will do.
 ”
 　



＊
 one will d
 o
 としない　



●「手をふくものを何ももっていないのですね。タオルでいいですか。」「はい、それで結構です。」



“Do you like tomatoes?”“Yes, I like them.
 ”
 　
 ＊
 I like one
 s
 としない



●「トマトは好きですか。」「はい、好きです。」



∵総称＝不特定であり、繰り返すための名詞がどれなのか不明。よって繰り返すことが不可能。また、単独
 で
 one
 s
 と使用することはできない。









(5
 )
 前出の名詞
 が
 <a pair o
 f
 ＋複数名
 詞>
 の場合



This pair of
 pants has worn out andthereforeI want to buy
 a new pair
 .
 　



＊
 
 a new on
 e
 としない



●このズボンは擦り切れたから新しいのを買いたい。



(6
 )
 前出の名詞を主語にする場合



“
 What is kick boxing?”“
 It
 [
 Kick boxing
 ] isa form of boxing in which fighters are allowed to kick each other with their bare feet.
 ”
 　



＊
 
 One i
 s
 としない∵文頭だから「それは」というニュアンスが強いた
 め
 I
 t
 の方がなじむし
 、
 One i
 s
 では他の意
 味(「1
 つは
 」)
 になってしま
 う
 (ex. One is his painting
 .
 　
 ●1
 つは彼の絵です
 。
 )



●「キックボクシングとは何ですか。」「それはボクシング
 の1
 形態で、お互いに裸足で蹴ることが許されています。」









(7
 )
 所有
 格
 (my, your, hi
 s
 な
 ど)
 、
 ～
 's ow
 n
 の直後
 に
 on
 e
 を置くことはできない



Your car is more expensive than mine
 .
 　



＊
 
 than my on
 e
 としない　
 ∵
 min
 e
 など目的格代名詞には前出の名詞も含まれており
 、
 on
 e
 を使う必要性・許容性がない



Your car is more expensive than my own
 .
 　＊
 
 than my own on
 e
 としない　
 ∵
 ow
 n
 は代名詞ではないが代名詞的用法があり、そ
 の
 ow
 n
 には前出の名詞も含まれており
 、
 on
 e
 を使う必要性・許容性がな
 い
 (ex. This house is my own.
 ＊
 my ow
 n＝
 mine)









 8.3.
 3 on
 e
 があまり用いられない場合



(1)
 2
 つの形容詞が比較・対照されて用いられている場合



He prefers
 American
 to
 European
 automobiles[American automobiles to European ones]
 .
 　



●彼はヨーロッパのものよりアメリカの自動車のほうを好む。



(2) these, those, th
 e
 ＋最上級
 、
 th
 e
 ＋比較級の直後
 に
 on
 e
 を置く場合



Do you like
 these
 foods or
 those
 (ones)
 ?
 　



●これらの食品、それともあれらがいいですか。



This shop has delicioussweets, and I want to eat
 the best
 (one)
 .
 　



●この店にはおいしいスウィーツがあるが
 、1
 番おいしいのを食べたい。



＊
 one
 s
 を使わない方がフォーマル
 ∵
 one
 s
 は代名詞であり、代名詞を使うことは、言葉を省略する場合と同様自分が楽をするということであり、丁寧さが劣る



＊
 thos
 e
 の後に形容詞があれ
 ば
 one
 s
 は省略できな
 い
 (ex. those frozen ones)









☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



>
 >
 代名
 詞
 on
 e
 を使いこなす方法<<







on
 e
 の使い方にはきまりがたくさんあり覚えるのが大変である。相当な上級者にならない限
 り
 on
 e
 はほとんど使わないだろう。受け手にとってはくどくなるだろうが、同じ名詞を繰り返せば済むし、正しくないかもしれない
 が
 i
 t
 を使ってしまっても通じるからである。



on
 e
 を使いこなしたい方は以下を一読してほしい。実践で使おうとした場合、いちいちそのルールを思い出して確認してから話すことはほぼ不可能である。やりとりは瞬時に行われるべきだからである。しかし、実際によく使われるものは限られており、それらは何度も目にしたり耳にしたりするので自然に使えるものである。つまり、ルールに基づいて使うというよりも、慣用句ないし熟語のように使えるということである。
 「この表現は使えるか」の判断基準は「記憶されている表現の中に存在するか否か」
 である。



on
 e
 及びそれに関連する表現でよく使われるものを以下に記しておくので、そのまま覚えておけばよい。



a new
 [good] one, (some) new[good] ones, give me some, the one I have, that of her, those of her



目で覚えるだけでなく音として耳に残しておくことも重要。例えば
 、
 the one I hav
 e
 の音は次のような感じである。「ザゥワナアィヘーヴ
 」(
 ザゥワナアィハー
 ヴ
 )



このような音が記憶されていれば、自然に使うことができるだろう。



===================================







































 8.4other
 (
 他
 の
 )/ another
 (
 も
 う1つ
 [
 1人]の
 )







 8.4.1 other



He blamed
 others
 [
 other
 people] for the matter
 .
 　



●彼はその件について、他人のせいにした。　



＊
 other
 s
 ＝代名詞
 、
 other peopl
 eの
 othe
 r
 ＝形容詞



Some
 like Thai food,
 others
 don't
 .
 　



●タイ料理が好きな人もいるし、そうでない人もいる。



I havetwo brothers. Onelives in Tokyo, and
 the other
 lives in Osaka.



●
 2
 人の兄弟がいる。そのうち
 の1
 人は東京に住んでおり、も
 う1
 人は大阪に住んでいる。



＊
 othe
 r
 の前に定冠
 詞
 th
 e
 が置かれる∵「東京に住んでいない兄弟」と特定されているから



＊
 単数形
 の
 othe
 r
 が使われる∵「東京に住んでいない兄弟」
 は1
 人



Ten of my classmates have been infected with
 the flue, but
 the others
 are in good condition
 .
 　



●私のクラスメートのう
 ち
 1
 0
 人はインフルエンザにかかっているが、それ以外は元気である。



＊
 定冠
 詞
 th
 eが
 other
 s
 の前に置かれる∵「私のクラスメートのうちインフルエンザ
 の
 1
 0
 人を除いた生徒」と特定されている



＊
 複数
 形
 other
 s
 が使われる∵その特定された生徒は複数



We met
 each other
 a year ago
 .
 　



●我々
 は1
 年前にお互いに知り合った。



＊
 each othe
 r
 ＝代名
 詞(
 お互
 い)＝
 one another
 (
 これのほうが堅い表
 現
 )



cf. one after anothe
 r
 ＝次から次
 へ(
 副詞
 。3
 つ以上のものに用い
 る
 ) (ex. Securities companies went bankrupt one after another.



●証券会社が次々と倒産した
 。
 )









 8.4
 .2 another



anothe
 r
 は
 、
 a
 n＋
 othe
 r
 から成り立った。よっ
 て
 other
 s
 の単数形
 が
 anothe
 r
 と考えられる。意味は
 「(
 不特定の他
 の
 )
 1
 つ＝も
 う1
 つ」である。よって特定された単数形
 は
 the othe
 r
 、複数形
 は
 the other
 s
 であるのは上述の通り。



Help yourself to
 another
 , if you'dlike
 .
 　



●もしよろしければ、も
 う1
 つおとりください。
 ＊
 anothe
 r
 ＝代名詞



Would you like
 another
 cup of tea
 ?
 　



●も
 う1
 杯お茶はいかがですか。



＊
 anothe
 r
 ＝形容詞









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> the other
 / the others/ others/ another/ one/ som
 e
 の区別<<







1
 0
 個入りの卵パックで考える。







買い物から帰った
 ら1
 個だけ割れていたことがわかった場合



One
 of the eggs has been broken
 .
 　



●その卵のうち
 の1
 個が割れていた。



他
 の9
 個は割れていなかった場合



The others
 have not been broken.



彼
 が1
 個の卵を左手でつかみ、も
 う1
 個を右手でつかんだ場合



He held one of the eggs in his left hand and
 another
 in his right hand.



手に持っ
 た2
 個の卵のう
 ち1
 個をテーブルに置き、も
 う1
 個を割った場合



He
 put
 one
 of them on the table and broke
 the other.



cf
 .
 卵の生産工場に数百個の卵が並んでいて、茶色の卵もあれば白色の卵もある場合



Some
 are brown, and
 others
 are white.







＊以上をまとめる



1
 .
 全体の数
 が2
 の場合



そのうち
 の1
 個
 ＝
 on
 e
 　も
 う1
 個
 ＝
 the other



2
 .
 全体の数が特定され、か
 つ2
 よりも多い場合



その一部
 ＝
 som
 e
 　　残り
 ＝
 the other
 s
 　
 　1
 つを選択した後のも
 う1
 つ
 ＝
 another



3
 .
 全体の数が不明の場合



そのうちのいくつか
 ＝
 som
 e
 　他のいくつか
 ＝
 other
 s
 　



1
 つを選択した後のも
 う1
 つ
 ＝
 another



==================================
 =









 8.
 5強調構
 文
 It i
 s
 ～that







I
 t
 には特に意味がない。







It
 is him
 that
 I met at the station yesterday.



●私が昨日駅で会ったのは彼です。



CH: It is him/ that I met yesterday.



◎
 (
 それ
 は)
 彼で
 す/
 私が昨日駅で会ったのは



＊「彼」が強調されている



It
 is yesterday
 that
 I met him at the station.



●私が駅で彼に会ったのは昨日です。



＊「昨日」が強調されている



It
 is at the station
 that
 I met him yesterday.



●私が昨日彼に会ったのは
 駅(で)
 です。



＊「
 駅(で)
 」が強調されている



以上
 の3
 つの文の元となる普通の文は次の通りである。



I met him at the station yesterday.



●私は昨日駅で彼に会った。













































 9
 .
 形容詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



形容詞
 ＝ものごとの様子を表す語







限定用
 法
 (
 名詞を修飾す
 る)
 と
 叙述用
 法
 (
 補語にな
 る)
 がある



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 9.
 1
 限定用法







 9.1.1形容詞＋名詞



この語順が原則



He has
 many
 friends.



●彼にはたくさんの友人がいる。









 9.1.
 2
 名詞＋形容詞



以下の場合、形容詞は名詞の後に置かれる。



Iwould like something
 cold
 to drink.



●私は何か冷たいものが飲みたいです。



＊
 somethin
 g、
 everythin
 g、
 anythin
 g、
 nothin
 g
 を修飾する形容詞は直後に置かれる



She was carrying a bag
 full
 of fruits
 .
 　



●彼女はフルーツでいっぱいのかばんを持っていた。



＊
 full of fruit
 sが
 ba
 g
 を修飾



＊
 <
 形容詞
 ＋2
 語以
 上>
 が修飾語句となる場合、後ろから名詞を修飾



cf
 .
 高さ、長さ、年齢などを表す場合は形容詞の前に数量を置
 く
 ex. a building
 five stories
 
 high
 [a
 
 five-story-
 high
 building](
 5
 階建てのビ
 ル)、
 a mountain
 3,000 meters
 
 high
 [a
 3,000-meter-
 high
 mountain](3,00
 0
 メートルの高さの
 山)、
 a book
 200 pages
 
 long
 (20
 0
 ページの
 本
 ), an intelligent man
 forty years
 
 old
 (4
 0
 歳の知的な男
 性
 ) cf. He is a
 forty-year-
 old
 man.



We have
 no
 rooms
 available
 .
 　



●満室で
 す(
 利用可能な部屋はありませ
 ん)
 。



＊
 -able, -ibl
 e
 で終わる形容
 詞
 (possible, imaginabl
 e
 な
 ど)
 が
 、
 all, every, no
 ,
 最上級の形容詞と共に使われるとき、名詞の後に置かれることがある
 。
 ex. This is the
 fastest
 car
 possible
 .
 　●これが可能な限りで最も速い車だ。



It is small fish
 unique
 
 to
 Japan
 .
 　



●それは日本に特有
 の(
 日本にしかいな
 い)
 小さな魚だ。



＊同様の形をとる単語は次の通り
 。
 indigenous t
 o～(
 に特有
 の)、
 adjacent t
 o～(
 ～に隣接す
 る)、
 vulnerable t
 o～(
 ～に影響されやす
 い
 )



They are the victims
 involved
 .
 　



●彼らは関係している被害者です。　



＊例え
 ば
 involved in the acciden
 tの
 in the acciden
 t
 が省略されている∵会話当事者ならそれでわかる



＊例文のように、形容
 詞1
 語が後ろから名詞を修飾する場合がある



ex. the people concerned
 
 (
 関係者、関係する
 人)、
 the person responsible
 (
 責任
 者
 )



cf. concerned people
 (
 心配している
 人)、
 a responsible person
 (
 責任感のある
 人
 )



＊限定用法のみの形容詞は次の通り



onl
 y、
 mai
 n、
 entir
 e、
 tota
 l、
 mere, former, latter, daily, very, liv
 e
 など



ex. the entire da
 y
 　　●その日ま
 る1
 日













 9.
 2
 叙述用法







She is
 beautiful
 .
 　



●彼女は美しい。



I found the book
 interesting
 .
 　



●その本はおもしろい。



＊叙述用法のみの形容詞は次の通り



afraid, alive, ashamed, alone, aware, asleep, alike, awake, glad, well
 
 (
 元気
 な)
 など



ex. I am afraid that the weather will get bad
 .
 ●天気がくずれるのではないかと思います。



CH: I am afraid
 / that the weather will get bad.



◎私は恐れま
 す/
 天気が悪くなるだろう
 と(
 ということ
 を
 )









 9.3 th
 e
 ＋形容詞＝「抽象名詞」または「形容詞
 ＋
 peopl
 e
 」







I am interested in
 the unknown
 .
 (＝
 unknown things
 )
 　



●私は未知なものに興味がある。



She is searching for
 the beautiful
 in her everyday life.
 (＝
 beauty)



●彼女は毎日の生活の中に美を探求している。



＊
 beaut
 y
 を使う方が一般的



The rich
 get richer and
 the poor
 get poorer.
 (＝
 rich people/ poor people )



●金持ちはより金持ちになり貧乏人はさらに貧乏になる。









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 形容詞を並べる順番<<







以下の通り、①から順番に⑦までとなっている。しかし実際には、せいぜ
 い2，3
 個並べるだけである。並べすぎると伝達内容がわかりにくくなるからである。



①冠詞・所有格・指示語
 (ex.a, my, these)



②数量
 (ex.two)



③主観的判断
 (ex.nice, beautiful, fine)



④大小・性質
 (ex.big, solid, clever)



⑤年齢・新旧
 (ex.three years old, young, new)



⑥色
 (ex.blue, white)



⑦材料・固有名詞
 (ex.metallic, wooden, American)



仮に、この全てを並べて文を作ると次のようになる。



These are my two nice solid new black American watches
 .
 　●これらが、私
 の2
 つの素晴らしい新しい黒いアメリカ製の腕時計だ。



===================================





























 9.4 interesting
 / intereste
 d
 の区別







It is an
 interesting
 story
 .
 　



●それは興味深い話だ。



I am
 interested
 in the story
 .
 　



●その話に興味がある。



＊
 intereste
 d
 は形容詞だが、特に分詞形容詞と呼ばれる。∵もともと他動
 詞
 interes
 t
 ～「～に興味を持たせる」が、過去分
 詞
 intereste
 d
 「興味を持たされる」になったところから、形容詞になった。よっ
 て
 CH: I am interested/ in the story
 .
 ◎私は興味を持たされてい
 る/
 その話の中に。また、他動詞であるから次のように言い換えることができる
 。
 The story interested me.
 (
 その話は私に興味を持たせた
 。
 )



＊同様の単語は他にもあ
 る
 (ex. exciting
 (
 興奮させ
 る
 )/ excited
 (
 興奮させられ
 た)、
 surprising
 (
 驚かせ
 る
 )/ surprised
 (
 驚かされ
 た)、
 please
 (
 喜ばせ
 る
 )/ pleased
 (
 喜ばされ
 る
 )









 9.
 5
 主語が人でなければならない場合







I am happy to hear the news
 .
 　



●そのニュースを聞いてうれしく思う。



＊
 
 It is happy～は不可能



＊
 <
 主語＝人の
 み>
 となる形容詞が他にもある
 。
 ex. sorry, glad



cf 1
 .
 限定用法では制限がな
 い
 (ex.
 It
 is a
 happy
 news story.
 
 ●それはうれしいニュースだ
 。
 )



cf 2. lucky, fee
 l
 には制限がない



ex1. I was lucky to meet him
 .＝
 It was lucky for me to meet him
 .
 ●彼に会えて幸運だった。



ex.2. I feel great
 .＝
 It feels great
 .
 ●とても気分がよい
 。
 cf. feel lik
 e
 ～＝～したい気がする、～のような気がす
 る
 ex. I feel like I want to cry
 .＝
 I feel like crying.
 (
 泣きた
 い(
 気分
 だ
 ))/ I feel likedrinking.
 (
 酒が飲みたいな
 。
 )/ I feel like I'm in a dream.
 (
 夢の中にいるような気がする
 。
 )/ It feels like it's going to snow.
 (
 雪が降りそうだ
 。
 )









 9.
 6
 主語に人を置けない場合







Is it
 convenient
 for you to meet at the cafe
 ?
 　



●そのカフェで会うのは都合がいいですか。



＊
 
 Are you convenient
 ～?
 は不可能



It is
 necessary
 for you to submit your report by tomorrow
 .
 　



●君はレポートを明日までに提出する必要がある。



＊
 
 You are necessar
 y
 …は不可能



＊同様の単語
 に
 essential
 (
 不可欠
 の)
 がある









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 主語が人の時とそうでない時で意味が変わる場合<<







真夏に外を歩いて行き友人に会った時「あついね～」と言う場合何と言うべきか。日差しがまぶしくて、たくさんの汗を流していて暑く感じている自分に意識があるか
 ら
 I'm hot
 .
 と言いたくなるかもしれない。しかし、それは適切ではない。望ましいの
 は
 It's hot
 .
 である。∵気
 温(
 暑いという状
 況)
 を指す場合主語
 は
 i
 t
 。



ただ文脈
 ないし話し手によっては、「
 私[君/彼/
 彼
 女]
 の体温
 が(
 一時的
 に)
 上がっている状態」を指すこともある
 。
 I am very hot, so I feel like I could melt.
 (
 私はとても暑くて溶けそうだ
 。
 )



しか
 し
 I am hot
 .
 ＝私はほてってい
 る[
 体温が上がってい
 る]
 、私
 は(
 性的
 に)
 いけてる、と受け取られる可能性もあるようである(cf. You are[She/ He is] hot
 .
 ＝
 君[
 彼
 女/彼]
 はいかして
 る(
 かっこい
 い
 )
 )
 。よって
 、
 I am hot
 .
 は使用しないほうが無難である。「暑くて溶けそうだ。」は次のように言うのが望ましい。



The weather is very hot, I feel like I could melt (like an icecream).



同様に、冬などで「寒い」とき
 は
 It is cold.



∵
 I am col
 d
 ＝寒気がする
 。
 You are[She/ He is] cold
 .
 に
 は2
 種類の意味がある。「寒い」と
 「(
 性格
 が)
 冷たい」。文脈から判断しなければならない。



==================================
 =













 10
 .
 動詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



動詞
 ＝動作を表す語







次のように、役割によっていろいろな分類の仕方がある



①自動詞
 
 /
 他動詞　②状態動詞
 /
 動作動詞　



③知覚動詞　④使役動詞







＊筆者の感覚では、全ての品詞の中で最重要なのが動詞である。リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの全てにおいて動詞を知らなければどうしようもないと思う。意味と使い方と使う場面をどんどん覚えていくとよい。



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 10.
 1
 自動詞
 /
 他動詞







 10.1.
 1
 他動詞



目的語をとる動
 詞(
 ＊「目的語」とは、動詞の後に置かれ、動作の対象になる語。日本語では「～を」「～に」と訳される時の「～」の部分
 。
 )



I
 eat
 
 rice
 every day
 .
 　



●私は米を毎日食べる
 。(
 目的語
 は
 rice)



She
 played
 
 tennis
 yesterday
 .
 　



●彼女は昨日テニスをした
 。(
 目的語
 は
 tennis)









 10.1.
 2
 自動詞　



目的語をとらない動詞



I will
 go
 .
 　●私は行く。



I
 go
 
 to
 school by bicycle.



(
 ＊
 t
 o
 は前置詞。このように、自動詞の直後には前置詞が置かれることが多い
 。
 )



●私は自転車で学校に行く。



He
 is
 a professor.



●彼は教授だ
 。(＊
 a professo
 r
 は目的語ではなく補語。　∵「～
 を(に)
 」と訳されない。また、意味的
 に
 H
 e＝
 a professo
 r
 である。他動詞の場合、意味的に「主語＝目的語」が成立しない
 。
 )









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> g
 oと
 come<<



　



　
 g
 o
 「行く」
 、
 com
 e
 「来る」と覚えるのが一般。しかし、しばしば文脈によ
 り
 com
 e
 「行く」となる。このような日本語にない感覚は、英語圏で生活し言葉の運用を体感しながら身につけない限り理解・記憶するのは困難であろう。しかし原理を理解すれば日本において身につけることも可能である。



　筆者の知り合いの日本人がアメリカでホームステイをしていた。ある日ホストファミリーの家族全員が夕食を食べにレストランに行くことになった。
 “
 Do you want to come
 ?”(
 君も来るかい
 ？)
 と尋ねられた日本人は、「自分も
 行きたい
 。」と思い
 “
 I'll
 go
 .
 ”と言った。しかし、日本人の真意は全く伝わらずホストファミリーに誤解されてしまった。「どこか別の場所に
 行く
 」と思われてしまったのである。



　学校だけで英語を学んだ日本人ならこのように返答するのも無理はない。しかし、正解は
 “
 I'll come (along).
 ”
 である。「
 一緒に
 行く」というのは英語圏の場合目的地に意識があって「目的地に一緒に来る」と考えるのだろう。
 「
 come alon
 g
 ＝出席する」と熟語で覚えておいてもいいくらいである。



　なお、その日本人はどうなったかといえば、その場で説明を続けて誤解を解き一緒にレストランに行くことができたらしい。



===================================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
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>
 >
 「文」について<<







文＝主
 語(
 主
 部)
 ＋述
 語(
 述
 部
 )



The woman wearing a red shirt is my mother.



●赤いシャツを着ている女性が私の母です。



主部
 ：
 The woman wearing a red shir
 t
 　　



述部
 ：
 is my mother



このよう
 に1
 文の中に動詞
 は1
 個であ
 る(
 例文では
 “
 i
 s”)。
 (wearin
 g
 は現在分
 詞(
 現在分詞の詳細は20
 .
 分詞「現在分詞」を参照)



＊初心者
 はチャンク
 が3
 つかもしれない。



The woman
 / wearing red shirt/ is my mother.



しかしなるべくチャンク
 は2
 つにして
 、
 The woman wearing a red shir
 t
 を一気に話したり読めたり聞けたりできることが望まし
 い(
 ∵意味的にひとかたま
 り)
 。そして熟達すれば最初から最後まで一気にとらえることができるようになる。



==================================
 =













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================



>>
 5
 文型<<







　文の型
 を5
 種類に分ける考え方。知っておくと便利。







第1
 文型
 　主
 語
 (S
 )
 ＋述語動
 詞
 (V
 )
 　



「
 S
 が～する」



I run
 (on)every Sunday. (
 I＝S、
 run=V)



＝
 I run on Sundays.



●私は毎週日曜に走ります。







第
 2
 文型
 　主
 語
 (S
 )
 ＋述語動
 詞
 (V
 )
 ＋補
 語
 (C
 )
 　



「
 S
 が～であ
 る(
 ～にな
 る)
 」



He is
 a nice
 leader
 forour team. (H
 e＝S、
 i
 s＝V、
 leade
 r＝
 C)



●彼は我々のチームのよいリーダーです。









第3
 文型
 　主
 語
 (S
 )
 ＋述語動
 詞
 (V
 )
 ＋目的
 語
 (O
 )
 　



「
 SがOを
 [
 Oに]
 ～する」



She cooks
 good
 meals
 . (Sh
 e＝S、
 cook
 s＝V、
 meal
 s＝
 O)



●彼女はおいしい食事を作ります。







第
 4
 文型
 　主
 語
 (S
 )
 ＋述語動
 詞
 (V
 )
 ＋目的
 語
 (O1
 )
 ＋目的
 語
 (O2
 )
 　



「
 Sが
 O
 1に
 O
 2
 を～する」



He gave her a present
 . (H
 e＝S、
 gav
 e＝V、
 he
 r＝
 O
 1、
 presen
 t＝
 O2)



●彼は彼女にプレゼントをあげた。







第
 5
 文型
 　主
 語
 (S
 )
 ＋述語動
 詞
 (V
 )
 ＋目的
 語
 (O
 )
 ＋補
 語
 (C
 )
 　



「
 SがO
 を～
 に[
 ～
 と]
 する」



The
 news made her very happy
 . (new
 s＝S、
 mad
 e＝V、
 he
 r＝O、
 happ
 y＝
 C)



●そのニュースは彼女をとても幸せにした。



===================================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >第4
 文型から
 第3
 文型への言い換え<<







2
 つの目的
 語
 O
 1、
 O
 2
 の順序を入れ替え
 て
 O
 1
 の前に前置
 詞
 t
 o、
 fo
 r、
 o
 f
 を置く



ex.



He gave her a present
 .
 →He gave a present
 to
 her.



●彼は彼女にプレゼントをあげた。



She madehim meals
 .
 →She mademeals
 for
 him.



●彼女は彼に食事を作った。



They asked me aquestion
 .
 →They asked aquestion
 of
 me.



●彼らは私に質問をした。



＊言い換え後もほぼ同じ意味ではあるが、語彙や表現が異なる以上まったく同じニュアンスでないことは既述の通りである。英語では原則として最重要な内容を最後に置
 く(
 文末焦
 点
 (end focus)
 )
 。そのため文の持つニュアンスが異なるのである。従って
 、1
 番目の例文で考えれば、
 第4
 文型で強調されているのは「彼が彼女にあげたものが
 何か
 」という点、
 第3
 文型で強調されているのは彼がプレゼントをあげた相手が
 誰か
 」と言う点である。なお特に何も強調する意識が無い場合は
 第4
 文型が使われることが多いだろ
 う(
 ∵語数が短くて言いやすい。言語使用は一般に便利で簡単な方向に進む
 。
 )



==================================
 =



















































☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



>
 >第4
 文型から
 第3
 文型への言い換えで
 の
 t
 o、
 fo
 r、
 o
 f
 の区別<<







o
 f
 を使うの
 は
 as
 k
 のみ



fo
 r
 を使うの
 は
 make, find, choose, buy, get, coo
 k
 の6
 個。



「
 make fo
 r、
 find fo
 r
 」などと念仏のように何十回も唱えたりして覚えてしまうのがよい。



(
 「この語とあの語が結びつく」という語感を身につけると実践で便利
 。
 )



または
 次
 の3
 つのグループに分類するのもよい。誰かのため
 に
 (for
 )
 「見つけて選
 ぶ
 (find, choose
 )
 」「買って手に入れ
 る
 (buy, get
 )
 」「作
 る
 (make, cook
 )
 」。覚えるきっかけとして次のようなストーリーをイメージするのもよいだろう。



「フォ
 ー(
 ベトナム料理の米粉
 麺)
 の料理を作
 る
 (make
 )
 ため、販売店を見つけ出
 し
 (find
 )
 、選ん
 で
 (choose
 )
 買っ
 て
 (buy
 )
 ゲットし
 て
 (get
 )
 、おいしくフォーを料理し
 た
 (cook
 )
 。」









それ以外の語
 に
 は
 t
 o
 が使われる。



①「与える」ニュアンス



give, lend, pay, offer, hand, award, feed, issue, assign, promise, guarantee



②「送る」ニュアンス



send, pass, throw, ship, toss



③「伝える」ニュアンス



teach, tell, write, read, show, phone, mail, email, fax



==================================
 =









☆
 MEM
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>>
 selec
 tと
 choose<<







selec
 t
 ＝目的に適しているものを選ぶ。決定に至るまでの慎重な考慮に重点。



choos
 e
 ＝たくさんの可能性の中か
 ら1
 つを選ぶ。意志決定に重点。







The government
 selected
 him
 as
 the ambassador.
 (
 政府は彼を大使に選んだ
 。
 )



choos
 e
 とのニュアンスの違いがあるた
 め
 selec
 t
 には
 第4
 文型がない。









cf.



pic
 k
 ＝個人的な根拠から選
 ぶ(
 形式的でない
 語
 ) ex. We picked the hotel.
 (
 そのホテルを選んだ
 。
 )



prefe
 r
 ＝他のものよりもあるものを選
 ぶ(
 形式ばった
 語)
 。個人的な希望・嗜好に重点
 。
 ex. I prefer coffee to tea.
 (
 茶よりコーヒーを好む
 。
 )



elec
 t
 ＝選挙などで選
 ぶ(
 形式ばった
 語)。
 ex. They elected him as [to be] chairperson
 .＝
 They elected him to the chair.
 (
 彼らは彼を議長に選出した
 。
 )
 (
 ＊役職者が単数の場合無冠
 詞
 )



==================================
 =









 10.
 2
 状態動詞
 /
 動作動詞







状態動詞「～している
 」/
 動作動詞「～する」



＊状態動詞は進行
 形
 (in
 g形)
 にならないのが原則







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



現在進行形＝「今おこなっている最中」



1
 秒後にその動作をやめられる場合である。



ex. I am playing tennis.



●(
 現
 在)
 私はテニスを行っている最中だ。







状態動詞＝継続している状態
 を表す



ex. I live in Tokyo
 .
 　



●私は東京に住んでいる
 。



住んでいること
 を1
 秒後にやめることはできない。



==================================
 =









動詞の大半は動作動詞である。



I
 had
 an apple yesterday
 .
 　



●私は昨日りんごを食べた。



We are
 having
 a good time now
 .
 　



●我々は今楽しい時を過ごしている。



状態動詞は以下の通りである。



I
 have
 two cars
 .
 　



●私
 は2
 台の車を持っている。



He
 belongs
 to the club
 .
 　



●彼はそのクラブに所属している。



A house
 stands
 near the mountain
 .
 　



●一軒の家がその山の近くに建っている。　



She
 knows
 everything about the case
 .
 　



●彼女はその件について全て知っている。



I
 live
 in Tokyo
 .
 　



●私は東京に住んでいる。



cf. I am living in New York
 .
 　



●私
 は(
 一時的
 に)
 ニューヨークに住んでいる。



＊
 liv
 e
 はこのような場合、例外的に進行形になる









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> d
 o
 について<<







　
 d
 oの
 C
 M
 ＝
 する。よって
 、
 do my homework
 (
 宿題をす
 る)、
 do your business
 (
 君の仕事をす
 る)
 など、色々な場面
 で
 d
 o
 は使用される。英会話をしていて自分が言いたいことを表す動詞がわからないとき、とりあえ
 ず
 d
 o
 を使えば意味が通じる場合が多い。例えば、「私は会社を経営しています。」と言いたいとき「経営する」がわからない場合、とりあえず“
 
 I am doing my company.
 (
 正しい表現ではな
 い)
 ”と言えば通じるだろ
 う(
 正確に
 は
 I am running a company./ I am a company owner./ I have my own business.
 (
 自営業を営んでい
 る
 )
 )
 。












 d
 o
 を含む表現には以下の通り、熟語・慣用表現になっているものもある。



do
 
 the
 dishes[beds/ laundr
 y＝
 washing/ shopping
 ]
 ＝皿を洗
 う/
 ベッドを片づけ
 る/
 洗濯をす
 る/
 買い物をする



The typhoon
 did
 [caused] considerable
 damage
 
 to
 the crops.



●その台風は相当な被害を作物に与えた。



===================================

















 10.
 3
 知覚動詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



知覚動詞
 ＝
 see, look, hear, feel, watc
 h
 など







公式
 ＝
 知覚動詞＋目的語＋原形動詞
 [～
 in
 g
 、過去分
 詞
 ]



(
 意味的に、「目的語」と「原形動
 詞[～
 in
 g
 、過去分
 詞]
 」の関係は主部と述
 部
 )



ex. I saw them walk
 .
 　●私は彼らが歩くのを見た。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



I
 saw
 
 them walking
 .
 　



●私は彼らが歩いているのを見た。



We
 heard
 
 her called
 by her first name.



●我々は彼女がファースト・ネームで呼ばれているのを聞いた。



She
 felt
 
 herself torn
 apart
 .
 　



●彼女は自分自身が引き裂かれるように感じた。









 10.
 4
 使役動詞







使役動詞については既に述べ
 た
 (2.
 6
 使役(have
 )、
 4.
 3
 使役(make
 )
 を参
 照
 )
 .。
 let, have, mak
 e
 などがある。それぞれ意味合いが違うので注意する必要がある。









 10.5 There is
 [seem to be/ live
 ]
 ＋主語







There is
 
 a desk
 in the room
 .
 　　



●部屋
 に1
 つの机がある。



There didn
 't seem to be
 many
 mistakes
 .
 　



●多くの間違いがあるようには見えなかった。　



There lived
 an old
 woman
 in the mountain
 .
 　



●その山の中に高齢の女性が住んでいた。



＊
 Ther
 e
 には特に意味がない。あえて言うなら「～がある」。



There is a desk in the room
 .は
 A desk is in the room
 .
 とほぼ同じである
 。
 Ther
 e
 を使ったほうが「ある」というニュアンスが少し強まるのだろう。









 11
 .
 助動詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



助動詞
 ＝動詞の意味に他の意味を付け加える語







公式
 ＝助動詞の直後に
 動詞の原形
 が置かれる



ex. He
 can play
 tennis.



●彼はテニスをする
 ことができる



cf. He
 plays
 tennis on Sundays.



●彼は毎週日曜にテニスをする



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









助動詞には次のようなものがある。



can「～できる」　　



may
 「～かもしれない、～してもよい」　　



must
 「～しなければならない、～に違いない」　　



will
 「～するだろう」



shall
 「～するだろう」　　



would
 「～したものだった」



should
 / ought to「～すべきである」　　



nee
 d
 　「～する必要がある
 」(
 主に英
 国
 )



used to
 「かつてはよく～したものだった」　　



had better
 「～したほうがよい
 」(
 目上に対して使わな
 い)
 　













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> had better
 <<







使う場面に注意が必要。自分のことを言う場合は問題ない。



I
 (had)better hurry
 .　(
 急いだ方がいいな
 。
 )



＊
 省略形＝I'd better hurry.また口語で
 は
 ha
 d
 が省略されることが多い。



しかし主語
 が
 yo
 u
 の場合「おしつけ、警告」のニュアンスになりかねないため通例使用されるのは「
 目上から目下
 」の場合である。つまり、親が子に対して使うことはできるが、生徒が先生に「急いだほうがいいですよ。」のつもり
 で
 You(had)better hurry
 .
 と言ったら不適切となりうる。そのような場合次のような表現が無難。









It would [might] be better for you to hurry.



I (would) suggest [suppose/ recommend] you(to)hurry.



I think you should hurry.



cf
 .
 否定形
 ＝
 (had)better
 not
 ～「～しないほうがよい」　
 ＊
 no
 t
 の位置に注意



==================================
 =

















☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> used to
 <<







過去の事柄
 のみ
 を表
 す(
 現在の事柄は含まれな
 い)
 。



I
 used to
 go shopping on Sundays.



●かつて私は毎週日曜によく買い物に行ったものだった。



(
 ＊現在は毎週日曜に買い物に行っていな
 い
 )



I
 used to
 be a member of the club and(I )still am
 .
 　



●私はかつてそのクラブのメンバーだったが今でもそうである。



cf. would



I
 would
 go shopping on Sundays
 .
 　　



●私は毎週日曜によく買い物に行ったものだった。



(
 ＊
 現在でも
 毎週日曜に買い物に行っている
 可能性がある
 。
 )



＊物語の冒頭で使用できるの
 は
 used t
 o
 のみ。



＊
 used t
 o
 ～の否定形



I
 didn't
 
 use[used] to
 go shopping on Sundays.



●かつては毎週日曜によく買い物に行っていたわけではなかった。



＊
 used t
 oも
 woul
 d
 も期
 間[
 回
 数]
 を示す副詞句と共に使うことはできない




 I used to go shopping thirty times
 .
 や
 
 I used to live in America for two years
 .
 などは不可能。もっとも、漠然としたも
 の
 (ex. many times/ many year
 s
 な
 ど)
 なら可能。









cf.
 be
 used to/
 get
 used t
 o
 ＋
 名
 詞[
 動名
 詞
 ]



(
 ＊動名詞の詳細は21
 .
 動名詞を参
 照
 )



「～に慣れてい
 る/
 ～に慣れる」



He
 is used to
 dogs
 .
 　



●彼は犬に慣れている。



He will soon
 get used to
 living in the village
 .
 　　



●彼はもうすぐその村での生活に慣れるだろう。



＊
 be accustomed to/ get accustomed t
 o
 も同様の意味で使える。なお
 、
 <be accustomed t
 o
 ＋原形動
 詞>
 もありうる。



==================================
 =
 　









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －1
 －<<







どちらも日本語では「～できる」



I
 can
 speak English./I
 am able to
 speak English
 .
 　●私は英語を話せる。



ただし、あえて区別するなら次のようになる
 。
 ca
 n
 「～できる」
 、
 be able t
 o
 「～することができる、～する能力を持っている」
 。
 ca
 n
 は助動詞、つまり動詞の意味を助けるサブ的なものであるのに対し
 て
 abl
 e
 は形容詞であり「能力がある状態」を明確に示している。



また一般に言葉は長ければ長いほど堅いものとな
 る(
 堅い＝フォーマ
 ル)
 。そして
 、
 abl
 eの
 C
 M
 は「が可能である、能力を持っている」。とすれば
 、
 be able t
 o
 のほうが「～することができる」ことを明確に示しており、かつ堅いのである。









I am able to speak English
 .
 の和訳は、あえ
 て
 ca
 n
 と区別すると次のようになるだろう。



「
 私は英語を話すことができる。」「私は英語を話す能力を持っている。」



普通の会話では、堅すぎていささか仰々しくなるのではないだろうか。







両者の使用方法の区別は、次
 の
 MEM
 O
 にある通り、時制ごとに考えるとよい。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －2
 －<<







<1
 >
 現在



ca
 n
 のみ
 が使用可能なのはおおむね次
 の2
 つ



①現在おこなっている最中



Hey, look ! I
 can
 stand on one foot with my eyes closed.



●ねえ、見て！　両目をつぶったまま片足で立てるよ。



＊
 be able t
 o
 では、「片足で立つ能力を持ってるよ」となりやや不自然であり、また、長すぎて現在進行中の動作に対して臨場感が出ないのだろう









②能力の有無ではなく方法を知っている
 か
 ら(
 上手・下手にかかわら
 ず)
 でき
 る(
 能力を強調す
 る
 abl
 e
 は不適
 切
 )



I
 can play
 
 shogi or Japanese chess
 .



●私は将棋ができる。



(
 それができるための知的・肉体的能力というよりもむしろ、やり方を知っている
 ＝
 know how to do)



cf
 .
 楽器
 は
 abl
 eも
 O
 K
 。



I
 am able to play
 the piano
 .



「将棋ができる」ように「ピアノができる」というのではなく「弾ける、弾くことができる」である。弾けるためには能力の習得が必要。指で鍵盤を押すという音の出し方を知っているだけで「弾ける」とは言わない。



①②は結局
 、
 be able t
 o
 では表現が長すぎるということだろう。



アウトプットにおける即席の対処法としては、全
 部
 ca
 n
 を使えばよい。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －3
 －<<







<2
 >
 過去



両者とも「～できた」という能力を表すが、それに加え
 て
 be able t
 o
 は実際にできたことも表すことができる。



He
 could [was able to]
 remember a lot oftelephonenumbers of his friends ten years ago.



●
 1
 0
 年前、彼は友人たちの電話番号をたくさん思い出せ
 た[
 出すことができ
 た]。(
 永続的能
 力
 )



He was able to remember
 all of his friends'telephone numbersyesterday.



●昨日、彼は全ての友人の電話番号を思い出すことができた。



(coul
 d
 「思い出せた」では、永続的能力なのか実際に思い出すことができたのかあいまいになるの
 で
 be able t
 o「(
 実際
 に)
 ～することができた」という表現になるのだろう
 。
 abl
 e
 は「できる」を強調している
 。
 )



なお、否定文では両者とも可能。



He couldn't [wasn't able to] remember thetelephonenumbers of his friends yesterday.



●昨日、彼は友人の電話番号を思い出せなかっ
 た[
 思い出すことができなかっ
 た]
 。



アウトプットにおける即席の対処法としては全
 部
 abl
 e
 を使えばよい。



==================================
 =













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －4
 －<<







<3
 >
 未来



通常
 、
 will be able t
 o
 であろう。



I
 will be able to
 see you tomorrow
 .
 　



●明日会いま
 す(
 会うでしょ
 う)
 。



ただし
 、
 I can see you tomorrow.も可能。この場合、主語が一人
 称
 (I, we
 )
 なので、通常「提案、申し出」の意味合いになる。



＝
 It is possible for me to see you tomorrow.



●
 (
 明日お会いできますの
 で)
 お会いしましょう。









<4
 >
 受動態



ca
 n
 のみ。



He
 can
 be trusted
 .
 　



●彼は信頼できる。



＊
 
 He is able to be truste
 d
 では、「彼は信頼される能力を持っている」となりやや不自然となるのではないか。受動態にするだけで能動態よりも長くなるのだから、それに加え
 て
 be able t
 o
 を付け加えたら長くなりすぎて不便。



The shutter
 could
 not be opened.



●そのシャッターは開けられなかった。



＊
 
 The shutter was not able to be opened
 .
 では「そのシャッターは開かれる能力がなかった」となり不自然。受動態にするだけで能動態よりも長くなるのだから、それに加え
 て
 be able t
 o
 を付け加えたら長くなりすぎて不便。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



ca
 nと
 abl
 e
 の区別について、文法的な理解はおおむね以上である。
 一度このような勉強をするのは有効
 である。
 その後は、英語への慣れによって感覚的・語感的に「自然か、不自然か」がわかるようになるのが理想
 であろう。「英語を聞いたり読んだりして、こう言う場合
 は
 ca
 n
 しか使われていない
 、
 be able t
 o
 がよく使われている」というふうに使用法に関する知識を蓄積していけば語感が磨かれていく。



==================================
 =







 12
 .
 接続詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



接続詞
 ＝等位接続
 詞(
 語・句・節を対等の関係で結
 ぶ)
 及び従属接続
 詞(
 等位接続詞以外のもので名詞節や副詞節を作
 る
 )



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 12.
 1
 等位接続詞







and, but, or, so, for, no
 r
 など







for
 「なぜなら、というのも
 」(
 理由を示
 す
 )



He was in the bed,
 for
 he was sick
 .
 　



●彼はベッドにいた。というのも具合が悪かったから。



(＊
 fo
 rの
 C
 M
 ＝～を求めて。従って例文
 の
 C
 M
 ＝「彼はベッドにいた。具合が悪いという理由を求めて」
 。
 )



>
 >
 注意
 点
 <<



①
 fo
 r
 は主節の内容に対する理由を
 補足的・叙述的
 に述べ
 る(
 一般に口語で
 は
 becaus
 e
 を用いるか、また
 は
 fo
 r
 を用いな
 い
 (ex. He was in the bed. He was sick.
 )
 。



②
 fo
 r
 は
 文頭で用いな
 い
 (∵
 fo
 r
 は①で述べた通り補足的なも
 の
 )



③書き言葉では通
 例
 fo
 r
 の前にカン
 マ
 (
 コロン、セミコロ
 ン)
 が置かれる







nor
 「また～ない」



I
 neither
 smoke
 nor
 drink
 .
 　



●私はたばこも酒も飲まない。



(neither A nor
 B「AもB
 も～ない」は熟語として覚える
 。
 )









☆ハイレベル☆



===================================



>> stil
 l
 が接続詞として転用される場合<<







stil
 l
 「それでもなお」は副詞であり接続詞としての用法は辞書に記載されていないのが一般。しかし、次のように接続詞とも考えられる用法は存在する。



He was angry, still he loved her. (stil
 l＝
 but)



●彼は怒っていたが、それでもなお彼女を愛していた。



===================================









 12.
 2
 従属接続詞







 12.2.
 1
 名詞節をつくるもの



that, if
 (
 ～かどう
 か
 ), whether
 (
 ～かどう
 か
 )



I know
 that
 she can swim
 .
 　



●私は彼女が泳げることを知っている。



＊
 I know A
 .「A
 を知っている。」この
 「A
 」が、動
 詞
 kno
 w
 の目的語であり名詞なのであ
 る(「A
 」にあたる部分
 が
 she can swi
 m
 という文なので名詞節と呼ぶ
 。
 )



I don
 't know
 if
 he can swim
 .
 　



●私は彼が泳げるかどうかを知らない。



＊
 I don't know A
 .「A
 を知らない」。この
 「A
 」が、動
 詞
 kno
 w
 の目的語であり名詞なのであ
 る(「A
 」にあたる部分
 が
 he can swi
 m
 という文なので名詞節と呼ぶ
 。
 )









 12.2.
 2副詞節をつくるもの



(1
 )
 時を示すもの
 ：
 when, before, after, while, as, since, till, as soon a
 s
 など



There was an earthquake
 when
 I was reading a book.



●私が本を読んでいた時地震があった。



(2
 )
 条件を示すもの
 ：
 if, unless, in cas
 e
 など



You will pass the exam
 if
 you study hard.



●一生懸命勉強すれば君はその試験に合格するよ。



(3
 )
 原因・理由を示すもの
 ：
 because, as, since, now (that
 )
 など



Since
 he is a liar, no one trusts him .



●彼はうそつきだから誰も彼を信用していない。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 理由を表
 す
 sinc
 e
 の注意点<<







(1)becaus
 e
 ほど強い因果関係を示さな
 い
 (His skin was swollen because
 [
 since] he was infected with the virus.
 (
 彼の皮膚は腫れた。なぜならそのウイルスに感染したからだ
 。
 )



(2)
 sinc
 e
 節が主節よりも前に置かれるのが通例



(3)
 wh
 y
 で始まる疑問文に対する返答
 で
 sinc
 e
 は使わない



(4
 )
 強調構文で理由を強調する場
 合
 sinc
 e
 を使わな
 い
 (It is because
 [
 since] he was a liar that no one trusts him.
 
 ●誰も彼を信用しないのは彼がうそつきだからだ
 。
 )



==================================
 =









(4
 )
 譲歩を示すもの
 ：
 though, although, even if, as
 (＝
 though), whethe
 r
 ～or not
 (
 ～であろうとなかろう
 と
 )



I saw a ghost
 whether
 you believe
 or
 not
 .
 　



●君が信じようと信じまいと私は幽霊を見た。









(5
 )
 目的を示すもの



so tha
 t
 ＋主語
 ＋
 ma
 y
 ～
 　



「
 (
 主
 語)
 が～するように」



for fear (that
 )
 ＋主語
 ＋
 (should
 )
 ～
 　　



「
 (
 主
 語)
 が～しないように」



You should explain it in detail
 so that
 everyone
 may
 understand.



●皆が理解できるようにあなたはそれを詳細に説明するべきです。



＊
 1. ma
 y
 が正
 式(
 主節が現在・未来の場合。主節が過去の場合
 は
 might
 )
 。その
 他
 ma
 y
 の代わりに使用されるの
 は
 can, will
 ,
 直接法現
 在
 , should, could, woul
 d
 。



＊
 2
 .
 略式で
 は
 tha
 t
 が省略されることがある



＊
 3
 .“
 in order tha
 t
 ”よりも口語的である



＊
 4
 .
 正式な用法とし
 て
 s
 o
 を省略することがある









(6
 )
 結果を示すもの
 ：
 s
 o～
 that, suc
 h～
 tha
 t
 　　「とても～なので…」



The ring was
 so
 beautiful
 that
 many women wanted it.



●その指輪はとても美しかったので多くの女性が欲しがった。



(7
 )
 同格
 の
 that



Many people didn
 't know the
 fact
 
 that
 he was the murderer.



●多くの人達は、彼が殺人者であるという事実を知らなかった。



＊
 the fac
 t
 ＝that he was the murderer



一般のチャンキングは次の通り。



CH: Many people didn't know the fact that/ he was the murderer.



＊これを話す時は次のような音になる。



「めにーぴーぽぉでぃどぅんのーうだふぁーくっだ」「ひーわずだむーどぅるぅ」









(8) in tha
 t
 ～
 (
 ～の点
 で
 ), except tha
 t～(
 ～以外で
 は
 )



He is different from others
 in that
 he can speak five languages.



●彼
 は5
 か国語を話せるという点で他の人々とは異なる。



There are no problems
 except that
 I have a glitch of my computer.



●私のコンピューターが故障している点を除いて何も問題はない。



cf
 .
 前置詞
 の
 excep
 t
 は通
 例
 except fo
 r
 ～「～の点以外は」として使用される



The dog is an average one
 except for
 its gold eyes
 .
 　



●その犬は金色の目である点を除いて普通の犬である。

















☆ハイレベル☆



===================================



>> except fo
 r
 ～「～の点以外は」
 と
 excep
 t
 ～「～以外は」の区別<<







“
 except～”のみを使用しなければならない場合は非常に限られる



∵
 all, every, any, no
 (
 及びその合成
 語)や
 whol
 e
 などの後で
 は
 excep
 tも
 except fo
 r
 も使用可能



Everyone
 except(for)
 me knew the fact.



＝
 Everyone knew the fact
 except (for)
 me.



(
 ＝
 Everyone but me knew the fact.)



●私を除いて全員がその事実を知っていた。



cf
 .
 文頭
 で
 は
 Except fo
 r
 のみ
 が可能



Except for
 me, everyone [they all] knew the fact.



●私を除いて全員がその事実を知っていた。









＊
 excep
 t
 の直後に置かれるのは名
 詞(句)
 、代名詞
 、
 tha
 t
 節
 、
 w
 h
 節
 、
 to d
 o
 など



I gave our company all information
 except whether [ if ]
 I am married.



●私は我々の会社に、私が結婚しているかどうか以外のすべての情報を与えた。



I don't want to do anything
 except to
 eat delicious food.



●私はおいしい料理を食べること以外は何もしたくない。



cf
 .
 主節
 で
 do nothin
 g
 またはそれに類する表現が使用される場合
 、
 excep
 t
 の後に
 は
 t
 o
 のない動詞の原形が置かれるのが一般



There was
 nothing
 I could do
 except call
 an ambulance.



●救急車を呼ぶ以外に私ができることは何もなかった。









cf.anythingbu
 t
 ～



「
 (
 名詞、形容詞の前
 で)
 少しも～ではない、～どころではない」



He is
 anythingbut kind
 .
 　



●彼は少しも親切ではない



＊
 bu
 tは
 excep
 t
 の意味



＊
 anythingbu
 t
 「～以外何でも」の意味もある







＊
 exceptin
 g
 ～は、正式
 で
 excep
 t
 ～
 や
 except fo
 r
 ～と同義。通例文
 頭(
 時に文
 末)
 また
 は
 not, without, alway
 s
 の後に用いる。



ex. Everyone was there, not excepting Kate.



●
 Kat
 e
 を除いて全員そこにいた。



===================================









(8
 )
 他の品詞から転用されたもの



the momen
 t
 「～するとすぐに、～する瞬間」　
 　
 the first tim
 e
 「初めて～したとき」



next tim
 e
 「この次～するとき」　　



every tim
 e
 「～するたびに」



onc
 e
 「いったん～したら」　



even i
 f
 「たとえ～しても」　



now (that
 )
 「今や～だから」



The first
 I met her, I fell in love with her
 .
 　



●彼女に初めて会ったとき彼女に恋をした



I wanted the bag
 the moment
 I saw it.



＝
 I wanted the bag
 as soon as
 I saw it.



●私はそのバッグを見た瞬間欲しいと思った。













 13
 .
 前置詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



前置詞
 ＝名
 詞(
 または名詞に相当する語
 句)
 の前に置かれて他の語句との関係を表す







＊前置詞は文字通り「前に」「置く」ということであり、何の前に置くかと言えば「名
 詞(
 相当語
 句)
 である
 。
 ex. with him (wit
 h
 ＝前置詞
 、
 hi
 m
 ＝代名
 詞
 )



＊意味を解釈するときや熟語を覚えるとき
 は
 C
 M
 法を使うのが有効



＊品詞の中で動詞が最重要であろうと先に述べたが、その次くらいに重要だと思われるのが前置詞である
 。(
 数文字からなる短い単語であるが、その果たす役割は大きい。不適切なものを使用すると意味が全く異なることになる
 。
 ex. I'll go
 with
 him
 .
 彼と一緒に行く
 。
 / I'll go
 to
 him
 .
 彼のところに行く。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 13.1 C
 M
 法による理解







英語学習者が特にわかりづらいと感じるものをとりあげる。







a
 tの
 C
 M
 ＝～
 で
 (
 場所など話題になっている事柄だけ
 を
 1
 点集中
 で意味するニュアン
 ス
 )



We met
 at
 the park.
 (
 駅や学校など他の場所ではなく公園で我々は会っ
 た
 )



look
 at
 the book
 (
 まわりにある色々な他のものではなくその本を見
 る
 )



at
 threeo'clock (
 1
 時
 、
 2
 0
 時その他の時間ではな
 く3
 時
 に
 )



I am good
 at
 English.
 (
 私はテニスやピアノなど他のことではなく英語が得意
 だ
 )









i
 nの
 C
 M
 ＝～の中
 に(
 で、
 へ
 )
 (
 一定の広がりのある範囲の中
 を意味するニュアン
 ス
 )



We met
 in
 the park.
 (
 我々は公園
 内(
 公園の
 中)
 で会った
 。
 )



I live
 in
 Japan.
 (
 私は日本の中に住んでいる
 。
 )



I
 'll visit London
 in
 June.
 (
 私
 は6
 月の中でロンドンを訪れるだろう
 。
 )



●
 
 ～6
 月に～



He
 'll return
 in
 two weeks.
 (
 彼
 は2
 週間の中
 で(
 うち
 に)
 戻るだろう
 。
 )



●彼
 は2
 週間で戻る









o
 nの
 C
 M＝(
 接触し
 て)
 ～の上に
 ( a book on the des
 k
 ＝机の上
 の[
 に置いてあ
 る]
 本
 、
 a book above the des
 k
 ＝机の上の方の
 本
 )



on time
 (
 時間の上にのっている●時間通り。
 　
 cf. in tim
 e
 時間の中に入っている●間に合って、時間内
 に
 )



Let
 's meet on Monday.
 (
 月曜の上で会おう●月曜に会お
 う
 )



on line
 (
 線の上にのっている●通信回線に接続中
 で
 )









☆
 ☆メモリー・マジック☆☆



==================================
 =



電気
 媒体
 は
 on
 (
 ∵
 情報
 が電気にの
 る
 )



on
 television [TV], on the radio, on the phone,on the fax,



on CD, on the Internet



＊テレビについて、話者の意識が置かれているのが「そのテレビ、居間のテレビ」など具体的な場合、
 “
 on
 the
 television [TV
 ]
 ”となる。



ex. What did you watch on the TV last night?
 
 ●昨夜テレビで何を見た？



＊
 C
 D
 について「そ
 の
 C
 D
 に収録されている音楽」
 は
 themusic on
 the
  C
 D
 となる



＊
 “
 Interne
 t
 ”は大文字で始める









紙
 媒体
 は
 in
 
 (
 ∵
 情報
 が、一定の広がりを持つ紙面の中にあ
 る
 )



in the book, in a magazine, in a newspaper



ex. There are many pictures in the book.
 (
 その本の中にはたくさんの絵がある
 。
 )



cf. The pictures will be printed
 on
 paper.
 (
 その写真は紙
 に
 印刷されるだろう
 。
 )



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 上下前後左右<<







on
 (
 (
 接触し
 て)
 上
 に)
 　　







above
 
 (
 上のほう
 に)
 ←
 →
 below
 
 (
 下のほう
 に)
 　



above [
 below]the horizon
 (
 水平
 線[
 地平
 線]
 の上
 に(
 下
 に
 ))







over
 (の(真)
 上に、をおおっ
 て)
 ←→
 under
 (の(真)
 下
 に
 )



A cat is sleeping under the car.



●猫が車の下で寝ている。



＊
 over, unde
 r
 は垂直方向のニュアンスがある
 。
 above, belo
 w
 は垂直も含めもっと広い。









in front o
 f
 ～
 (
 ～の前
 に)
 ←→
 behin
 d～
 (
 ～の後ろ
 に
 )







a car
 on
 
 the right
 (of you) (
 (
 君
 の)
 右側にある
 車
 )







turn (
 to the
 )
 left
 (
 左に曲が
 る
 )







cf
 .
 我々の活動は正しい方向に向かっている。



Our activity is going
 in the right direction
 [
 on the right track
 ].



＊
 righ
 t
 ＝正しい



＊
 in the right direcito
 nの
 C
 M
 ＝正しい方向に広がる一定の方向の中へ



＊
 on the right trac
 kの
 C
 M
 ＝正しい軌道にのっている



==================================
 =









 13.
 2
 同じ文の中で数種類の前置詞が使える場合







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 前置詞の選択に悩む場合<<







「私は電車に乗っています」と人に伝えたい場合どう言うべきだろうか。



I am
 on
 the train
 .と
 I am
 in
 the train
 .
 のどちらが正解だろうか。



正解は両方である。つまりどちらでもよい。話し手の意識によって使う語が異なるのである。話し手の意識が電車に「乗っている」であれ
 ば
 o
 n
 、電車の「中にいる」であれ
 ば
 i
 n
 である。



　このように前置詞の選択に悩む場合の解決法とし
 て
 C
 M
 法は特に有効であろう。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



話し手の意識によって使う語が異なることは
 しばしばある。







学習が進むにつれ表現が多彩になり、表現や語感の微妙な違いもわかってくる。なお、そのための基本
 は
 C
 M
 法である。



==================================
 =





















 14
 .
 時制
 Ⅰ(
 基本時
 制
 )







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



時制
 ＝動作や状態の時間的関係を表すもの







現在形が使われるのは現在時制、過去形が使われるのは過去時制など。かなりの部分は既に触れている。







ポイント
 ＝日本語にはない「時制を表す感覚」を体得することである。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 14.
 1
 現在時制







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



現在時制
 ＝現在の動作・状態・習慣、一般的真理・事実を表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 14.1.
 1
 一般的なもの



I
 jog
 around the neighborhood every day.
 <
 習
 慣>
 　●私は近所を毎日ジョギングしている。



＊「ジョギングしている」という日本語につられて進行形
 “
 I am joggin
 g
 ”にしないこと。進行形が意味するのは「私は今ジョギングをしている最中」。



The sun
 rises
 in the east and
 sets
 in the west.
 <
 真
 理>
 　●太陽は東から昇り西に沈む。









 14.1.
 2
 特殊なもの



(1) Her
 e
 また
 は
 Ther
 e
 で始まる場合



Here comes
 the
 train
 
 !
 　



●ほら電車が来るよ。



Look!
 There goes
 the
 Shinkansen
 
 !
 　　



●ほら！新幹線だよ！



Here
 he
 
 comes
 !
 　



●ほら彼が来るよ
 。(
 ＊主語が代名詞のとき語順に注
 意
 )









(2
 )
 現在形が未来を表す場合



1
 )
 時や条件を表す副詞節



　
 内容が未来に関する事の場合、副詞節の中は現在形



I'll call you when I
 get
  to the station.



●
 駅に着いたら電話するよ。



I won't go to a movie tomorrow
 if
 it
 rains
 .



●
 明日雨が降るなら映画を見に行かない。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



時・条件の副詞節は内容が未来の事でも現在形



∵日本語でも「明日～したら、すれば」というように、未来の内容であっても、現在形のニュアンスがある



==================================
 =













2
 )
 確定的な未
 来(
 予定な
 ど
 )



This Shinkansen
 starts
 from Tokyo station at eight pm
 .
 　



●この新幹線は東京駅から午
 後8
 時に出発致します。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



確定的な未来は現在形



∵確定している以上、内容は未来でも現在でも同じ。それゆえわざわざ未来形にする必要が無い。また、「確定的なこと」は「一般的真理・事実」に近いニュアンスがある。



==================================
 =









































 14.
 2
 過去時制







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



過去時制
 ＝過去の動作・状態・習慣を表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







I
 sat
 up late last night.
 <
 動
 作
 >



●昨夜は遅くまで起きていた。



I
 sat
 up late at night in my school days.
 <
 習
 慣
 >



●学生時代は夜遅くまで起きていた。









 14.
 3
 未来時制







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



未来時制
 ＝未来の動作・状態を表す



単純未来と意志未来がある



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 14.3.
 1
 単純未来



　
 I [ You, He, She, They ] wil
 l
 ～/ Will you [ he, she, they
 ]
 ～?



I
 hope
 you'
 ll
 enjoy this dinner
 .
 　



●あなたがこのディナーを楽しんでもらえるといいな。



Will
 she attend the meeting tomorrow
 ?
 　



●彼女は明日ミーティングに出席する？









 14.3.
 2
 意志未来



(1
 )
 主語の意志



I [You, He, She, They
 ]wil
 l
 ～



Her mother
 will
 buy shoes next week
 .
 　



●彼女の母は来週靴を買うつもりだ。



I
 will
 give you the money tomorrow.



＝
 You
 shall
 have the moneytomorrow.



●明日そのお金を渡します。



(2
 )
 相手の意志を尋ねる



Shall
 I
 ～? / Will [Would ] yo
 u
 ～? / Shall he [they
 ]
 ～?



Shall I
 open the door for you
 ?
 　



●そのドアを開けましょうか？



Will you
 speak more loudly
 ?
 　



●もっと大きな声で話してもらえますか？









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> wil
 lと
 be going t
 o
 の違い
 －1
 －<<







<1
 >
 大抵の場合どちらも使える



It will rain tomorrow.



＝It is going to rain tomorrow.



両方ともよく使われるものなので、ネイティブ・スピーカーは使用の際深く考えて区別しているわけではないようだ。とりわけ、このような
 客観的事実の予想
 の場合は話者の意思・気持ちは関係せず、未来形の表現としてどちらも頻繁に使用されるのだろう。









<2
 >
 ニュアンスが若干異なる場合



①
 I'll send a parcel tomorrow.



②
 I'm going to send a parcel tomorrow.



どちらの意味も「明日小包を送ります」。上で述べた通りネイティブ・スピーカーは使用の際深く考えて区別しているわけではないようだ。



しかしこの場合
 主語が人
 であり意思・気持ちが反映される余地が出てくる。そこであえ
 て
 C
 M
 法で考察すると
 、
 wil
 l
 を使うほうが話し手の意志がやや強く
 なると言えるのではない
 か(
 ∵wil
 l
 の名詞＝意志・意
 思)
 。①「必ず送ります」②「送ります、送るつもりです」。というニュアンスの違いがあると言えなくもない。



もし、次のような会話であれ
 ば
 wil
 l
 を使うことに意義が見出せる。



「それを送ってくれと半年前から何度も頼んでいるのに！いいかげん早く送ってよ！」



「明日ちゃんと送るよ！＝I
 will
 
 send it tomorrow
 .
 」



wil
 l
 を強く発音すればなおさら「必ず送る」という意志が強く出るだろう。



==================================
 =













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> wil
 lと
 be going t
 o
 の違い
 －2
 －<<







<3
 >
 予定の決定の前後では異なる



予定が決定する
 前
 は
 wil
 l
 を使い、決定した
 後
 は
 be going t
 o
 を使う。次の会話を参照してほしい。









(on the phone)



Mike: I want to borrow your book tomorrow. I'
 ll
 come to your house at around 7 pm,OK?



John: Sure. Then,
 let's have dinner together.



(Later)



Mike: Mom, I'
 m going to
 eat dinner with John at his house tomorrow.



Mother: Okay, enjoy it !



(
 電話
 で
 )



Mike
 :
 明日君の本を借りたい。午
 後7
 時ごろ君の家に行ってもいい？



John
 :
 いいよ。では、一緒に夕食を食べよう。



(
 後ほ
 ど
 )



Mike
 :
 お母さん、明
 日
 Joh
 n
 の家で夕食を食べるよ。



母
 :
 わかったわ。楽しんできなさい。







＊
 C
 M
 法を使うとわかりやすい



CH: I am going
 / to eat dinne
 r
 　◎私は行ってい
 る
 /
 (
 その結
 果)
 ディナーを食べる



予定が決定したことにより話
 者
 (Mike
 )
 の意識の中は
 「
 Joh
 n
 の家に行っている最中」「その結果ディナーを食べる」となっている。つまり
 予定が決定したので気持ちが
 “
 g
 o
 ”になっている
 。(
 「
 予定が決まったか
 ら
 G
 O
 だ！
 」と覚えてもよ
 い)
 。



==================================
 =













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> TODA
 Y
 は現在から過去も未来も見通す<<







過去や未来を表す語句は大抵、過去のみ、または未来のみを表
 す
 (ex. yesterday, tomorrow
 )
 。しか
 し
 toda
 y
 は文脈によって、現在・過去・未来の全てを表す。



Today is
 Thursday
 .
 　



●今日は木曜だ
 。<
 現
 在
 >



I will have a meeting today
 .
 　



●今日ミーティングがある
 。<
 未
 来
 >



I had a meeting today
 .
 　



●今日ミーティングがあった
 。<
 過
 去
 >



==================================
 =









☆ハイレベル☆



===================================



> will, shal
 l
 の用法<<







<1> will



(1
 )
 現在の拒絶



The window
 will
 
 not
 open
 .
 　



●この窓はどうしても開かない。



(2
 )
 勧誘



You
 '
 ll
 try it, won't you
 ?
 　



●それをやってみないか？



(3
 )
 習慣



He
 will
 often drink tea in the morning
 .
 　



●彼はしばしば朝お茶をのむ。



(4
 )
 習性



Traffic accidents
 will
 happen in the twilight
 .
 　



●交通事故は夕暮れ時に起きるものだ。



cf
 .
 自然の法則で繰り返される事象に
 は
 wil
 l
 を用いない(ex. The sun
 rises
 in the east. )









<2> shall



(1
 )
 法律・規則



The final report
 shall
 be submitted by the end of this month.



●最終レポートは今月末までに提出されること。



(2
 )
 予言・運命



All men
 shall
 die
 .
 　



●人は皆死するものなり。



＊古典的な、または厳格なニュアンスとなる



===================================









 14.
 4
 進行形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



進行形
 ＝進行中の動作や予定を表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







I
 am
 
 running
 around the school ground.
 <
 現在進行
 形
 >



●私は校庭を走っている最中です。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> C
 M
 法による進行形の理解<<







全ての語句は形容詞と考えることもでき
 る(
 「本書の特徴と利用の仕方」本文
 第2
 段落以降参
 照)
 。この考え方を利用すれば次の通りわかりやすい。



ru
 n
 「走る」が進行形になる
 と
 runnin
 g
 「走っている」となる。そし
 て
 b
 e
 動詞は「状態」を表す
 。
 (ex. She
 is
 beautiful.
 
 ◎彼女は美しい状態である
 。)
 とすれ
 ば
 I
 am
 running
 .
 の意味は「私は走っている状態です。」となる。



cf
 .
 分詞の場合、形容詞のような役割を果た
 す(
 分詞形容詞と呼ばれるものも少なくな
 い(
 分詞の詳細は20
 .
 分詞を参
 照
 )



I know the man running around the school yard.



●私は校庭を走っている男性を知っている。



＊
 runnin
 g
 は現在分詞であ
 り
 the ma
 n
 を修飾しているので、まさに形容詞のようである。



==================================
 =









I
 
 was
 running
 around theground when it began to rain.
 <
 過去進行
 形
 >



●雨が降り始めたとき私は校庭を走っている最中だった。



＊過去において動作が進行中であることを表している



＊構文「
 過去進行形
 ＋
 whe
 n
 ＋過去形の文」
 は頻出



I
 'll
 be
 meeting
 her next week.
 <
 未来の予
 定>
 　



●私は来週彼女に会うだろう。



◎私は来週彼女に会っている状態であろう。



cf. I
 'll meet her next week
 .
 　



●私は来週彼女に会うだろう。



◎私は来週彼女に会うつもりだ。



＊
 I'll be meetin
 g
 は話し手の意識＝「すでに会っている最中、会っている状態が進行している」
 。
 I'll meet he
 r
 は「会う」であって「会った状態が進行している」わけではない。









 14.
 5
 特殊な進行形







 14.5.
 1
 動作の反復を強調する場合



always, constantl
 y
 などと共に使用される



She is
 always
 complaining
 .
 　



●彼女はいつも不平を言っている。







 14.5.
 2
 人の一時的な状態を表す場合



公式＝人＋
 b
 e
 動詞
 ＋
 bein
 g
 ＋名
 詞[
 形容
 詞
 ]



He is
 being
 nervous again
 .
 　



●彼はまた神経質になっている。









 14.5.
 3
 状態動詞が一時的な状態を表す場合



状態動詞は継続的な意味を含んでいるので通常進行形にはならないが、特に一時的な状態を表す場合進行形になる



He is now
 having
 breakfast
 .
 　



●彼は今、朝食を食べている最中です。



I am
 thinking
 about the matter
 .
 　



●私はその件について考えています。



She is
 wearing
 a blue shirt.



●彼女は青いシャツを着ている。



He is
 carrying
 a very big bag
 .
 　



●彼はとても大きなかばんを持っている。



She is
 closing
 her eyes
 .
 　



●彼女は眼を閉じている。



He is
 sitting
 down on the bench
 .
 　



●彼はそのベンチに座っている。



She is
 standing
 at the stall
 .
 　



●彼女はその売店のところに立っている。



He is
 putting
 his foot on the stone
 .
 　



●彼は片足を岩の上に置いている。



She is
 kneeling
 on the ground
 .
 　



●彼女は地面にひざまずいている。



He is
 grasping
 a pen
 .
 　



●彼はペンをつかんでいる。



Some chickens are
 hanging
 in front of the meat shop
 .
 　



●いくつかの鶏肉がその肉屋の前につるされている。







＊例え
 ば
 He is sitting down on the bench
 .
 の意味は「彼はそのベンチにすわっている」だが、細かく考える
 と2
 通りになる
 。1
 つは「一時的に座っている状態」も
 う1
 つは「現在座ろうとしている最中」。それは日本語についても同様であろう。よって、どちらを示すのかは前後関係から判断することになる。









 15
 .
 時制
 Ⅱ(
 完了
 形
 )







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



現在完了形
 ＝完
 了(
 結
 果)
 、継続、経験







現在完了形については既に述べ
 た
 (基本語四天
 王
 HAVE2.
 5
 現在完了形を参
 照
 )







ポイント
 ＝現在完了形は
 現在形
 の1
 種
 。それゆえ過去を表す語
 句
 (ex. yesterday, last month
 )
 と共に使うことはできない



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 1
 5.
 1
 現在完了形







I
 have lived
 in Yokohama
 for
  ten years
 .
 　



●私
 は
 1
 0
 年間横浜に住んでい
 る<
 継
 続
 >



＊
 I
 t's been [It is]
 ten years
 since
 I moved to Yokohama.



●私が横浜に越してき
 て
 1
 0
 年だ
 。(＊
 It'
 s＝
 It ha
 s
 の短縮
 形
 )







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



It
 's bee
 n
 ＝It has been







現在完了形
 は
 for, sinc
 e
 と共に用いられることが多い



===================================













He
 has finished
 his homework
 .
 　



●彼は宿題を終えた
 。<
 完
 了
 >



She
 has gone
 to New York
 .
 　　



●彼女はニューヨークに行ってしまった
 。<
 結
 果
 >



(
 ＝
 She is in New York now.)



＊「行ってしまった」という日本語から過去形のように感じるかもしれない。しかし現在形である。話者の意識は「彼女がニューヨークに行ってしまった状
 態
 (gone
 )
 」が現在まで続いていて、その現在の意識を表現している。それ
 は
 C
 M
 法を使えばわかりやすい。



CH: He has
 / gone to New York.



◎彼は持ってい
 る/
 ニューヨークに行ってしまった状態を









She
 has been
 to New York
 .
 　



●彼女はニューヨークに行ったことがある
 。<
 経
 験
 >



＊
 gon
 e
 ではな
 く
 bee
 n
 の場合
 は
 Sh
 e
 が現在ニューヨークにいるわけではない。



◎彼女は持ってい
 る/
 ニューヨークにいた状態を



cf. I have
 gone
 to New York
 .
 　



●ニューヨークに行ったことがある。
 ＊
 gon
 e
 であっても文脈上判断できる場合は「経験」を意味することがある。例文の場合、主語
 がI
 なので「私は行ってしまった」ではおかしいので「行ったことがある」と判断できる。









 1
 5.
 2
 現在完了進行形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



現在完了進行形
 ＝動作が現在まで続いていることを表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







He
 has been working
 at the school for ten years
 .
 　



●彼
 は
 1
 0
 年間その学校で働いてい
 る(
 働いてきてい
 る)
 。



◎彼は持ってい
 る/
 その学校で働いている状態
 を
 / 1
 0
 年間



cf. He
 has worked
 at the school for ten years.



●彼
 は
 1
 0
 年間その学校で働い
 た(
 働いてき
 た)
 。









 1
 5.
 3
 過去完了形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



過去完了形
 ＝過去のある時点を中心として、完
 了(
 結
 果)
 、継続、経験、大過去を表す







＊大過去＝過去の一時点よりも古い時
 点(
 下の例文を参
 照
 )



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







He
 had
 just
 finished
 his homework when I
 visited
 him.



●私が訪れた時彼はちょうど宿題を終えたところだった
 。<
 完
 了
 >



I
 had got
 injured when I
 took
 part in the tournament.



●私はそのトーナメントに出場する時負傷していた
 。<
 継
 続
 >



I
 had received
 a letter from her before I
 met
 her.



●私は彼女に会う前に彼女から手紙をもらった
 。<
 経
 験
 >



He
 said
 that he
 had seen
 the movie before.



●彼はその映画を以前見たことがあると言った
 。<
 大過
 去/
 時制の一
 致
 >



＊「彼が映画を見た」時点は「彼が言った」時点よりも古い



cf. He
 says
 that he
 has seen
 the movie before
 .
 　



●彼はその映画を以前見たことがあると言っている。









 15.
 4
 過去完了進行形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



過去完了進行形
 ＝過去のある時点まで動作が継続していたことを表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







I
 had been watching
 a movie on DVD when theearthquake
 hit
 .



●地震があったとき私
 は
 DV
 D
 で映画を見ていた。









 1
 5.
 5
 未来完了形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



未来完了形
 ＝未来のある時点を中心にして完了、継続、経験を表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







He
 will have arrived
 there by noon
 .
 　



●彼は正午までにそこに到着しているだろう
 。<
 完
 了
 >



＊
 C
 M
 法によればわかりやすい。



◎彼は持つだろ
 う/
 正午までにそこに到着した状態を



I
 will have lived
 in Japan for ten years tomorrow
 .
 　



●私は明日
 で
 1
 0
 年間日本に住んだことになる。



I
 will have proofread
 the manuscript five times, if I do it again.



●もし私がもう一度するなら、その原稿
 を5
 回校正したことになる
 。<
 経
 験
 >

















 1
 5.
 6
 未来完了進行形







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



未来完了進行形
 ＝未来のある時点まで動作が継続していることを表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







I
 will have been studying
 English
 for
 three years next month.



●私は来月で英語
 を3
 年間勉強してきたことになる。



◎私は持つだろ
 う
 /
 3
 年間英語を勉強し続けている状態
 を/
 来月で



cf. I
 will have studied
 English for three years next month.



●私は来月で英語
 を3
 年間勉強してきたことになる。



◎私は持つだろ
 う
 /
 3
 年間勉強してきた状態
 を/
 来月で



＊和訳は両方とも同じになりうる。しか
 し
 C
 M
 を考えると未来完了進行形
 は
 in
 g
 形により「継続」の意味を表していることがわかる



By next July she
 will have been eating
 an apple a day for a year.



●次
 の7
 月までで彼女
 は1
 年間
 、1日1
 個のりんごを食べてきていることになる。













 16
 .
 受動態







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



受動態
 ＝「～される」というような受け身の意味を表
 す(
 「～する」というような普通の場合を
 能動態
 と呼
 ぶ
 )







公式
 ＝
 b
 e
 動詞＋過去分詞（
 ＋
 b
 y
 など）



＊通
 常
 b
 y
 を伴うが例外もある







能動態
 ＝
 He threw the ball
 .
 　



●彼はそのボールを投げた。　



受動態
 ＝
 The ball
 was thrown
 
 by
 him
 .
 　



●そのボールは彼によって投げられた。



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 16.
 1
 受動態の作り方







 16.1.1
 S＋V＋O
 の文型の場合→
 S＋
 V



The students
 read
 the bookyesterday. ( rea
 d
 は過去
 形
 )



→
 The book
 was read
 by the studentsyesterday.



( rea
 d
 は過去分
 詞
 )



●その生徒たちは
 昨日その本を読んだ→その本は昨日その生徒たちに読まれた。







 16.1.2
 S＋V＋O＋O
 の文型の場合



He
 gave her a ring
 .



→
 She
 was given
 a ring
 by him./
 A ring
 was given
 (
 to
 ) her by him.



●彼は彼女に指輪をあげた。





 →彼女は彼から指輪を与えられた
 。/
 指輪は彼によって彼女に与えられた。









 16.1.
 3
 S＋V＋O＋C
 の文型の場合



His coworkers
 call him Mike
 .



→
 He
 is called
 
 Mike
 by his coworkers.



●彼の同僚たちは彼
 を
 Mik
 e
 と呼ぶ。






 →彼は彼の同僚か
 ら
 Mik
 e
 と呼ばれている。







 16.1.
 4
 助動詞を含む場合



I
 can see
 Mt. Fuji from my house.






 →Mt. Fuji
 can be seen
 from my house.



●私は自分の家から富士山を見ることができる。





 →富士山は私の家から見られる。







 16.1.
 5
 進行形の場合



He
 is writing
 a book.



→
 A book
 is being written
 by him.



●彼は本を書いている最中だ。





 →本が彼によって書かれている最中だ。









 16.1.
 6
 完了形の場合



She
 has finished
 her job.






 →Her job
 has been finished
 by her.



●彼女は彼女の仕事を終えた。



→彼女の仕事は彼女によって終えられた。







 16.1.
 7
 疑問詞を含む場合



Who
 drove thecar?



→
 
 By whom was
 the car
 driven
 ?



●誰がその車を運転したか。
 



→
 誰によってその車は運転されたか。







 16.1.
 8
 命令文の場合



Finish
 your job by five.



→
 
 Let
 your job
 be finished
 by five.



●
 5
 時までにあなたの仕事を終えなさい。



→
 
 5
 時までにあなたの仕事が終えられるようにしなさい。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 受動態
 で
 b
 y
 が伴わない場合<<







(1
 )
 能動態で主語
 が
 I, W
 e
 で「誰によって」なのかが明らかな場合



We call her Cathy.



→She is called Cathy.



●彼女
 は
 Cath
 y
 と呼ばれている。



(2
 )
 「誰によって」なのかが不明の場合



My wallet was stolen.



●私の財布が盗まれた。



==================================
 =









 16.1.
 9原則的でない形をとる場合







(1
 )
 目的語が節の場合



The government
 announced that
 the consumption tax would be raised.



→
 It
 was announced
 by the government
 that
 the consumption tax would be raised.



●政府は消費税が上がると発表した。



→消費税が上がるということが政府によって発表された。



(2
 )
 受動態でb
 y
 以外の前置
 詞
 ( at, in, with, about, to
 )
 が使用される場合



I
 am
 very
 pleased with
 the present
 .
 　



●私はそのプレゼントにとても喜んでいる。



She
 is known to
 Japanese as a singer
 .
 　



●彼女は日本人には歌手として知られている。



I
 was frightened at
 the murder scene
 .
 　



●私はその殺人の場面におびえた。









(3
 )
 知覚動詞・使役動詞の場合
 ：補語の原形動詞
 が
 <t
 o
 ＋原形動
 詞>
 となる



She
 made me clean
 her house
 .
 →I
 was made to clean
 her house.



●彼女は私に彼女の家をそうじさせた。
 



→
 私は彼女の家をそうじさせられた。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



be made to
 (
 びーめいっと
 ぅ)
 というふうに熟語として覚えておけば足りる



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 他動詞
 の
 pleas
 e
 ～「～を喜ばせる」が受動態になっている<<







I am very pleased with the present
 .の
 C
 M
 ＝



私はとても喜ばされてい
 る/
 そのプレゼントに







be pleased wit
 h
 は熟語と考えてよく、そのままの形で覚えれば足りる
 。
 be known to, be frightened a
 t
 など他のものについても同様



==================================
 =









(4
 )
 群動詞の場合



群動詞
 を1
 つの動詞として扱う



He
 caught up with
 them.






 →They
 were caught up with
 by him.



●彼は彼らに追いついた。



→彼らは彼に追いつかれた。



(5
 )
 主語が長い場合



通例、主語が長いとき受動態にする



＊能動態でも間違いではないが、主語が長い文は意味がわかりにくくなる場合が多い。



The technical term can only
 be understood
 by
 those who have worked in the field for several years
 .
 　



●その専門用語はその分野で何年も働いた人達によってのみ理解されうる。









(6
 )
 能動態でありながら意味が受動態である場合



sell, read, feel, cu
 t
 など



This new product
 sells
 well
 .
 　



●この新商品はよく売れる。



This sign in front of the house
 read
 :“For sale
 ”
 　



●その家の前の看板には「販売中」と書いてあった。



She is to
 blame
 for the accident.



(
 ＝
 She should
 be blamed
 for the accident.)



●彼女はその事故の責任を負うべきだ。



(7
 )
 動詞が受動態を作れない場合



cost, fit, suit, lack, resemble, escap
 e
 など



The bag
 cost
 ( me )30,000 yen
 .
 　



●そのかばん
 は
 30,00
 0
 円した。



＊
 m
 e
 があると口語的



These pants
 fit
 me
 .
 　



●このずぼんは私にぴったりだ。



He
 lacks
 kindness.



(
 ＝
 He
 is lacking in
 kindness.
 )
 　



●彼は親切さを欠いている。

















 17
 .
 関係詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



関係詞
 ＝関係代名詞、関係副詞がある。関係詞の前後の語句や文を意味的に関係させる。



＊
 先行詞
 ＝関係詞によって修飾される名詞



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 17.
 1
 関係代名詞







 17.1.
 1
 人が先行詞の場合



who
 , whose, who
 m
 のいずれかを用いる



She has
 a son
 
 who
 is a doctor
 .
 　



●彼女には医者である息子がいる。



＝
 She has a son
 .
 ＋
 He
 is a doctor.



＊
 2
 番目の文の
 主格
 であ
 る
 H
 e
 の代わり
 に
 wh
 o
 が用いられる。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 限定用法と継続用法<<







限定用法
 ＝
 She has a son who is a doctor
 .
 　



●彼女には医者である息子がいる。



継続用法
 ＝
 She has a son, who is a doctor
 .
 　



●彼女には息子がいたが、医者だった。



===================================









I met
 a woman
 
 whose
 son is a singer
 .
 　　



●
 私は息子が歌手である女性に会った。



＝
 I met a woman
 .
 ＋
 Her
 son is a singer.



＊
 2
 番目の文の
 所有格代名詞
 であ
 る
 He
 r
 の代わり
 に
 whos
 e
 が用いられる。



A man
 
 whom
 I met was a doctor
 .
 　　



●
 私が会った男性は医者だった。



＝
 A man was a doctor
 .
 ＋I met
 him
 .
 　



＊
 2
 番目の文の
 目的格代名詞
 であ
 る
 hi
 m
 の代わり
 に
 who
 m
 が用いられる
 。
 wh
 o
 も可能だ
 が
 who
 m
 の方が正式。



＊関係代名詞の節は先行詞の直後に置く



＊目的格の関係代名詞は省略されることもある









 17.1.
 2
 人以外のものが先行詞の場合



which
 , whose, of whic
 h
 のいずれかを用いる。



I saw
 a movie
 which
 is popular in America
 .
 　



●私はアメリカで人気のある映画を見た。



＝
 I saw a movie
 .＋
 It
 is popular in America.



＊
 2
 番目の文の
 主格代名詞
 であ
 る
 I
 t
 の代わり
 に
 whic
 h
 が用いられる。



He has a house whose roof is green
 .
 　



●彼は屋根が緑色の家を持っている。



＝
 He has a house
 .＋
 Its
 roof is green.



＊
 2
 番目の文の所有格代名詞であ
 る
 It
 s
 の代わり
 に
 whos
 e
 が用いられる。



He has a house the roof of which is green.



●彼は屋根が緑色の家を持っている。



＝
 He has a house
 .＋
 The roof of it is green.



＊
 2
 番目の文
 の
 i
 t
 は先行
 詞
 a hous
 e
 を指すから
 whic
 h
 が用いられる。







以上をまとめると次の表のようになる。









表「関係詞」





	





	

主格



	

所有格



	

目的
 格(
 省略可
 能
 )






	

先行詞が人



	

who



	

whose



	

whom[who]






	

先行詞が物



	

which



	

whose



	

which









＊主格と目的格の関係詞
 は
 tha
 t
 を用いることも可
 能(
 所有格では不可
 能
 )



＊
 tha
 t
 のみが使われる場合は後
 述
 (17.1.8 that
 (
 関係代名詞・関係副
 詞)
 が使われる場合を参
 照
 )









 17.1.
 3 whic
 h
 の特殊な用法



(1
 )
 先行詞である名詞が人の性格・地位・職業などを示す場合



He became
 a lawyer
 
 which
 his mother had wanted him to
 be
 . (whic
 hは
 b
 e
 の補
 語
 )



●彼は母親が望んでいたような弁護士になった。



＊ポイント＝先行詞が人を指す
 が
 who, who
 m
 を使わな
 い(
 ∵性格・職業などは人そのものではなく物と考えられ
 る
 )



(2
 )
 前の文の一部または全部を先行詞とする場合



He said he had met the famous actor,
 which
 is true.



( whic
 h＝
 (He said) he had met the famous actor)



●彼はその有名な俳優に会ったと言ったが、それは真実だ。







以上、全ての関係代名詞の節は形容詞節である　∵先行詞を修飾する









 17.1.
 4
 関係代名
 詞
 what



先行詞をその中に含んでおり、名詞節を作る。



Please order
 what
 you like
 .
 　



●あなたの好きなものを注文してください。



(wha
 t＝
 anything that
 )
 　



＊
 tha
 t
 は関係代名
 詞(
 詳細
 は
 17.1.8 that
 (
 関係代名詞・関係副
 詞)
 が使われる場合を参
 照
 )









 17.1.
 5 wha
 t
 を含む慣用表現



What about
 going
 to Tokyo Sky Tree
 ?
 　



●東京スカイツリーに行くのはどうですか。



(what abou
 t＝
 how about)



What if
 it
 rains
 ?
 　●雨が降ったらどうなる？



(
 ＝
 What will happen i
 f～
 )



＊
 i
 f
 は条件なので未来の内容でも現在形



What if
 
 we
 ran
 out of fuel
 ?
 　　



●我々は燃料がなくなったらどうなる？



＊
 i
 f
 節の中は仮定
 法(
 仮定法の詳細
 は
 22
 .
 仮定法を参
 照
 )



I want to sell
 what
 
 CDs
 I can.



(what CDs I ca
 n＝
 all the CDs
 that I can)



●私はできるだけ
 の
 C
 D
 を売りたい。









 17.1.
 6
 関係副詞



where
 , when, wh
 y
 で始まる節であり、先行詞を修飾するので形容詞節



We went to the
 place
 where
 an old bomb had been found
 .
 　　



●我々は古い爆弾が見つかった場所へ行った。　＊先行詞が場所を示すの
 で
 wher
 e
 を使う



I have to tell my teacher the
 day
 
 when
 I will move
 .
 　



●私は先生に引っ越す日を伝えなければならない。＊先行詞が時を示すの
 で
 whe
 n
 を使う



He didn
 't tell the
 reason
 why
 he had told a lie
 .
 　



●彼はうそをついた理由を言わなかった。



＊先行詞
 が
 reaso
 n
 なの
 で
 wh
 y
 を使う









 17.1.
 7
 関係副詞の先行詞が無い場合



関係詞の中に先行詞が含まれると考えることもできる



This is
 where
 I met her
 .
 　



●ここが彼女と会った場所だ。



Sunday is
 when
 I feel sad
 .
 　



●日曜日は私が悲しく感じる日です。



That's
 why
 I like music
 .
 　



●それが私が音楽を好む理由です。



That's
 how
 the accidentoccurred
 .
 　



●そのようにその事故が起こったのです。









 17.1.8 that
 (
 関係代名詞・関係副
 詞)
 が使われる場合



(1
 )
 先行詞
 に
 the only, the ver
 y
 などの修飾語がついている場合



This is
 the very
 
 jacket
 that
 I have long wanted
 .
 　



●これがまさに私が長い間欲しがっていたジャケットだ。



(2
 )
 先行詞
 に
 all, every, no, an
 y
 などがついている場合



All
 the
 people
 
 that
 attended the meeting were very tired.



●そのミーティングに出席した全ての人はとても疲れていた。



She was satisfied with
 nothing
 (
 that
 ) he gave
 .
 　



●彼女は彼が与えたどんなものにも満足しなかった。



(3
 )
 先行詞
 が
 wh
 o
 の場合



Who that
 loves her can tell her a lie
 ?
 　



●彼女を愛している誰が、彼女にうそをつけるだろうか。













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



ネイティブ・スピーカーは大抵、
 先行詞と関係代名詞をくっつけて話す







We went to
 the place
 
 where
 / an old bomb had been found.



I have to tell my teacher
 /
 the day
 when
 I will move.



He didn
 't tell
 the reason
 
 why
 / he had told a lie.



このような感覚で認識するようにしておけば、
 リスニングやリーディングでネイティブ・スピーカーのスピードに対応できるようになる。



なお、慣れてくればこれらの文のチャンクはゼロとなる。



===================================













 18
 .
 比較







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



比較
 ＝人や物
 の2
 つ以上の様子を比べて表す。その際に用いられるのが形容詞や副詞。それらの形に
 は3
 種類あ
 る(
 原級・比較級・最上
 級
 )







ポイント
 ＝様々な構文があるので、例文を覚える



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 18.
 1
 比較級・最上級の作り方







 18.1.1
 e
 で終わる語



r, s
 t
 をつける　　



ex. white - whiter - whitest







 18.1.
 2
 短母音＋子音字で終わる語



子音字を重ね
 て
 er, es
 t
 をつける　　



ex.
 thin - thinner - thinnest







 18.1.
 3
 子音字
 ＋y
 で終わる語



y
 をi
 に変え
 て
 er, es
 t
 をつける　　



ex.
 easy - easier - easiest







 18.1.
 4
 形容詞
 ＋
 l
 y
 で終わる副詞



more, mos
 t
 をつける　　



ex.
 easily -more easily - most easily









 18.1.
 5 <18.1.1
 >
 ～<18.1.4
 >
 以外の短い語



er, es
 t
 をつける　　



ex.
 short - shorter - shortest







 18.1.6 <18.1.1
 >
 ～<18.1.4
 >
 以外の長い語



more, mos
 t
 をつける　　



ex.
 interesting - more interesting - most interesting









 18.
 2
 不規則な変化をする比較級・最上級







good
 (
 よ
 い
 )/ well
 (
 上手
 に
 )



→
 better→best



bad
 
 (
 悪
 い
 )/ badly
 (
 ひど
 く
 )/ ill
 (
 病気
 の
 )



→
 worse→worst



many
 
 (
 多数
 の
 )/ much
 (
 多量
 の
 )



→
 more→most



little
 
 (
 少量
 の
 )



→
 less→least



old
 
 (
 老いた、年上
 の
 )



→
 older/ elder→oldest/ eldest



late
 
 (
 遅い、遅
 く
 ),



①
 →later
 (
 後
 の[で
 ])→latest
 (
 最も遅く、最近
 の
 )



②
 →latter
 (
 後者
 の
 )→last
 (
 最後
 の
 )









far
 
 (
 遠い、遠
 く
 )



①
 →farther
 (
 より遠
 い
 )→farthest
 (
 最も遠
 い
 )



②
 →further
 (
 さら
 に
 )→furthest
 (
 最もかけ離れ
 た
 )







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



lat
 e
 →late
 r
 →lates
 t
 ＝時間的に遅い場合



lat
 e
 →latte
 r
 →las
 t
 ＝順番的に遅い場合







fa
 r
 →farthe
 r
 →farthes
 t
 ＝距離的に遠い場合



fa
 r
 →furthe
 r
 →furthes
 t
 ＝程度的に遠い場合



==================================
 =









 18.
 3
 比較を表す表現







>
 >
 「彼が会社
 で1
 番親切だ
 」
 <<







(1
 )
 比較級



He is
 kinder than any other
 employee in the company. /
 No
 employee in the company is
 kinder than
 him.



●彼は会社で他のどの従業員よりも親切
 だ/
 会社のどの従業員も彼より親切ではない。



(2
 )
 最上級



He is
 the kindest
 employee in the company. / He is
 the kindest
 of all the employees in the company
 .
 　●彼は会社で最も親切な従業員
 だ/
 彼は会社の全ての従業員の中で最も親切だ。　



(3
 )
 原級



No
 employee in the company is
 as
 [
 so
 ] kind
 as
 him
 .
 　●会社のどの従業員も彼ほど親切ではない。









 18.
 4
 比較級・最上級
 で
 th
 e
 がつく場合







形容詞の比較級、最上級で
 限定用法
 の場合である。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 叙述用法・限定用法<<







叙述用法
 ＝
 He is rich
 .
 　



●彼は金持ちだ。＊彼の状態を叙
 述(
 描
 写)
 している



限定用法
 ＝
 He is a rich man
 .
 　
 ＊
 ric
 h
 が名
 詞
 ma
 n
 を限
 定(
 修
 飾)
 している　



●彼は金持ちの男だ。



名詞が特定されていない場合＝冠詞
 のa
 がつ
 く(
 詳細は7
 .
 冠詞を参
 照
 )



名詞が特定されている場合＝冠詞
 の
 th
 e
 がつく



ex. He is the rich man whom I met yesterday
 .
 　



●彼は、私が昨日会った金持ちの男だ。









Mike is richer than Ken
 .
 　



●
 Mik
 eは
 Ke
 n
 より金持ちだ。



このような普通の比較表
 現(
 比較級
 ＋
 than
 )
 で
 はaも
 th
 e
 もつかない。



∵この場合の形容詞は
 叙述用法
 で
 Mike is rich
 .
 と同じ形であり、冠
 詞
 ( a, the
 )
 が入る余地はな
 い(
 冠詞は名詞につくが、この文に
 は
 rich ma
 n
 のような名詞が存在しな
 い
 )



==================================
 =









 18.4.
 1
 比較級
 で
 th
 e
 がつく場合



Mike is
 the richer of the two
 .
 　



●
 Mik
 eは2
 人のうちで、より金持ちだ。



＊
 2
 人を比較する場
 合
 th
 e
 がつく。



∵
 2
 人を比較する場合形容詞は
 限定用法
 とな
 り
 riche
 rが
 ma
 n
 を限
 定(
 修
 飾)
 してい
 る(
 もっと
 も
 ma
 n
 は省略されている
 が)
 。
 定冠
 詞
 th
 e
 は特定された名詞につく
 のであり、
 より金持ちなの
 は
 Mike( man
 )
 に特定
 されている。



cf. I met a richer man than Mike yesterday
 .
 　



●私は昨
 日
 Mik
 e
 よりも金持ちの男性に会った。
 ＊
 ma
 n
 は不特定なので不定冠
 詞a
 がつく









 18.4.
 2
 最上級
 で
 th
 e
 がつく場合



John is
 the richest
 of the three
 .
 　



●
 Joh
 n
 はそ
 の3
 人の中で最も金持ちだ。



∵この場合の形容詞は
 限定用法
 で
 riches
 tが
 ma
 n
 を限
 定(
 修
 飾)
 してい
 る(
 もっと
 も
 ma
 n
 は省略されている
 が)
 。そして最も金持ちなの
 は
 Joh
 n
 に特定されている。それゆえ定冠
 詞
 th
 e
 がつく。









☆
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>
 >
 比較の慣用表現
 で
 th
 e
 がつく場
 合
 <<







<1>



The older
 peoplegrow,
 the weaker
 our memory becomes
 .
 　



●人は年をとればとるほど記憶がますます弱くなる。



＊
 th
 e
 ＋比較
 級
 , th
 e
 ＋比較級＝～すればするほど、ますます～だ



<2>



She got
 all the more
 angry
 because
 she felt much stress
 .
 　



●彼女は大きなストレスを感じたからなおさら腹を立てた。



I love her
 all the better
 
 for
 her faults
 .
 　



●私は彼女に欠点があるからなおさら愛している。









＊副詞の最上級
 に
 th
 e
 をつけることは可能



Mike can run
 fastest
 of us all.



＝
 Mike can run
 the fastest
 of us all.



●
 Mik
 e
 は我々全員の中で最も速く走れる。



＊
 fastes
 t
 が修飾するの
 は
 run
 (
 動
 詞)
 であって名詞ではなく、定冠
 詞
 (the
 )
 が入る余地はな
 い
 (th
 e
 が修飾すべき名詞が存在しない
 。)
 よって通例、副詞の最上級に
 は
 th
 e
 がつかない。しかし、「最も速く」を強調する意味
 で
 th
 e
 がつくこともある。



==================================
 =









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 わかりにくい比較表現-1-<<







He had
 no more than
 one book.



●彼は本
 を1
 冊しか持っていなかった
 。(＝
 only)



He had
 no less than
 one hundred books
 .
 　



●彼
 は
 10
 0
 冊も本を持っていた
 。(＝
 as many as)







＊
 more than, less tha
 n
 の訳は一般には「～以上」「～以下」だが厳密には誤り。∵
 「1
 人以上」
 ＝1
 人また
 は2
 人
 、3
 人・・・。しかし
 、
 more than one perso
 n＝1
 人よりも多い、すなわ
 ち2
 人以上。以下
 と
 less tha
 n
 についても同様
 。
 ex. There were more than one person in the room
 .
 　一般的な和訳では「その部屋に
 は1
 人以上の人がいた」となるが厳密な訳は
 「2
 人以上いた」である
 。
 C
 M
 法によれば
 「1
 人よりも多くの人がいた」である。









＊
 no more than/ no less tha
 n
 は熟語として覚えてしまってもよい
 が
 C
 M
 法によると次のようになる。



He had no
 / more than one book.



彼は全く持っていな
 い
 /
 1
 冊の本よりも多くを



＊
 「1
 冊よりも多くを持っている状態、つま
 り2
 冊以上を持っている状態」を強く否定してい
 る
 (n
 oは
 no
 t
 よりも強い否
 定
 )



===================================









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 わかりにくい比較表現-2-<<







He had
 not more than
 ten books.



●彼はせいぜ
 い
 1
 0
 冊の本しか持っていなかった
 。(＝
 at most)



◎彼
 は
 1
 0
 冊の本よりも多くは持っていなかった。



He had
 not less than
 fifty books.



●彼は少なくと
 も
 5
 0
 冊の本を持っている
 。(＝
 at least)



◎彼
 は
 5
 0
 冊の本よりも少なく持っているわけではなかった。







A whale is
 no more
 a fish
 than
 a horse is.



●鯨が魚でないのは馬がそうでないのと同じだ。



◎馬が魚であるよりももっと、鯨が魚であるということは決してない



＊
 A whale is more a fish than a horse is (a fish
 )を
 n
 o
 によって強く否定していると考えられる



A whale is
 no less
 a mammal
 than
 a horse is.



●鯨が哺乳類であるのは馬がそうであるのと同じだ。



===================================









 18.
 5
 原級を使った表現







 18.5.1 a
 s
 ～as possible/ can/ ever / any
 (
 できるだ
 け/
 相変わらず
 ～/
 どれにも劣ら
 ず
 )



He studies
 as
 hard
 as possible
 .



＝
 He studies
 as
 hard
 as
 he
 can
 .



●彼はできるだけ一生懸命勉強する。



He studies
 as
 hard
 as ever
 .
 　



●彼は相変わらず一生懸命勉強する。◎彼は今までと同様一生懸命勉強する



He is
 as
 hardworking
 as any
 .
 　



●彼は誰にも負けないほど勤勉だ。









 18.5.2 not so muc
 h～
 a
 s…(
 ～よりもむしろ
 …
 )



I do
 n't so much
 like her
 as
 love her
 .
 　



●私は彼女を好き
 というよりもむしろ愛している。



He is
 not so much
 a scholar
 as
 a journalist
 .
 　



●彼は学者よりもむしろジャーナリストだ。









 18.5.3 not so much a
 s～(
 ～さえしな
 い
 )
 (＝
 not even)



She does
 n't so much as
 say hello
 .
 　



●彼女はこんにちはさえ言わない。







 18.5.
 4
 何倍かを表す



He has
 five times as
 much money
 as
 I do
 .
 　



●彼は私より
 も5
 倍多くの金を持っている。



cf.
 2
 倍
 ＝
 twice













☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 何倍かを表す<<







This car is
 half as
 
 heavy
 
 as
 that one
 .
 　



●この車はあれの半分の重さだ。



This car is
 three times as
 
 heavy
 
 as
 that one.



＝
 This car is
 three times
 the weight
 of that one
 .
 　



●この車はあれより
 も3
 倍重い。



＊このよう
 に
 weight
 (
 重
 さ)、
 length
 (
 長
 さ)、
 height
 (
 高
 さ)、
 depth
 (
 深
 さ)、
 size
 (
 大きさ、体
 積)
 などの名詞を使って「何倍か」を表すこともできる



This bag is
 a [one] quarter as
 
 large
 
 as
 that one.



＝
 This bag is
 a [one] quarter
 
 the size
 of that one
 .
 　



●このバッグはあれ
 の4
 分
 の1
 の大きさだ。



===================================









 18.
 6
 比較級を使った表現







 18.6.1 mor
 e
 ～tha
 n
 …
 (
 …よりむしろ
 ～
 )
 (
 ＝
 ～
 rather tha
 n
 …
 ＝
 not so muc
 h…
 a
 s～
 )



He is
 more
 like a journalist
 than
 a scholar.



＝
 He is like a journalist
 rather than
 a scholar.



＝
 He is
 not so much
 like a scholar
 as
 a journalist
 .
 　



●彼はジャーナリストよりもむしろ学者だ。









 18.6.2 tha
 n
 の代わり
 に
 t
 o
 を使う場合



She is four years
 junior to
 [younger than] him.



＝
 She is
 junior to
 [younger than] him
 by
 four years
 .
 　



●彼女は彼よ
 り4
 歳年下だ。　



cf. senior t
 o
 ～「～より年上」



Her smart phone is
 superior[inferior]to
 his
 .
 　



●彼女のスマートフォンは彼のものより優れている
 
 [
 劣ってい
 る]
 。



I
 prefer
 cars
 to
 bikes
 .
 　



●私はオートバイより車のほうが好きだ。







 18.6.
 3
 比較級
 ＋
 an
 d
 ＋比較級



It
 's getting
 darker and darker
 .
 　　



●ますます暗くなっている。









 18.
 7
 最上級を使った表現







This is
 deepest
 in the pond
 .
 　



●その池でここが最も深い。



＊形容
 詞
 deepes
 t
 は叙述表現であり、形容すべき名詞は存在せず冠詞が入る余地はない



(
 ＝
 This is the deepest point in the pond.)



She was
 most sad
 yesterday
 .
 　



●彼女は昨日非常に悲しかった
 。(＝
 very sad)



＊最上級の意味ではな
 い(
 「絶対最上級」とい
 う)
 。最上級を作るときに本
 来
 est (st
 )
 をつける語であっても絶対最上級の場合
 は
 mos
 t
 を使
 う
 ( cf. She was saddest yesterday
 .
 ●彼女は昨日最も悲しかった
 。
 )



Japan is
 the third most
 
 powerful
 country in the world
 .
 　



●日本は世界
 で3
 番目に強力な国だ。



＊
 「2
 番目に～な…」
 ＝
 the secon
 d
 ＋形容詞の最上級＋名詞の単数形









at (the) best
 
 (
 良くても、せいぜ
 い)
 　



at (the) most
 
 (
 多くても、せいぜ
 い
 )



at (the) least
 
 (
 少なくと
 も
 )



at the latest
 
 (
 遅くて
 も
 )



no
 t
 ～in the least
 (
 少しも～な
 い
 )



to say the least ( of it )
 
 (
 少なくとも言えるのは、控えめに言って
 も
 )



for the most part
 
 (
 大部
 分
 )



to the best of my knowledge
 
 (＝
 as far as I know)
 (
 私の知る限りで
 は
 )



make the best o
 f～(
 ～を精一杯利用す
 る
 )



make the most o
 f～(
 ～を最大限利用す
 る
 )









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> make the best of
 <<







通例、不十分・不満足なものの場合に用いられる



We have to make the best of this bad situation
 .
 　



●我々はこの悪い状況を最大限活用しなければならない。



◎我々は悪い状況の中から最良のものを作らなければならない



cf. Let
 's
 make the
 most
 of
 the holiday
 .
 　



●その休日を最大限活用しよ
 う(
 楽しも
 う)
 。



==================================
 =









 18.
 8
 比較表現を強める語句







 18.8.
 1
 比較級を強める語句



much
 / far
 (
 はるか
 に
 ), even
 (
 さら
 に)
 など



I am
 much [far]
 healthier
 than before
 .
 　



●私は以前よりもはるかに健康だ。



Even
 
 more
 importantly, he has the qualification for the job.



●さらに重要なことは、彼がその仕事の資格を持っているということだ。







many more
 / much more
 (
 はるかに多く
 の
 )



ex.



many more book
 s
 　●はるかに多くの本　　



much more wate
 r
 　●はるかに多くの水



＊後に置かれる名詞が可算か不可算かによっ
 て
 many, muc
 h
 が使い分けられる









 18.8.
 2
 最上級を強める語句



much
 / by far
 (
 断然、ずばぬけ
 て
 ), very
 (
 まさ
 に
 )



He is
 much [by far]
 the
 tallest
 in the class
 .
 　



●彼はそのクラスでずばぬけ
 て(
 一
 番)
 背が高い。



This is the
 very
 best
 watch which I have long been looking for.



●これが、私が長いこと探していた、まさに最良の腕時計だ。

































































 19
 .
 不定詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



不定詞
 ＝
 「
 t
 o
 不定
 詞(
 原形動
 詞)
 」と「原形不定詞」







t
 o
 不定詞
 ＝3
 つの用法があり、主語、目的語、補語の働きをする



＊
 t
 o
 と結合する原形動詞が意味するのは「これから行うこと」が多い



∵
 t
 oの
 C
 M
 ＝「～へ」であり、「これから～へ向かう」ニュアンスがある



原形不定詞
 ＝使役動詞、知覚動詞の補語になる







ポイント
 ＝用語の名前を覚えるよりも、文の意味がとらえられること。熟語・慣用句になっているものも多く、文法的な説明よりも使用方法をそのまま覚えてしまうのがよい。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 19.1 t
 o
 不定詞







 19.1.
 1
 名詞用法



To
 walk
 isgood exercise
 .　<
 主
 語
 >






 ●歩くことは良い運動だ。



＊
 Waking i
 s
 ～のほうが圧倒的に一般的。



Promise not
 to tell
 a lie
 .　<
 目的
 語
 >






 ●うそをつかないことを約束しなさい。



Your job is to clean the house while I
 'm out
 .　<
 補
 語
 >



●君
 の仕事は私が外出している間に家を掃除することだ。







 19.1.
 2
 形容詞用法
 (
 名詞を修飾す
 る
 )



I have
 nothing
 
 to talk
 about at the moment
 .
 　



●現在のところお話しすることは何もありません。









 19.1.
 3
 副詞用法
 (
 目的、原因、理由、結果などを表
 す
 )



She went to America
 to study
 English.
 <
 目
 的
 >



●彼女は英語を学ぶためにアメリカに行った。



He is genius
 to solve
 theproblem.
 <
 理
 由
 >



●彼はその問題を解決するなんて天才だ。



They were
 starved to
 death.
 <
 結
 果
 >



●彼らは飢えて死んだ。









He is not
 smart
 
 enough to
 understand the book
 .
 　



●彼はその本を理解できるほど賢くない。



CH: He is not smart enough/ to understand the book.



◎彼は十分賢くな
 い/
 その本を理解するのに



＝
 He is not
 so
 smart
 as to
 understand the book.



＝
 He is not
 so
 smart
 that
 he can understand the book.



CH: He is not
 / so smart that he can understand the book.



◎彼は～ではな
 い/
 とても賢くてその本が理解できる　



＊実際
 にはチャンクはゼロで最初から最後まで一気に認識される。その場
 合
 no
 t
 の意識が向けられているの
 は
 so smar
 t
 だけでな
 く
 can understan
 d
 も含まれるだろう。つまり意識の中は「とても賢いわけではないの
 で
 he can
 not
 understand
 (
 理解できな
 い)
 」である。



＊このように話者の意識を重視しているため表現がわかりにくくなっているものは他にもある
 。
 ex. There is no rule but has exceptions.
 (
 例外のない規則はない
 。)
 　単純に考えると次のような意味であろう。「規則は何もない。しか
 し(
 その規則
 は)
 例外を持っている。」。しかし、話者の意識の中に大前提として存在するのは「世の中に規則は必ず存在している」である。それを十分認識した上
 で
 no rul
 e
 と言うのだから、「規則は何もない」は次に続
 く
 but has exception
 s
 とセットで「○○な規則は何もない」という意味だと予測できる
 。(
 ＊このようなわかりにくい表現はこれくらいしかない。そのまま覚えておけば足りる
 。
 )









He worked hard
 so as to
 [
 in order to
 ] get the promotion.



◎彼は昇進するために懸命に働いた。



＝
 He worked hard
 so that
 he
 might
 get the promotion.



She was
 too young
 
 to ride
 the roller coaster
 .
 　



●彼女は幼すぎてそのジェットコースターに乗れなかった。



CH: She was
 too
 young/
 to
 ride the roller coaster.



◎彼女は幼すぎ
 た/
 そのジェットコースターに乗るには



＝
 She was
 so
 young
 that
 she
 couldn't
 ride the roller coaster.



You
 are to finish
 the job by noon.



●君は正午までにその仕事を終えなければならない。



＊
 b
 e＋
 t
 o
 ＋原形動詞＝予定・義務・可能・運命などを表す









Not a person
 was to be found
 .
 　



●
 1
 人も発見できなかった。



＊受動態の不定詞は「可能」が通例









☆ハイレベル☆



===================================



>> t
 o
 不定詞が条件・仮定を意味する場合<<







To
 meet
 her in person, you'll understand her smartness.



＝
 If you meet her in person
 ,
 ～



●彼女に実際に会えば、彼女の頭の良さがわかるだろう。



===================================







＊慣用表現として覚えればよいもの



To do her justice
 , she is poor at cooking
 .
 　



●公平に言って、彼女は料理が下手だ。



To tell (you) the truth
 (
 本当のことを言う
 と)
 　



strange to say
 
 (
 妙なこと
 に
 )

















 19.
 2
 原形不定詞







 19.2.
 1
 知覚動詞＋目的語＋原形不定詞



知覚動詞
 ＝
 see, hear, look at, listen to, watch, feel



She stood up
 looking at
 
 pedestrians walk
 outdoors.



●彼女は、歩行者たちが外を歩くのを見ながら立ち上がった。







 19.2.
 2
 使役動詞＋目的語＋原形不定詞



使役動詞
 ＝
 have, make, let, help



Her advice
 helped me finish
 my paper
 .
 　



●彼女の助言が私の論文を仕上げるのに役立った。









 19.2.
 3
 受動態のとき原形不定詞
 は
 t
 o
 不定詞になる



The door bell
 was heard to
 ring.



＝
 We
 heard the door bell ring
 .



●ドアベルが鳴るのが聞こえた。







＊慣用表現として覚えればよいもの



cannot (help) bu
 t
 ＋原形不定詞＝～せざるを得な
 い(＝
 cannot hel
 p
 ～ing)



ex.
 I cannot (help) but laugh at his joke.
 (＝
 cannot help laughing a
 t～
 )



●私は彼のジョークに笑わずにはいられない。









 19.
 3
 完了形不定詞の時制







t
 o
 ＋原形動詞は文の時制と同じ時を、完了形不定
 詞
 (to hav
 e
 ＋過去分
 詞)
 は文の時制
 の1
 つ前の時制を表す







She
 seems to
 understand
 the meaning
 .
 　



●彼女はその意味を理解しているように見える。



＝
 It seems
 that she
 understands
 the meaning.



She
 seemed to
 
 understand
 the meaning
 .
 　



●彼女はその意味を理解しているように見えた。



＝
 It seemed
 that she
 understood
 the meaning.



She
 seems to have understood
 the meaning
 .
 　



●彼女はその意味を理解していたように見える。



＝
 It seems
 that she
 understood
 the meaning
 .
 　



She
 seemed to have understood
 the meaning
 .
 　



●彼女はその意味を理解していたように見えた。



＝
 It seemed
 that she
 had understood
 the meaning.









＊
 hav
 e
 に関する理解
 は
 C
 M
 法が有意義であることは既に述べた
 。
 C
 M
 法によれば「完了形不定詞の表す時制が文の時制
 の1
 つ前であること」がわかりやすい



CH: She seems to have
 / understood the meaning.



◎
 (
 現在におい
 て)
 彼女は持っているように見える
 /
 その意味
 が(
 過去におい
 て)
 既に理解された状態を



CH: She seemed to have
 / understood the meaning.



◎
 (
 過去におい
 て)
 彼女は持っているように見えた
 /
 その意味
 が(
 大過去におい
 て)
 既に理解された状態を













 20
 .
 分詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



分詞
 ＝「現在分詞」と「過去分詞」







現在分詞
 ＝能動態で進行形の意味を表
 す(
 ～させる、してい
 る
 )



ex. developing countries
 (
 発展途上国◎発展している国
 々
 )







過去分詞
 ＝自動詞の場合、完了の意味を表
 し(
 ～してしまっ
 た)
 、他動詞の場合、受動態の意味を表
 す(
 ～され
 た
 )



ex1. developed countries
 (
 先進国◎発展した国
 々
 )
 <
 自動
 詞
 >



＊
 developed
 (
 形容詞「発展した」と考えることも可
 能(
 分詞形容
 詞
 ))



ex.2. prepared food
 (
 加工食品◎準備された食
 品
 )
 <
 他動
 詞
 >













ポイント
 ＝分詞は形容詞になっているものも多
 い(
 分詞形容
 詞)
 。例文
 の
 developing, developed, prepare
 d
 も形容詞でもあ
 る(
 形容詞と考えたほうがわかりやすいかもしれな
 い)
 。よって大切なのは、文法用語の名前にこだわることよりも、文の意味がとらえられることである。熟語・慣用句になっているものも多く、文法的な説明よりも使用方法をそのまま覚えてしまうのがよい。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 20.
 1
 分詞の位置







単独の場合、名詞の直前に置かれその名詞を修飾する。それ以外の場合、名詞の後に置かれその名詞を修飾する。また補語の位置に置かれることもある。







Take a look at the
 running
 man
 .
 　



●その走っている男を見てごらん。



Take a look at the
 man
 running
 along the river
 .
 　



●川沿いを走っている男をみてごらん。



He left
 her
 waiting
 outside in the rain
 .
 　



●彼は彼女を雨の中外で待たせた。









 20.
 2
 分詞の時制







単純形は文の時制と同じ時制を表し、完了形は文の時制
 の1
 つ前の時制を表す



When he came
 back, I was upstairs
 watching
 TV.



●
 彼が戻った時、私は上の階でテレビを見ていた。



＊どちらの節も同じ時
 制(
 過去時
 制
 )



Having taken
 advice from her, he could pass the exam.



●彼女のアドバイスをきいたから、彼はその試験に合格できた。



＊
 Havin
 g
 節＝大過去、主節＝過去



＝
 Since[Because, As] he had taken advice from her, he could pass the exam.













 20.
 3
 動詞
 (
 ＋目的
 語)
 ＋分詞







20.
 2
 で述べたのは節の中に分詞のみが存在する場合であ
 る(
 動詞は含まれていない
 。)
 　これから述べるのは節の中に「動詞
 (
 ＋目的
 語)
 ＋分詞」が存在する場合である。







 20.3.1 go shopping/ go fishin
 g
 な
 ど(
 後に続く前置詞に注
 意
 )



He
 went shopping
 at
 the supermarket
 .
 　



●彼はそのスーパーに買い物に行った。



＝
 He went
 to
 the supermarket to shop.



They
 went skiing
 in
 Hokkaido
 .
 　



●彼らは北海道にスキーに行った。



＝
 They went
 to
 Hokkaido to ski.









 20.3.
 2 get, keep, sit, stan
 d
 ＋分詞



Let
 's
 get going
 .
 　



●出発しよう。



She
 kept singing
 far into the night
 .
 　



●彼女は夜更けまで歌い続けた。　



cf
 .
 強調する場
 合
 keep
 o
 n
 ～
 ing



She
 sat surrounded
 by her dogs
 .
 　



●彼女は彼女の犬たちに囲まれて座っていた。







 20.3.
 3
 知覚動詞＋目的語＋分詞



I
 heard
 her
 singing
 downstairs
 .
 　



●階下で彼女が歌っているのが聞こえた。



cf. I heard her sing
 .
 　



●
 彼女が歌うのが聞こえた。



＊分詞だ
 と
 in
 g
 形のために「進行中」のニュアンスとなる



I smelled meat grilled
 .
 　



●肉が焼かれるのがにおった。













 20.3.
 4
 他動詞＋目的語＋分
 詞(
 他動詞
 ＝
 have, make, get, keep, leave, want, lik
 e
 な
 ど
 )



I
 got
 the machine
 running [going]
 by pressing the green button
 .
 　



●緑色のボタンを押すことによって、その機械を始動させた。



◎(
 今まで動いていなかった
 が)
 緑色のボタンを押すことによって動いている機械を得た。



cf 1
 .
 こ
 の
 ge
 t
 は使役動詞と考えることもできる。



cf 2. I
 got
 him
 to finish
 the job
 .
 　



●
 (
 説得し
 て)
 彼にその仕事終えさせた
 。(
 ＊一般的ではない。一般的には例えば
 、
 I persuaded him t
 o
 ～であろう
 。
 )









Have I
 made
 myself
 understood
 in German
 ?
 　



●ドイツ語で私の言った事がご理解頂けましたか。



◎私はドイツ語で理解された状態の私自身を作りましたか。



＝
 Have I made myself clear in German
 ?
 　●ドイツ語でご理解頂けましたか。



I
 had
 my hair
 cut
 .
 　



●
 髪を切ってもらった
 。(＊
 cu
 t
 は過去分
 詞
 )









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 強調語として使われる現在分詞＋形容詞<<







She is
 soaking wet [dripping wet
 ]
 .
 　



●彼女はびしょぬれだ。



It's
 freezing cold
 out there
 .
 　



●外は凍るように寒い。



It's
 burning hot
 . / It's
 scorching hot
 .
 　



●焼けるように暑い。



直後の形容詞の意味を強める。よって副詞的な役割を果たしているといえる。現
 に
 soakin
 gと
 drippin
 g
 は副詞でもあるので副詞と考えてもよい。ただ、freezing, burning, scorchin
 g
 に副詞はな
 い(
 それらの副詞
 は
 freezingly, burningly, scorchingly
 )
 。



＊文法的な理解が難しいので「ハイレベル」とした。しかし、必ずしも理解する必要はない。これらは実際に
 よく使われる表現
 である。とすれば、ネイティブ・スピーカーと同じく、文法的理解よりも表現を
 そのまま覚えておくことが大事であり、それで足りる
 。



===================================













 20.
 4
 分詞構文







分詞を使って句にしたものであり、文に情報を副詞的に付け加える







Coming
 into the living room, I found the burglar.



<
 時
 >



＝
 When I came into the living room, I found the burglar.



●居間に行った時強盗を見つけた。



I came into my room,
 turning
 on the air conditioner
 .　<
 動作の連
 続
 >



＝
 I came into my room, and turned on the air conditioner.



●私は部屋に入ってエアコンのスイッチを入れた。









Not
 knowing
 it, I couldn't answer to her question
 .　<
 理
 由
 >



＝
 Because I didn't know it, I couldn't answer to her question.



＊
 no
 t
 は分詞の前に置く



●私はそれを知らなかったので、彼女の質問に答えられなかった。



Being
 very sleepy, I continued to read the book
 .　<
 譲
 歩
 >



＝
 Though I was very sleepy, I continued to read the book.



＊
 Bein
 g
 は省略されることが多い



●とても眠かったがその本を読み続けた。



When my mother came back, I was downstairs reading a book
 .　<
 付帯状
 況
 >



●母が戻って来た時私は階下にいて本を読んでいた
 。



＊接続詞を使って書きかえるのは困難









Training
 hard, you will passthe test
 .　<
 条
 件
 >



＝
 If you train hard, you will passthe test.



●懸命に練習すれば君はそのテストに合格するだろう。



＊「条件」での用法はまれ









 20.
 5
 接続詞が分詞の前に残されている場
 合(
 分詞の意味が明瞭にな
 る
 )







Whilewalking up the steep stairs, he passed out.



＝
 Whilehe was walking up the steep stairs
 ,
 ～



●急な階段をのぼっているとき彼は気を失った。



Though hit by her, I didn't get angry.



＝
 Though I was hit by her
 ,
 ～



●彼女にたたかれたが私は怒らなかった。









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 分詞構文の意味の強調<<







分詞の後
 に
 as I do, as it doe
 s
 などを置く



Training
 as I did
 , I succeeded in the test.



●トレーニングしたからこそ、私はそのテストに合格した。



Rude [Being rude]
 as he is
 , he is a nuisance.



●彼は無礼なので迷惑者である。



===================================

































 20.
 6
 独立分詞構文







分詞の主語が文の主語と異なる時、意味上の主語を分詞の前に置く







It being
 very hot,
 we
 kept on using the air conditioner.



(
 ＝
 Since it was very hot
 ,～
 )



●とても暑かったので、我々はエアコンを使い続けた。



Let'sgo to the park,
 weather
 permitting
 .



(
 ＝
 if the weather permits
 ,～
 )



●天気が許すな
 ら(
 よけれ
 ば)
 公園に行こう。



All things considered
 ,
 we
 should take the train.



(
 ＝
 When all things are considered
 ,～
 )



●全てを考慮すると、我々は電車を利用すべきだ。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



weather permitting, all things considere
 d
 は



慣用句としてそのまま覚えておけば足りる



===================================







＊
 wit
 h
 が独立分詞構文の前に置かれる場
 合
 (wit
 h
 構文とも呼ばれ
 る
 )



I went shopping
 with
 
 her
 
 waiting
 at the station.



●私は彼女を駅で待たせたまま買い物に行った。



＊
 he
 rと
 waitin
 g
 が主語と述語の関
 係
 ( she was waiting)



I went swimming
 with
 my
 TV
 
 turned
 on.



●テレビをつけたまま泳ぎに行った。



＊
 my T
 Vと
 turned o
 n
 が主語と述語の関
 係
 ( my TV had been turned on)









 20.
 7
 慣用的独立分詞構文



分詞の主語が文の主語と異なる時でも一般的なものは省略する







Generally speaking
 ,
 becoming a doctor
 is difficult. ( If
 we
 speak generally
 ,～
 )



●一般的に言って、医者になるのは難しい。



broadly speakin
 g～(
 おおざっぱに言え
 ば
 )



strictly speakin
 g～(
 厳密に言え
 ば)
 、



frankly speakin
 g～(
 率直に言え
 ば
 )



speaking
 [talking] o
 f～(
 ～と言え
 ば)
 、



judging fro
 m～(
 ～から判断する
 と
 )



considerin
 g～(
 を考慮する
 と
 )



granted
 [granting] (that
 )
 ～



＝
 provided[providing] (that
 )
 ～



＝
 if
 (
 ～であるなら
 ば
 )



＊これらは全て慣用句として覚えておけば足りる。













 21
 .
 動名詞







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



動名詞
 ＝意味は動詞に近いが、形が名詞である語。主語、目的語、補語になる。







Walking
 is fun
 .
 　



●歩くことは楽しい
 。<
 主
 語
 >



He likes
 walking
 .
 　



●彼は歩くことを好む
 。<
 目的
 語
 >



What he likes is
 walking
 .
 　



●彼が好きな事は歩くことだ
 。<
 補
 語
 >



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 21.
 1
 動名詞の意味上の主語







Thank you for
 your doing
 the laundry
 .
 　



●洗濯をしてくれてありがとう。



＊
 you
 rが
 doin
 g
 の意味上の主語



She is sure of
 his winning
 the game
 .
 　



●彼女は彼がその試合に勝つのを確信している。



＊
 hi
 sが
 winnin
 g
 の意味上の主語









 2
 1.
 2
 動名詞の時制







単純形の動名詞が表す時制は文の時制と同じであり、完了形の動名詞の表す時制は文の時制
 の1
 つ前である



She is ashamed of his
 being
 lazy.



＝
 She
 is
 ashamed that he
 is
 lazy
 .
 　



●彼女は彼が怠惰であることを恥じている。



She is ashamed of his
 having been
 lazy.



＝
 She
 is
 ashamed that he
 was
 lazy
 .
 　



●彼女は彼が怠惰であったことを恥じている。









 21.
 3
 動名詞のみを目的語にとる動詞







mind, enjoy, give up, avoid, finish, escape, put off, sto
 p
 など　



＊
 megafep
 s
 族と呼ばれる



I don
 't
 mind
 
 failing
 the exam
 .
 　



●その試験に落ちたことを気にしていない。



I
 stopped
 
 smoking
 .
 　



●喫煙するのをやめ
 た(
 禁煙し
 た)
 。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



これらの動詞は頻繁に使われるので、しばしば見たり聞いたりしているうちに
 、後
 に
 in
 g
 が続くことは自然に覚えられる



==================================
 =









 21.
 4
 目的語が「動名詞の時」と「不定詞の時」で意味が異なる動詞







remember, forget, try, regre
 t
 など



I
 remember
 
 sending
 the parcel
 .
 　



●その小包を送ったことを覚えている。



Remember to send
 the parcel
 .
 　



●その小包を送ることを覚えておいてください。



I
 regret
 
 buying
  this bag
 .
 　



●このかばんを買ったことを後悔している。



I
 regret
 
 to say
 that I can't attend the party
 .
 　



●残念ながらそのパーティに出席できない。



＝
 I regret that I can't attend the party.



＊
 次
 の2
 つの表現の方がくだけたもの
 。
 I regret to say this, but I can't attend the party. /I'm sorry to say that I can't attend the party.









cf
 .
 以上はすべて他動詞であった。次の場合
 、1
 文目は他動詞
 、2
 文目は自動詞である。







I
 stopped
 smoking
 .



●
 喫煙するのをやめた。



I
 stopped
 
 to check
 my cell phone
 .
 　



●携帯電話をチェックするために立ち止まった。







☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



動名詞
 の場合＝過去の事を意味する



不定詞
 の場合＝これからの事を意味する



＊
 t
 oの
 C
 M
 ＝
 ～(
 の方
 向)
 へ。「これから」のニュアンスがある。



==================================
 =









 21
 .5動名詞の過去性







remember, recall, recollect, admit, deny, regre
 t
 などの動詞の目的語になる場合、完了形の動名詞を使わず
 に(大)
 過去を表す



∵それらの動詞が意味するのは
 明らかに過去のことである



ただし、大過去であることを明示したい場
 合
 havin
 g
 ＋過去分詞を使う。



He
 admitted
 (to)
 stealing
 the bike.



●彼はその自転車を盗んだことを認めた。



He
 admitted
 having stolen
 the bike
 .
 　



●彼
 は(
 過去におい
 て)
 自転車を盗んだことを認めた。









 21
 .6動名詞の一般性







動名詞が意味するのは一般的意味
 、
 t
 o
 不定詞が意味するのは一時的意味と説明されることが多い。しかし、この区別は実際にはあまり気にしないでよい　∵使い分けが厳密ではない。



例えば、
 一般的意味として「多くの人達はジョギングをすることが好きである。」
 を
 Many people like jogging
 .
 と言うかといえばそうではない。「ジョギングが好き」の意味で
 “
 like joggin
 g
 ”ということはほとんどないようである。つまり、
 “
 like to jo
 g
 ”が一般的である。



　そして一時的意味としても、次のように
 “
 like to jo
 g
 ”となる。



I don
 't like
 to jog
 on muggy days.
 <
 一時
 的
 >



●蒸し暑い日にジョギングするのは好きではない。



なお
 “
 like joggin
 g
 ”は、次のように「ジョギングのよう
 に(な)
 」という意味で使われる。



Activities
 such asjogging issaid tobe beneficial for people'shealth.
 (
 ジョギングのような活動は健康によいと言われてい
 る)
 。









 21
 .7受動態の意味を持つ動名詞







want, need, stand, bear, wort
 h
 の目的語となる動名詞







The TV
 wants
 
 fixing
 .



(
 ＝
 The TV needs to be fixed.
 )
 　



●そのテレビは修理される必要がある。



This cloth didn't
 stand [bear]
 washing
 .



(
 ＝
 ～
 stand [bear] to be washed.)



●この布は洗濯に耐えられなかった。



Mt. Fuji is
 worth
 
 climbing
 .
 　



●富士山は登る価値がある。









 21.8動名詞を含む慣用表現







 21.8.
 1
 動名詞が前置
 詞
 t
 o
 の目的語になる場合



I am
 looking forward to
 
 seeing
 you
 .
 　



●お会いするのを楽しみにしています。



When it comes to
 eating
 out, I often go to a yakiniku restaurant.



●外で食べることと言えば、しばしば焼き肉屋に行きます。



She went to the US
 with a view to
 
 improving
 her English ability.



●彼女は英語能力をのばす目的で米国
 に行った。



＊
 次の表現の方が一般的
 。
 She went to the US hoping to improve her English ability.



I
 
 am used to [accustomedto]
 using
 the computer
 .
 　



●そのコンピューターを使うことに慣れていない。



cf. I
 used to
 
 use
 the computer
 .
 　



●そのコンピューターをよく使ったものだった。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> What do you say to
 
 ～
 ing<<







　
 What do you say t
 o～
 ?は
 、
 How about [What about
 ]～?
 と並んで、「
 ～(
 する
 の)
 はどうですか。」と勧誘の表現として習うのが一般である。しかし、実際に
 は
 What do you say t
 o～?
 は勧誘の意味ではほとんど使われないようである。



よく使われるのは「どう考えるか。」と尋ねる場合のようである。
 このこと
 は
 CM
 (
 ＝～についてあなたはどう言う
 か
 )から考えれば納得できる。



ex. Many people have said that you are a violent person. What do you say to that?
 
 ●多くの人達が、あなたは暴力的な人間だと言っている。あなたはそれについてどう考えるか。



==================================
 =









 21.8.
 2
 動名詞が時を表す前置詞(in, on)の目的語になる場合



Be careful
 in
 
 driving
 a car.



●車を運転するときは注意深くしなさい。



C
 M
 ＝車を運転する中では注意深い状態であれ



＊
 次
 の2
 つの表現の方が一般的
 。
 Be careful while driving a car. /Be careful when you drive a car..



On
 
 getting
 home, I switched on my TV.



●家に着いたらすぐにテレビのスイッチを入れた。



C
 M
 ＝家についた状態の上にのったとき



＊
 As soon as
 I got home
 ,
 ～の方が一般的









 21.8.
 3
 動名詞が主語になる場合



It is no use
 studying
 hard right before the exam.



(
 ＝It is useless [ of no use]
 to study hard
 
 ～
 )



●試験の直前で懸命に勉強することは無駄である。



There is no learning
 English in one day.



(
 ＝
 It is impossible to learn Englis
 h～
 )



●
 1
 日で英語を学習するのは不可能だ。



＊
 次
 の3
 つの表現の方が一般的
 。
 It is impossible to learn Englis
 h～
 / You cannot learn Englis
 h～
 / There is no way to learn Englis
 h
 ～









 21.8.
 4
 動名詞が前置詞や形容詞の目的語になる場合



I feel
 like
 
 walking
 home tonight.



(
 ＝
 I feel inclined to walk home tonight.)



●今夜は歩いて帰りたい気分だ。



It goes without saying
 that he is the best swimmer in our school.



(
 It is needless to say
 tha
 t～
 )



●彼が学校
 で1
 番水泳がうまいことは言うまでもない。



Mt. Fuji is
 worth
 
 climbing
 .
 　



●富士山は登るに値する。









☆ハイレベル☆



===================================



>> wort
 h
 の言い換え<<







Mt. Fuji is
 worth
 climbing
 .
 　



●富士山は登るに値する。



この文の用法だけ覚えておけば足りる
 。
 wort
 h
 は前置詞とも形容詞とも考えられる。一応、以下に言い換えたもの
 を4
 つ記しておく。なお文法的説明には諸説ある。







<1>It is worth climbing Mt. Fuji
 .
 　



●富士山に登ることは価値がある。



＊
 I
 t
 ＝特に意味がな
 い
 (ex.
 It
 is 6 o'clock.
 )、
 wort
 h
 ＝価値があ
 る(
 形容詞または前置
 詞
 )



cf. I
 t＝
 climbing Mt. Fuj
 i
 と考えることも可能。しかしそうする
 と
 t
 o
 不定詞への書き換えも可能になるは
 ず
 (ex.Itis fun teaching small childre
 n＝
 It is fun to teach small children.)しか
 し
 It is worth to clim
 b
 ～のような形はない
 。
 wort
 h
 の直後に
 は
 t
 o
 ＋原形動詞はなじまず名詞・動名詞がなじむ。それゆえ
 、
 to clim
 b
 への書き換えができない以
 上
 I
 t＝
 climbing Mt. Fuj
 i
 とは考えないほうがよいのではないか。









<2>
 It is worth while climbing Mt. Fuji [to climb Mt. Fuji]
 .
 　



●富士山に登ることは時
 間(
 をかけ
 る)
 に値する。



＊
 I
 t＝
 climbing Mt. Fuji [to climb Mt. Fuji
 ]、
 whil
 e
 ＝名
 詞(
 「時間
 」)、
 wort
 h
 ＝前置詞
 、
 worth whil
 e
 ＝時
 間(
 をかけ
 る)
 に値する







<3>It is worthwhile to climb Mt. Fuji [climbing Mt. Fuji]
 .
 　



●富士山に登ることは時間をかけるに値する。



＊
 I
 t＝
 to climb Mt. Fuji [climbing Mt. Fuji
 ]、
 worthwhil
 e
 ＝形容詞
 (
 「時間をかけるに値する
 」
 )







<4>Climbing Mt. Fuji is worthwhile [worth the time]
 .
 　



●富士山に登ることは時間をかけるに値す
 る[
 時間に値す
 る]
 。



===================================













 22
 .
 仮定法







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



仮定法
 ＝事実と反対のことや実現の見込みのないことを表す



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 22.
 1
 仮定法過去







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



仮定法過去
 ＝現在の事実と反対のことを表す



＊
 仮定法「過去」と呼ぶ理由は、下の公式の通
 り
 I
 f
 節内の動詞が過去形だから







公式
 ＝
 I
 f＋S
 ＋動詞の過去形
 ～
 ,
 S＋
 would [should, could, might
 ]
 ＋原形動詞…



「もし～ならば…するだろ
 う[
 することができるだろう、するかもしれな
 い]
 」



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









If
 I
 were
 a man, I
 would become
 a kick boxer
 .
 　



＊
 b
 e
 動詞に関して、主語
 が1
 人称単数
 や3
 人称単数の場合、口語で
 は
 wa
 s
 を使うこともある



●もし男性だったらキックボクサーになるだろう。



＝
 Asa woman, I will not become a kick boxer
 .
 　
 <
 現在の事
 実
 >



●女性なので私はキックボクサーにならないだろう。



If
 I
 had
 a car, I
 could come
 there easily.



●もし車を持っているなら、そこに簡単に行けるだろうに。



＝
 As I don't have a car, I cannot come there easily
 .
 　
 <
 現在の事
 実
 >



●車を持っていないので、そこに簡単に行くことができない。









 22.
 2
 仮定法過去完了







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



仮定法過去完了
 ＝過去の事実と反対のことを表す



＊仮定法「過去完了」と呼ぶ理由は、下の公式の通
 り
 I
 f
 節内の動詞が過去完了
 形
 (ha
 d
 ＋過去分
 詞)
 だから







公式
 ＝
 I
 f＋S＋
 ha
 d
 ＋過去分詞
 ～
 ,



S
 ＋
 would [should, could, might] hav
 e
 ＋過去分詞…



「もし～していたら…しただろ
 う[
 することができただろう、したかもしれな
 い]
 」



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









If
 I
 had
 
 met
 you last year, we
 could have visited
 New York together.



●もし昨年知り合っていたら、一緒にニューヨークに行けただろうに。



◎もし昨年あなたに会った状態を持ったなら、一緒にニューヨークを訪れた状態を持つことができた。



＝
 Since I didn't meet you last year, we couldn't visit New York together
 .　<
 過去の事
 実
 >



●昨年あなたと知り合わなかったので、一緒にニューヨークに行くことはできなかった。









 22.
 3
 仮定法未来







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



仮定法未来
 ＝未来において実現の可能性の小さいことを表す







公式
 ＝
 I
 f＋S＋
 should [were to
 ]
 ＋原形動詞
 ～
 ,



S
 ＋
 will [would, should, could, might, can, may, shall
 ]
 ＋原形動詞…



「万一～したら、…するだろ
 う[
 できるだろう、するかもしれな
 い]
 」



＊
 shoul
 d
 は実現不可能なことには使えない



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









If
 you
 should
 foresee accidents, the number of casualties
 would
 decrease.



●もし事故を予想できるなら、負傷者の数は減るだろう。



If
 a big earthquake
 were to
 hit now, what
 would
 you do?



●万が一大きな地震が今起きたなら、君はどうする？









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 仮定法と直接法<<







　未来において実現の可能性が、ある程度存在する場合は仮定法未来ではなく直接法を使う。「明日、雨が降ったら彼とデートしない。」という場合、次のように直接法を使う。



If it
 rains
 tomorrow, I won't go out on a date with him.



∵「雨が降ること」は実現可能性が低いわけではなく、わざわざ仮定法を用い
 て「万一」などと話す必要が無い



ただし、既述の通り話者の意識によって表現は変化する。例えば、真夏で毎日晴天が続いており天気予報も『明日も晴れ』と予想しているような時に「万一明日雨ならば」という話をしているならば仮定法を用いることになるだろ
 う
 (If it should rain tomorrow, I will [would] not go out on a date with him.
 )
 。



==================================
 =







☆ハイレベル☆



===================================



☆ハイレベル☆







>> I
 f＋S＋
 shoul
 d
 の注意点<<







実現が全く不可能な場合は使えない。



∵
 shoul
 d
 のニュアンスに含まれるのは
 「(
 それが発生す
 る)
 可能性」。



よっ
 て
 I
 f
 節の中
 の
 shoul
 d
 が表すのは「実現の可能性が低いこと」
 。
 shoul
 d
 は仮定法以外でも頻繁に使用される。



You should go
 .
 　



●行くべき
 だ(
 行かない可能性もある
 が)
 。　



It should rain
 .
 　



●雨が降るかもしれな
 い(
 降らない可能性もある
 が)
 。









従って、次
 の2
 点が導かれ
 る(
 どちら
 も
 shoul
 d
 の一般化と言えよ
 う)
 。







(1
 )
 主節の助動詞が過去形にならない
 こともあ
 る(＊
 shoul
 d
 は使用範囲が広いので仮定法の公式がくずれ、仮定法を使わない普通の
 形(
 条
 件)
 が混入してきたのだろ
 う
 )



ex.
 If
 you
 should
 tell a lie to your mother, she
 will
 scold you.



●
 (
 将来において君がうそをつくことはまずないだろう
 が)
 もし君が母親にうそをついたら、彼女は君をしかるだろう。



cf. 1
 .
 仮定法
 過去
 ＝
 If you
 told
 a lie to your mother, she
 would
 scold you.
 ●(
 現在において実際には真実を話すだろう
 が)
 もし君が母親にうそをつくなら、彼女は君をしかるだろう。



cf. 2
 .
 仮定法
 現
 在
 (
 後
 述)＝
 If
 you
 tell
 a lie to your mother, she
 will
 scold you.
 
 ●もし君が母親にうそをつくなら、彼女は君をしかるだろう。









(2
 )
 主節が命令文になる
 こともあ
 る(
 ＊①と同様
 、
 shoul
 d
 の一般化であろう
 。
 )



ex.
 If
 you
 should
 have any question,
 ask
 him.



●万一質問があるなら、彼に聞きなさい。



===================================









 22.
 4
 仮定法現在







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



仮定法現在
 ＝現在・未来における仮定・想像・願望などを表す







cf
 .
 仮定法の過去・過去完了では「事実に反する」という明確な条件があり、仮定法未来にも「実現可能性が低い」というかなり明確な条件があったが、
 仮定法現在では「事実に反する」か否かまでの厳密さは要求されていな
 い
 (
 仮の話、想像や願望の話でよいのであ
 る
 )







i
 f
 節中の動詞が現在形だから「仮定法現在」と呼ぶのだろうが、呼び方は重要ではない。大切なのは用法である。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 22.4.
 1
 仮定または不確実な想像を表す場合



If
 he
 tells
 a lie to his mother, she will scold him
 .
 　



●もし彼が母親にうそをつくなら、彼女は彼をしかるだろう。



＊かつては原
 形
 (tell
 )
 を用いたが現代では直接法の現在
 形
 (tells
 )
 を用いるのが一般。よって
 、
 i
 f
 節は仮定法ではなく単なる条件節と考えることもできる。









 22.4.
 2
 動詞
 (
 勧告・要求・提案・助言などの意
 味)＋
 that



　
 demand, desire, request, insist, suggest, propose, advic
 e
 などの目的語とな
 る
 tha
 t
 節の中
 は
 (should
 )
 ＋原形動詞　



＊
 shoul
 d
 はイギリス英語でよく使われる



The police strongly
 requested
 that we
 (should) evacuate
 the building.



●警察は我々がそのビルから避難することを強く要求している。



He
 demanded
 thatI
 (should) discount
 the product.



●彼は私がその製品を値引くことを要求した。



＊これらの動詞は名詞形になった場合で
 も
 tha
 t
 節中
 は
 (should
 )
 ＋原形動詞である。



The police made a strong
 request
 that we
 (should) evacuate
 the building.



He made a
 demand
 thatI
 (should) discount
 the product.









 22.4.
 3It i
 s
 ＋形容
 詞(
 重要・必要・妥当などの意
 味)＋
 that



形容詞
 が
 important, necessary, essentia
 l
 などの場
 合
 tha
 t
 節の中
 は
 (should
 )
 ＋原形動詞



It is
 important
 that you
 (should) go
 to bed by two o'clock.



●
 2
 時までに寝るのが重要だ。



It is
 essential
 that you
 not sit up
 late at night for your health.



●健康のためには夜遅くまで起きていないことが不可欠だ。　



＊
 no
 t
 に違和感があるかもしれない
 が
 yo
 u
 の直後
 に
 shoul
 d
 を入れてみればわかりやすい









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> <
 22.4.2> <22.4.3
 >
 が仮定法現在と呼ばれる理由<<







話し手が聞き手に対して勧めたい事柄を提案するにしろ、重要だと伝えるにしろ、それは聞き手がまだその事柄を行っていないからである。それゆえ「～することを提案する」「～することは重要だ」と言っているのであり、「～する」というのは仮の話ないし想像の話なのである。
 事実に反することを述べているわけではない
 から仮定法の過去・過去完了を使わず、また
 実現可能性が低いことを述べているわけでもない
 から仮定法未来も使わない。あくまでも、仮の話なのであ
 る(
 事実として存在しているわけでもない
 から、直接法を使うこともできな
 い)
 。結局、仮定法現在を使うことになる。



他の仮定法のようにあえ
 て
 i
 f
 節を考えると次のようになるだろう。



If you haven't done it, I suggest that you (should) do it.



●もしあなたがそれを行っていないなら、私はあなたがそれを行うことを提案する



If you
 haven't done it, it is important that you (should) do it.



●もしあなたがそれを行っていないなら、あなたがそれを行うことが重要だ。



===================================









 22.4.
 4
 仮定法現在の固定した表現



God bless
 
 you
 !
 　



●あなたに神の恵みがあらんことを
 ！(
 祈願
 文
 )



Long
 may
 she
 live
 !
 　



●彼女の長寿を祈る！



May
 you
 succeed
 !
 　



●成功を祈る！



May
 he
 return
 safe and sound
 !
 　



●彼が無事に帰ってきますように！



＊願望なので仮定法現在









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 仮定法が丁寧さや控えめであることを表す場合<<







仮定法というよりもむしろ慣用表現になっていると言えよう。深く考えずに使ってよい。一応、文法的な理解を示しておく。



「家を買いたい」という願望を表すときの英語
 は
 I want to buy a house
 .
 これを丁寧な表現にする
 と
 I would like to buy a house.
 (
 家を買いたいです
 。)
 となる
 。
 I'd like t
 o
 ～という表現は慣用句として広く知られているが、これが丁寧な表現とされる理由を知っている人は少ないかもしれない。



これはもともと仮定法である。



I would like to buy a house, if I had a lot of money.



●もしたくさんのお金を持っているなら家を買うことを望むだろ
 う(
 買いた
 い)
 。



こ
 の
 i
 f
 節がなくな
 り
 I would like to buy a house
 (
 買いた
 い)
 だけが残っ
 た(
 しかし、意識的には、「もしたくさんのお金を持っていたら」という前提がある。それゆえ控えめな表現となる
 。
 )



　別の表現も見てみよう。



I (will ) say～　●～とい
 う(
 つもり
 だ
 )



I would sa
 y
 ～　●～というだろう



woul
 d
 を使うことによりニュアンスを和らげている。
 「(
 もし言うとするな
 ら
 )
 (
 私な
 ら)
 ～と言うだろう」というニュアンスになる。その他
 、
 I would think [guess
 ]
 などもある。発言を和らげるのに便利である。これも仮定法から来ている。







以上のように、仮定法を作るためには時制を古くす
 る
 (sa
 y
 →would say
 )
 。そうするとニュアンスが遠まわしとなり、控えめな、ないし丁寧な表現となる。このことは日本語とも共通するだろう。



「よろし
 かった
 らどうぞ。」「そうして
 いただけた
 らうれしいです。」過去形でありながら現在のことについて表現していると言えよう。



===================================









 22.5 i
 f
 を用いない仮定法







 22.5.1 i
 f
 が省略される場合



Were I
 in your place, I
 wouldn't say
 anything about that.



(
 ＝
 If I were in your place
 ,～
 )



●私があなたの立場ならそのことについて何も言わないだろう。



＊S＋V
 の語順が入れ替わ
 り
 i
 f
 が省略されている。この場
 合
 Wa
 s
 は用いられない。



Had you eaten
 the food yesterday, you
 would have been taken
 to hospital.



(
 ＝
 If you had eaten the food yesterday
 ,～)
 　



●もし昨日その食品を食べていたら病院に運ばれていただろう。









 22.5.2 i
 f
 節の意味が文中に含まれる場合



A mother would help
 
 her own child in that case.



●そのような場合、母親なら自分自身の子供を助けるだろう。



(＝
 If she were the child's mother, she would help him or her in that case.)



＊主語
 に
 i
 f
 節の意味が含まれている



Ten years ago
 ,
 I would have studied
 abroad.



●
 1
 0
 年前だったら海外で勉強しただろう。



(
 ＝
 If I had been in a world ten years ag
 o～)
 　



＊副詞
 句
 (Ten years ago
 )に
 i
 f
 節の意味が含まれている









To hear
 him talk, you
 would think
 he was the suspect
 .
 　



●彼が話すのを聞けば、彼が容疑者だと思うだろう。　



(＝
 If you heard him talk
 ,～
 )



＊不定
 詞
 To hea
 rに
 i
 f
 節の意味が含まれている



With
 water, they
 could have lived
 for another few days in the mountain
 .
 　



●水があったら彼らは山の中でも
 う2、3
 日生きられただろう。　



(
 ＝
 If there had been water
 ,～
 )



＊前置
 詞
 Wit
 hに
 i
 f
 節の意味が含まれている









 22.
 6
 仮定法を含む表現







 22.6.1 I wis
 h＋S
 ＋仮定法の時制　「～であればいいのに」



wis
 h
 に続く節の内容は「実現可能性の低い願望」。



I
 wish
 he
 were
 here.
 (＝
 I am sorry he isn't here.)



●彼がここにいればいいのに。



＊口語では、主語
 が1
 人称単数
 、3
 人称単数の場
 合
 wa
 s
 を使うことも可
 能
 (I wish he was here.)



＊口語では仮定法を使わない場合もあるようであ
 る
 (ex. I wish I
 can
 help you.
 )
 。









I
 wish
 he
 would
 come tomorrow
 .
 　



●彼が明日来ればいいのに。



＊話者は「彼が来ること」について実現可能性が低いと考えている。



cf. I
 hope
 he will come tomorrow.



●明日、彼に来てほしい。　



◎明日、彼が来ることを望んでいる。



＊
 hop
 e
 に続く節は仮定法ではない。



∵単純に希望を述べている。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>> wis
 h
 に続く節の仮定法の時制<<







現在の事実と異なる場合＝仮定法過去



過去の事実と異なる場合＝仮定法過去完了







＊仮定法の時制の選択は
 、
 wish/ wishe
 d
 とは関係が無い
 。
 wis
 h
 している時点で、願望内容がその時点の事実と異なるのか、その時点よりも過去の事実と異なるのかによる
 。(
 このことは
 、
 as if [though]
 (
 後
 述)
 に続く節についても同様
 。
 )



I
 wish
 she
 were
 in Japan
 .
 　



●彼女
 が(今)
 日本にいたらなあ
 と(今)
 思う。



I
 wish
 she
 had been
 in Japan last year
 .
 　



●彼女が昨年日本にいたらなあ
 と(今)
 思う。



I
 wished
 she
 were
 in Japantwoyears ago.



●
 2
 年前彼女が日本にいたらなあ
 と
 (
 2
 年前
 に)
 思った。



Yesterday I
 wished
 she
 had been
 in Japan last year.



●彼女
 が2
 年前日本にいたらなあと、昨日思った。



==================================
 =









 22.6.
 2 if onl
 y
 ＋仮定法～!
 (＝
 I do wis
 h～)
 「～しさえすればなあ」



If only
 he
 were
 here!
 (＝
 I do wish he were here.
 )
 　



●彼がここにいてくれさえすればなあ。



＊しばしば主節を省略して感嘆的に残念な気持ちを表す。



＊
 間接話
 法
 (間接話法の詳細は25
 .
 話法・時制の一致を参照
 )
 では不可
 能(○
 She said,“If only he were here!”
 
 She said that if only he were here.)



＊可能性がある場合は直接法も可
 能
 (If only he is here!)









If only
 I
 had studied
 harderin my school days, I wouldn'thave had a harder life!



●学生時代
 もっと一生懸命勉強してさえすれば、より大変な生活を送っていなかったろう！



cf. only i
 f
 ～「～する場合のみ」



ex. Children can enter the restaurant only if they are accompanied by their parents.



●子供は親に同伴される場合のみ、そのレストランに入ることができる。









☆ハイレベル☆



===================================



>> Would tha
 t～
 , O tha
 t
 ～
 「～ならばなあ
 」
 <
 <
 　







Would that [O that]
 he
 were
 here
 !
 　



●彼がここにいてくれればなあ。



(＝
 (How) I wish he were here.)



===================================









 22.6.3 as if [though
 ]
 ～「まるで～かのように」



He speaks English
 as if
 he
 were
 an American.



＊
 as if [though
 ]
 節の中は仮定法が用いられている。



∵話者の意識＝「彼はアメリカ人ではない
 (he is not an American.)









☆
 MEM
 O
 ☆
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>> as if [as though
 ]
 に続く節の仮定法の時制<<
 ( wis
 h
 の場
 合(
 先
 述)
 と同
 様
 )







仮定法の時制の選択は、主節の動詞の時制とは関係が無い。主節の動詞の時制を基点として
 、
 as if [as though
 ]
 節の中身がその時点の事実と異なるのか、その時点よりも過去の事実と異なるのかによる。



She
 looks
 
 as if
 she
 owned
 the house
 .
 　



●彼女はあたかもその家を所有しているように見え
 る(
 実際には所有者でないのに所有者づらしてい
 る)
 　
 ＊
 loo
 k
 の時点
 ＝
 ow
 n
 の時点



Yesterday
 ,he
 talked
 about the accident
 as if
 he
 had witnessed
 it.



●
 (
 昨日よりも過去に発生し
 た)
 事故をあたかも目撃したかのように、彼は昨日語った。



＊
 tal
 k
 の時点
 と
 witnes
 s
 の時点は異な
 る
 (witnes
 s
 の方が古
 い
 )







＊話者の意識＝
 「
 as if [as though
 ]
 節の内容は事実である」と言う場合、直接法が使われる。



She looks
 as if
 she
 owns
 the house
 .
 　



●彼女
 は(
 あたか
 も)
 家の所有者のように見える。



＊話者の意識＝「彼女は家の所有者
 だ
 (she owns the house.)



==================================
 =



















































 22.6.
 4 as it wer
 e
 「いわば
 」(＝
 so to speak)



He is,
 as it were
 , genius
 .
 　



●彼はいわば天才だ。



＊
 as if it were really s
 o
 から由来していると思われる









 22.6.
 5 Withou
 t～
 , But for ~, if it were not fo
 r～
 [ were it not fo
 r～
 ], if it had not been fo
 r～
 [ had it not been fo
 r～
 ]
 
 「もし～がないならば、なかったならば」



Without [But for, if it were not for, Were it not for ]
 
 music, life
 would
 be boring
 .
 　



●音楽がなければ人生は退屈だろう。



(＝
 If there were no music
 ,～
 )



＊
 But fo
 r
 ～は文章
 体(
 会話では用いな
 い
 )



＊前置詞
 句
 Without [But for
 ]に
 i
 f
 節の意味が含まれる



Had it not been for [If it had not been for]
 her help, I
 would not
 be what I am today.



●彼女の助けがなかったら、今の私はないだろう。









 22.6.6 otherwis
 e
 「さもなければ」



I experienced the
 effectivenessof the medicine;
 otherwise
 I
 wouldn't
  recommend it.



●私はその薬の有効性を体験した。そうでなければ、それを勧めないでしょう。



＝
 If I had not experienced the effectiveness of the medicine
 ,
 ～







 22.6.7 it is (about/ high) time
 「(
 そろそ
 ろ/
 とっく
 に)
 ～する時間だ」



It is
 about time
 (that) she
 got
 home
 .
 　



●彼女がそろそろ家につく時
 間だよ。



＝
 It is about time for her to gethome.



It
 's
 high time
 (that)you
 went
 to bed
 .
 　



●とっくに寝る時間だよ。



＝
 It is high time for you to go to bed.









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
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>
 >
 仮定法の身につけ方
 －1
 －<<







仮定法は難しいと感じる学習者は多い。理由は大きく分け
 て2
 つだろう。つまり質と量である。質については、時制の概念などが複雑に絡んでくること。量については、覚えるべきことが多いことに反比例して学習時間が少ないこ
 と(
 高校生になって初めて学習し、しかも文法書の後半に出てくるため、学習に当てられる時間は必然的に少なくな
 る)
 。



このような理由のため、たしかに仮定法を全てものにしようとするのは大変である。試験勉強の必要がある方は繰り返し学習することをお勧めする。他の項目と比べて不足している仮定法の学習時間を確保すべきであ
 る(
 量を補えば、その結果質も高ま
 る)
 。



一方、試験などの必要がない場合は全てを覚えなくてもよい。一般によく使われるものと自分がよく使うであろうものを繰り返し覚える
 。(
 「覚える」というのは、まる暗記することではなく、すぐに認識でき、また発話できるようにすることである
 。
 )



==================================
 =













☆
 MEM
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>
 >
 仮定法の身につけ方
 －2
 －<<







質(
 複雑な概
 念)
 についてはどうすればよいか
 。1
 つは今述べた通り量を増やせばよい。それによって質も高まる。その他の方法としては「形から入る」である。つまり概念の理解は後回しにする。



ネイティブ・スピーカーは幼稚園児くらいでも仮定法を使
 う。つまり、仮定法は幼稚園児でも使えるものなのである。もちろん全てではないが。例えば子供同士の会話でよく使われるのは
 “
 I should've done this last night
 .
 ”これを文法的に理解したり、聞き取ったりするのは学習者にとっては難しいかもしれない。しかし幼稚園児でもさらりと使うのである。というのも表現としては簡単なものだからである。つまり日本語では「昨日の夜、これをやっておけばよかった。」となるものだからである。幼稚園児が概念を理解していたり文法的説明ができたりするわけではない。



このような表現を早くも幼稚園児から使うとは「人間はいかに後悔する生き物であることか」と言った人がいた。
 仮定法は難しく思えるものの、実際には生活に密着してよく使われるものということであろう。



学習者として難しいと感じるものは形から入ってしまえばよいのである。ネイティブ・スピーカーが母国語を習得するのと同じである。気をつけなければいけないのは、形から入るというのは単に形をそのまま覚えるということではない。具体的な状況で、それに適した表現で、その意味するものを感じながら、気持ちを込めて使えるようにすることである。そうすれば、次第に概念も理解できてくるようになるのである。



===================================







































☆
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>
 >
 仮定法の身につけ方
 －3
 －<<







「仮定法は幼稚園児でも使う」とは言ってもあらゆる仮定法が頻繁に使われるものではない。よって、リスニング、リーディング、スピーキング、ライティングで使いたいと思ったときスムーズに使用できないのも仕方がないともいえる。リスニング以外の場合、考えながら時間をかけて仮定法を使うことはできる。しかしリスニングだけは待っていてもらえない。他人が使った仮定法による発言の意味を瞬時に認識できなければならない。そこで筆者は次のようにした。







「シュドゥヴ
 」
 (should've
 )
 →「～すべきだった」



「ウドゥヴ
 」
 (would've
 )
 →「～だったろう」







左側の音が聞こえた瞬間、右側の意味を思い浮かべるように練習するのである。こ
 の2
 種類だけをものにしておけば大抵の場合問題はない。







また、その他の表現の中で自分がよく使うと思うものを練習しておけばよいだろう。例えば友人との会話で「もし私が君だったら」と言いたいな
 ら
 if I were you (Were I you
 )
 を身につけておけばよいだろう。



そして慣用表現も多いからそのまま覚えてしまえばよい。必ずしも文法的な理解を完全にしなくてもよい。仮定法に限ったことではないが、文法的理解の方法
 は1
 つではないし、言葉は絶えず変化しているのだから。



==================================
 =













 23
 .
 否定







 23.1 n
 oや
 no
 t
 を使用した否定







There are
 no
 people in the room.



＝
 There are
 not
 any people in the room.



●その部屋には誰もいない。　



＊
 n
 o
 は名
 詞
 peopl
 e
 を否定する
 。
 no
 t
 は動
 詞
 ar
 e
 を否定して文全体を否定する。



He is
 not
 
 in
 the room but on the rooftop.



●彼は部屋の中ではなく屋上にいる。



＊
 no
 t
 は直後
 の
 i
 n
 を否定している。



She told him
 not
 to
 speak loud
 .
 　



●彼女は彼に大声で話さないように言った。



＊
 no
 t
 は直後の不定詞を否定している。









“
 Will the bus come soon?”“I'm afraid
 not
 .
 ”
 　



(
 ＝
 I'm afraid it will not come soon.)



●「バスはすぐにきますか。」「来ないと思います。」



＊
 no
 t
 は否定の意味を持つ節の代用をしている。



She is
 no
 fool.
 (＝
 She is very clever.)



●彼女は決して馬鹿など
 ではな
 い(
 とても勤勉
 だ)
 。



＊
 n
 o
 ＋名詞＝名詞を強く否定してむしろ反対の意味を表
 す(
 名詞の前に冠詞は不
 要
 )



＊次のようにほぼ同じ意味で書き替えることも可能
 She is not a fool at all./ She is far from a fool. / She is anything but a fool.









He is
 no
 ordinary politician.



(
 ＝
 He is an extraordinary politician.)



●彼は決して普通の政治家ではな
 い(
 非凡な政治家
 だ)
 。



＊上
 の2
 文
 の
 n
 o
 は直後の語を強く否定している。



cf. I have
 never
 been there.



●そこに一度も行ったことがない。



＊
 I have
 not
 been there.
 (
 そこに行ったことがない
 。)
 よりも否定の度合いが強い



cf. nobody, nowhere, nothin
 g
 などは文全体を否定する。



ex. Nobody listened to him
 .
 　



●誰も彼の話を聞かなかった。













 23.
 2
 準否定語を使用した場合



hardly, scarcely, seldom, rarely, few, littl
 e
 などは弱い否定を表す







The audience could
 hardly
 see the star's face
 .
 　



●観客はそのスターの顔をほとんど見れなかった。



A wounded reputation is seldom cured.



●
 いったん信頼に傷がつくとなかなか回復できない
 。(
 ことわ
 ざ
 )



There are
 few
 days before the deadline.



●締切までほとんど日数がない。



cf. There are
 
 a
 few
 days before the deadline
 .
 　



●締切まで何日かある
 。<
 肯定
 的
 >



He drank
 little
 water
 .
 　



●彼はほとんど水を飲まなかった。



cf. He drank
 a
 little
 water
 .
 　



●彼は水を少し飲んだ
 。<
 肯定
 的
 >









 23.
 3
 二重否定







否定語が重なって結局文全体は肯定的になる場合







There is
 no
 rule
 but
 has some exceptions
 .
 　



●例外のない規則はない。



(＝
 Every rule has some exceptions.
 )
 　



＊
 bu
 t＝
 tha
 t…
 no
 t
 の意味の関係代名詞となっている。その前に否定語が必要。









 23.4 neithe
 rと
 nor







Neither
 she
 nor
 I have been to Africa
 .
 　



●彼女も私もアフリカに行ったことはない。



“I have
 never
 been to Africa.”“
 Neither
 have I.
 (＝
 Nor
 have I
 .＝
 I have
 n't , either
 .＝
 Me
 neither.
 )”



「私はアフリカに行ったことがない。」「私もな
 い(
 私も行ったことがな
 い)
 。」



I have
 n't
 been to Africa,
 nor
 has she
 .
 　



●
 私はアフリカに行ったことがないが、彼女も行ったことがない。













 23.
 5
 部分否定と全体否定







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



部分否定
 ＝
 no
 t
 ＋全体を表す
 語
 (all, every, both, always, necessaril
 y
 な
 ど
 )



「すべ
 て[
 両方、いつも、必ずし
 も]
 ～というわけではない」



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









Not
 
 all
 of the cars are made in Japan
 .
 　



●その車の全てが日本製というわけではない
 。<
 部分否
 定
 >



None
 of the cars are made in Japan.



●その車の全てが日本製ではない
 。<
 全体否
 定
 >



I do
 n't
 like
 both
 of them.



●それらの両方を好きというわけではない
 。<
 部分否
 定
 >



I like
 neither
 of them
 .＝
 I do
 n't
 like
 either
 of them.



＊
 not…bot
 h
 は口語では全否定にもなる。部分否定の場合
 は
 bot
 h
 に強勢を置く



●それらのどちらも好きではない
 。<
 全体否
 定
 >



She does
 not
 
 always
 complain about her job.



●彼女は仕事についていつも不平を言っているわけではない
 。<
 部分否
 定
 >



She
 never
 complains about her job.



●彼女は仕事について決して不平を言わない
 。<
 全体否
 定
 >





























 23.
 6
 否定語を使わない否定表現







Unless
 you study hard, you will not pass the exam
 .　(＝
 If
 you do
 n't
 study hard
 ,～
 )



●一生懸命勉強しなければ、君は試験に受からないだろう。



She is
 the last
 person to say such a thing
 .
 　



(
 ＝
 She is
 not at all
 the person to sa
 y～
 )



●彼女はそのようなことを最も言わない人だ。



He is
 far from
 a police officer
 .
 　



(
 ＝
 He is
 not
 a police officer
 at all
 .)



●彼は警察官からかけ離れてい
 る(
 警察官なんてとんでもな
 い)
 。



＊
 far fro
 m＝
 a far[long] cry from(C
 M
 ＝叫びが聞こえるか聞こえないくらい遠
 く
 ) ex. The drama wasfar fromthe original book
 .＝
 Thedramawasa far cry fromthe original book
 .
 ●そのドラマは原作の本からかけ離れていた。









He is
 anything but
 kind.
 (＝
 He is
 not
 kind
 at all
 .
 )
 　●彼が親切なものか。



cf1.
 All but
 he
 [
 略式で
 は
 him] raised their hands.



●彼以外の皆が手を挙げた。



cf2. She was
 all but
 dead.



●彼女は死んだも同然だ。
 ＊
 all bu
 t＝
 almost
 (
 ほとん
 ど
 )



cf3. I know
 next to
 nothing about it
 .
 　



●私はそれについてほとんど知らない。
 ＊
 next t
 o
 ＝通例、否定語の前に置いて「ほとん
 ど
 (almost
 )
 」の意味を表す
 。
 ex. It is next to impossible.
 (
 それはほとんど不可能だ
 。
 )



This concert is
 free of
 charge
 .
 　



(= This concert is
 for free
 .
 )
 　



●このコンサートは無料です。









This computer is
 free from
 troubles
 .
 　



●このコンピューターはトラブルがない。



＊
 free of, free fro
 m
 は「好ましくないものや人がない」というニュアンス



His explanation is
 above
 me [
 beyond
 me]
 .
 　



＝
 (～
 above [over] my head [the head of me]
 )



●彼の説明は私の理解を超えてい
 る(
 理解できな
 い)
 。



God knows
 who will win
 .
 　



(Heaven know
 s
 ～
 ＝
 Nobody knows
 
 ～
 )



●誰が勝つか誰にもわからない









 23.
 7
 否定の慣用表現







 23.7.
 1
 否定語を含まない場合



He is
 too
 busy
 to
 go to the movies.



●彼は忙しすぎて映画を見に行けない。　



◎彼は映画を見に行くには忙しすぎる。



(
 ＝
 He is
 so
 busy
 that
 he cannot go to the movies.)



＊
 to
 o
 には否定的ニュアンス
 が含まれる









 23.7.
 2
 否定語を含む場合



You can
 not
 be
 too
 careful when it comes to home security.



●家の安全の事と言えば、注意してもしすぎることはない。



◎家の安全の事と言えば、注意しすぎの状態になることはできない。



You
 cannot overestimate
 her knowledge about history.



●彼女の歴史についての知識を高く評価してもしすぎることはできない。



(＝
 Her knowledge about history
 cannot be overestimated
 .＝
 You
 cannot
 estimate herknowledgeabout history
 too
 much.)



She does
 nothing but
 complain.



●彼女は不平ばかり言う。　



◎彼女は不
 平(
 を言うこ
 と)
 以外何もしない。









It was
 not until
 this morning that I checked the list.



●今朝になってやっとそのリストをチェックした。



CH: It was not until this morning/ that I checked the list.



◎今朝までではなかった
 
 /
 そのリストをチェックしたのは



(
 ＝
 Not until this morning did I check the list
 .＝
 I didn't check the list until this morning.)



It was
 not long before
 he apologized to her
 .
 　



●まもなく彼は彼女に謝った。



CH: It was not long/ before he apologized to her.



◎長くはなかっ
 た(
 時間はかからなかっ
 た
 )
 /
 　彼が彼女に謝る前は



cf. It will not be long before he
 solves
 the problem
 .
 　



●まもなく彼はその問題を解決するだろう。　



＊未来の話だ
 が
 befor
 e
 節内の動詞は現在形　∵時・条件の副詞節



(
 ＝
 He will
 soon
 solve the problem
 .＝
 Before long
 he will solve the problem.)









She can
 no longer
 sing in public
 .
 　



●彼女はもはや公衆の面前で歌うことはできない。



(＝
 She cannot sing in public any longer.)



He
 neither
 smokes (nor) drinks, nor gambles.



●彼はたばこも酒もギャンブルもやらない。
 



You can
 not
 see the movie
 without
 being touched.



●その映画は感動せずには見ることができな
 い(
 必ず感動す
 る)
 。



She is good at
 not only
 singing
 but also
 dancing
 .
 　



●彼女は歌うことだけでなく踊ることも上手だ。



(＝
 She is good at dancing
 as well as
 singing
 .　
 CH: She is good at dancing/ as well as
 
 singing.
 
 ◎彼女は踊ることが得意
 だ/
 歌うこと
 も
 )



＊話者の重点
 ＝
 dancin
 g
 。言い換えで語順が逆になることに注
 意
 (not only A but also
 B＝
 B as well as
 A
 。重点が置かれているのは
 「B
 」
 。
 )









☆ハイレベル☆



===================================



>> no soone
 r
 …tha
 n～
 / hardl
 y…
 whe
 n
 ～<
 <
 　
 「…するとすぐに～する」







He
 had
 no sooner
 got
 into his house
 than
 the phone
 started
 to ring.



●彼が部屋に入るとすぐに電話が鳴りだした。



CH: He had no sooner got into his house/ than the phone started to ring.



◎彼は決して～よりも早く家に入ったわけではなかっ
 た/
 電話が鳴りだしたより
 も(
 早
 く
 )



＊ほぼ同時だというニュアンス。ただし、「家に入った」ことの方が「電話が鳴りだした」よりも若干
 先(
 古
 い)
 ので過去完了形が用いられる。



He
 had
 
 hardly
 got
 into his house
 when
 the phone
 started
 to ring.



●彼が部屋に入るとすぐに電話が鳴りだした。



CH: He had hardly got into his house /when the phone started to ring.



◎彼はほとんど家に入っていなかっ
 た/
 電話が鳴りだした時







どちらも倒置することができ
 る(
 倒置の詳細は26
 .
 倒置・強調・省略を参
 照
 )



No sooner had he got into his house than the phone started to ring.



Hardly had he got into his house when the phone started to ring.









＊
 no soone
 r
 …tha
 n～
 / hardl
 y…
 whe
 n
 ～
 や
 It was not unti
 l
 などは普段あまり使わない。それゆえ実践の際とりわけリスニングの時、それらの意味を瞬時に認識するのが困難とな
 る
 (hardl
 y…
 whe
 n
 ～はわかりやすい
 が)
 。そこで
 、
 should've, would'v
 e
 について述べたのと同じように意味の転換を瞬時にできるようにしておくのがよいだろう。







「ノゥスーヌゥ
 」
 (no sooner
 )
 →～するとすぐに　



「ナラアンティゥ
 」
 (not until
 )
 →～になって初めて







左側の音が聞こえた瞬間、右側の意味を思い浮かべられるようにしておくとよい。



===================================













 24
 .
 文の種類と転換







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



分類上の呼び方や分類の仕方を知っていれば足りる。専門用語は特に気にする必要はない。



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







 24.
 1
 文の内容からの分類







平叙文
 ＝
 I will come
 .
 　●行きます。



＊
 com
 e
 「来る」については既に述べ
 た(
 動詞MEMO>> g
 oと
 come <<を参
 照
 )



疑問文
 ＝
 Will you come
 ?
 　●あなたは来ますか。



命令文
 ＝
 Come early
 .
 　●早く来なさい。



感嘆文
 ＝
 How late you've come
 !
 　●なんて遅く来たの！







































































☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 付加疑問<<







同意
 を求めたり
 確認
 したりする場合の表現。



公式＝平叙文＋短縮形の否定疑問
 文/
 否定文＋短縮形の肯定疑問文



“
 It
 's
 very big,
 isn't it
 ?”“Yes, it is.”「それはとても大きいですね。」「はい、そうですね。」



“
 He does
 n't
 play tennis,
 does he
 ?”“No, he doesn't.”



「彼はテニスをしないよね。」「うん、しないね。」



＊疑問文に付加疑問をつけないよう注
 意(
 Is it very big, isn't it?)



＊読み方について、相手の同意を求めたい場合は下げ調
 子(↘)
 、確認したい場合は上げ調
 子(↗
 )









“
 There is milk in the glass,
 isn't there
 ?”“No, there isn't.”



「グラスにミルクが入っていますね？」「いいえ、入っていません。」



“You know
 little
 about him,
 do you
 ?”“Yes, I do.”



「君は彼についてほとんど知らないよね。」「いいえ、知っています。」



＊
 littl
 e
 ＝準否定語だから、付加疑問は肯定疑問文。



＊付加疑問に対する答え方に注
 意(
 次
 の
 MEM
 O
 を参
 照)
 。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 返事の仕方
 “
 YES / N
 O
 ”
 －1
 －<<







あなたが学生であるとする。しかし見た目が大人っぽく誰から見ても社会人に見えるとする。そのような時、知らない人から次の質問を受けたら何と答えるか。



「あなたは学生ではないですよね。」







「いいえ
 
 (
 私は学生で
 す)
 。」と答えるのが普通だろう。しかし英語の場合このような思考過程では対応できない。同じ質問を英語にすると次の通り。



“
 You aren'ta student, are you?”



●あなたは学生ではないですよね。



その場合の答えは次の通り。



“
 Yes(, Iam).”



つまり、「はい、いいえ」が日本語の場合と逆になっている。このような混乱は日本人に限らず
 他国の英語学習者にもよくあることである。



対策は、次のように考えることである。



「
 英語の場合、質問が肯定文か否定文かにかかわらず、とにかく自分の客観的な答えが肯定の場合
 は
 Ye
 s
 、否定の場合
 は
 N
 o
 」



すなわち、自分が学生である場合は「肯定」であって、相手の質問がどのような形であって
 も(
 付加疑問でも単純な疑問文で
 も)
 迷わ
 ず
 Ye
 s
 を言
 う(
 なお
 、
 Ye
 s
 の後を短縮しなければ間違いにく
 い
 ( Yes, I am. I am a student. / Yes, I am a student.
 )
 。



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 返事の仕方
 “
 YES / N
 O
 ”
 －2
 －<<







Would you mind i
 f
 ～
 ?
 「～してもよろしいでしょうか」は丁寧な依頼の表現として学習するが、これに対する返答にも注意を要する。



もしあなたがタバコを非常に嫌
 っていて煙さえ吸いたくないと考えているとき、次のように話しかけられた場合どう答えるか。



Would you mind if I smoked here
 ?
 　



●ここでタバコを吸ってもよろしいでしょうか。



「いいえ」と言って「ここでは吸わないでください。」などと続けるかもしれない。



しかし、英語では
 “
 Ye
 s
 ”と答えなければならない。



∵質問文
 を
 C
 M
 法で考えればわかりやすい
 。
 CH: Would you mind/ if I smoked here
 ?
 ◎あなたは気にするでしょう
 か/
 もし私がここでタバコを吸ったな
 ら(
 この文は仮定法である。なお直接法
 で
 if I smok
 e
 としてもよい
 。
 )



そしてあなたは他人がタバコを吸ったら「気にす
 る
 (mind
 )
 」のだから
 “
 Yes, I would
 .”(
 はい、気にするでしょう
 。)
 と答えなければならないのである。



==================================
 =









 24.
 2
 肯定文と否定文







肯定文と否定文は全ての文に存在する。







肯定文
 ＝
 I am happy
 .
 　●私は幸せだ。



否定文
 ＝
 I am not happy
 .
 　●私は幸せではない。



＊
 happ
 y
 を否定しているのであって、必ずし
 も
 unhappy
 (
 不幸
 せ)
 というわけではない。不幸せというほど落ち込んでいるわけではないかもしれない
 し
 sad
 (
 悲し
 い)・
 tired
 (
 疲れてい
 る)
 のかもしれない。よって、否定形は否定形で訳すのが妥当だろう。もし、不幸せと思っているな
 ら
 I am unhappy
 .
 と言うはずである。









 2
 4.3文の構造からの分類







単文
 ＝<
 主語＋動
 詞>が1
 組



Mr. Yamada
 was in America
 .
 　



●
 Yamad
 a
 さんはアメリカにいた。



重文
 ＝等位接続
 詞
 (and, but, or, nor, so, for
 )
 で結ばれた文



Mr. Yamada
 was in America
 but
 the meeting was heldin Japan
 .
 　



●
 Yamad
 a
 さんはアメリカにいたが、その会議は日本で開かれた。



複文
 ＝等位接続詞以外の接続詞や関係詞などが導く従属節を含む文



Although
 Mr. Yamadawas in America, the meeting was heldin Japan.



●
 Yamad
 a
 さんはアメリカにいたが、その会議は日本で開かれた
 。<
 副詞
 節
 >









This is the site
 where
 a new building will be constructed.



●ここが新しいビルが建設される場所だ
 。<
 形容詞
 節
 >



He said
 that
 the building was thirty stories.



彼はそのビル
 が
 3
 0
 階建てだと言った
 。<
 名詞
 節
 >

















 24.
 4単文・重文・複文の転換







 24.4.
 1
 複文←→単文



Though he was sick, he went to work.



←→In spite of his being sick, he went to work.



●彼は具合が悪かったが仕事に行った。







 24.4.
 2
 単文←→重文



In spite of his being sick, he went to work.



←→He was sick, but he went to work.







 24.4.
 3
 重文←→複文



He was sick, but he went to work.



←→Though he was sick, he went to work.









 24
 .5品詞の転換







He
 plays
 the piano very
 well
 .



←→
 He is a very
 good pianist
 .



●彼はピアノがとても上手だ。　



<
 動詞＋副詞←→形容詞＋名
 詞
 >



He
 plays
 basketballvery
 well
 .



←→
 He is a very
 good
 
 basketball player
 .



●彼はバスケットボールがとても上手だ。



<
 動詞＋副詞←→形容詞＋名
 詞
 >









 24.6
 主語の転換







I
 paid five thousand yen for
 these shoes
 .



←→
 
 These shoes
 cost
 me
 five thousand yen.



●この靴
 に
 5,00
 0
 円を払った。



←→この靴
 は
 5,00
 0
 円だった。



Why do you think
 so?



←→
 
 What makes you think
 so?



●なぜそう思うのか。



←→何がそう思わせるのか。









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 主語が人でない場合客観的な表現となる<<







日本で英会話を練習している人が外国人に出会うと必ずと言っていいほど尋ねたくなるのが「なぜ日本に来たのですか？」である。英会話に慣れていない人で
 も
 wh
 y
 を使って会話ができるうれしいチャンスと言える。



しかし
 “
 Why did you come to Japan
 ?
 ”は、言い方やイントネーションによっては、いささかぶしつけな質問になりかねない。「なんで日本に来た？」「どうして日本に来たんだ？」というニュアンスになりかねない。そういう場合に主語を無生物にすると、主観が入らず客観的なニュアンスとなり、特に親しくない人との会話では有効であろう。
 “
 What made you come to Japan
 ?”(
 ●なぜ日本に来ることになったの？◎何があなたを日本に来させたのか
 ？)
 。この表現は是非覚えておくとよいだろう。



以上のように、文の主語が人だと主観的となり
 無生物だと客観的となる。場合によって使い分けるとよい。例えば次のような場合である。相手が謝罪をしてきてそれを許してあげた場合、「気持ちを込めて許してあげた」ことを表現したいなら
 “
 I forgave him
 .”(
 私は彼を許し
 た)
 、
 “
 I accepted his apology
 .”(
 私は彼の謝罪を受け入れ
 た)
 となり、逆にビジネスなどで客観的に表現したいなら
 “
 The apology was accepted
 .”(
 その謝罪は受け入れられ
 た)
 となるだろう。



==================================
 =









 25
 .
 話法・時制の一致







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



話法
 ＝
 直接話
 法
 (
 話者の言葉をそのまま伝える場
 合)
 及び
 間接話
 法
 (
 話者の言葉の意味を自分の立場から伝達する場
 合
 )



直接話法
 ＝
 She said to him,“I am a pianist.
 ”
 　



●彼女は彼に言った。「私はピアニストです。」



＊
 sai
 d
 ＝伝達動詞
 、
 I am a pianis
 t
 の部分＝被伝達文



間接話法
 ＝
 She told him that she was a pianist
 .
 　



●
 彼女は彼に、自分はピアニストだと言った。



＊
 She told hi
 m
 の部分＝主節
 、
 tha
 t
 節＝従属節



時制の一致
 ＝従属節の動詞の時制が主節の動詞の時制との関係で決定される場合



ex
 .
 例文では従属節の動詞
 が
 wa
 s
 になっている∵主節の動
 詞
 tol
 d
 が過去形であることに一致させている



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 25.
 1
 話法の転換方法







 25.1.
 1
 被伝達文が平叙文の場合



He said,
 “I want to eat this dish.”



→
 He
 said
 (that)
 he wanted
 to eat
 that
 dish.



●彼は言った。「この料理が食べたい。」



→彼はその料理が食べたいと言った。



＊彼の発言が、誰か
 他の人の発言に対する返事である場合
 、
 sai
 d
 の代わり
 に
 replie
 d
 も可能



＊
 He said
 to he
 r
 のように誰かに対して言う場合は
 、
 He
 told
 he
 r
 のよう
 に
 tol
 d
 を使う









 25.1.
 2
 被伝達文が疑問文の場合



He said to me,
 “Do you have your driver's license?”



→
 He
 asked
 me
 if [whether]
 I
 had
 my
 
 driver's license
 .
 　



●彼は私が運転免許を持っているかどうか尋ねた。



She said to me,“When will he leave?”



→
 She
 asked
 me when he
 would
 leave.



●彼女は彼がいつ出発するのか私に尋ねた。









 25.1.
 3
 被伝達文が命令文の場合



He said to her,
 “Shut the door.”



→
 He
 told
 her to shut the door.



●彼は彼女にドアを閉めるように言った。



＊命令口調が強い場
 合
 tel
 l
 の代わり
 に
 order, comman
 d
 が使われる



ex. The boss said to him,
 “Get out now!”



→
 The boss
 ordered
 him to get out
 then
 .



●上司は彼にすぐ出て行くよう命じた。



cf. He said to her,“Shut the door,
 please
 .”



→
 He
 asked
 her to shut the door.



●彼は彼女にドアを閉めるよう頼んだ。









 25.1.4被伝達文が提案・勧誘を表す文の場合



I said to him,
 “
 Let's
 go to the movies tomorrow.”



→
 I
 suggested [proposed]
 to him that
 we (should) go
 to the movies
 the next [following] day
 .



●私は次の日に映画に行くことを彼に提案した。



He said to her,“You should read the book.”



→
 He
 advised
 her to read the book[He advised that she (should) read the book].









 25.1.
 5
 被伝達文が感嘆文の場合



He said,
 “What a tall building this is!”



→
 He said
 what a tall building that was
 ./ He said (that)
 that was
 a
 very
 tall building
 .
 　



●彼は、あれはなんて高いビルなんだろうと言った。



She said,“How rude he was!”



→
 She
 cried (out)
 that he had been
 very
 rude
 .
 　



●彼女は彼がとても無礼だと叫んだ。



＊
 cry (out
 )
 の代わり
 に
 exclaim
 (
 「叫ぶ」だ
 が
 cr
 y
 のように大声を出すとは限らな
 い)
 でも可能









He said,
 “Alas! How foolish I was!”



→
 He
 exclaimed
 
 with regret
 that he had been
 very
 foolish.



●彼は、自分がとても馬鹿だったと後悔して叫んだ。



＊
 with regre
 tは
 Alas
 !
 に対応している。内容に合わせ
 て
 with regre
 t
 などをつけることがあ
 る
 ex. exclaim
 with a sigh
 (
 ため息をし
 て)、
 shout
 in anger
 (
 怒っ
 て)、
 cry out
 in joy
 (
 喜ん
 で
 )









 25.1.
 6
 被伝達文
 が
 Yes/N
 o
 で始まる文の場合



He said,
 “Yes.”



→
 He
 agreed
 .



cf.
 “No.
 ”
 の場合
 は
 disagree



She said,
 “No, she doesn't like it.”



→
 She disagreed
 and
 said [replied] that she didn't like it.



●彼女は言った、「いいえ、それが好きではないです。」と。









 25.1.
 7
 被伝達文が重文また
 は2
 つ以上の文の場合



She said to me,
 “I understand. I will try.”



→
 She
 told
 me (that) she
 understood
 
 and that
 she
 would
 try
 .
 　



●彼女は理解し、そして挑戦すると言った。



She said to him,“I'm happy to see you. How have you been?”



→
 She
 told
 him(that)she
 was
 happy to see him
 and
 (she)
 asked
 (him) how he
 had been
 .
 　



●彼女は彼に会えてうれしいと言い、元気でいたのか尋ねた。









 25.
 2
 時制の一致の例外







 25.2.
 1
 一般的真理は常に現在時制



They learned that water
 freezes
 at 0 degree Celsius
 .
 　



●彼らは水が
 摂
 氏0
 度で凍ると学んだ。







 25.2.
 2
 変化しない性質・事柄は常に現在時制



She said that her husband
 is
 very tall
 .
 　



●彼女は夫がとても背が高いと言った。







 25.2.
 3
 現在も繰り返し行われている動作は常に現在時制



He
 said
 that he
 drinks
 coffee every day
 .
 　



●彼は毎日コーヒーを飲んでいると言った。



cf. He said that he
 drank
 coffee every day
 .
 ＊和訳は同じだが、現在のことは不明









 25.2.
 4
 歴史上の事実は常に過去形



They learned that the US
 became
 independent in 1776
 .
 　



●彼らはアメリカ
 が
 177
 6
 年に独立したと学んだ。







 25.2.
 5
 仮定法の時制
 (
 既
 述
 )



I wish he were in Japan
 .
 　



●彼が日本にいればなあ。



I wished he were in Japana year ago
 .
 　



●彼が日本にいればなあ
 と1
 年前に思った。



＊既述の通り
 、
 wish/as i
 f
 に続く文の時制は時制の一致の適用を受けない。









☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 時制が意味によって決定される場合<<







①
 That
 was
 the most beautiful scene I
 had ever seen
 .



●あれは私が
 それまで
 見た中で最も美しい景色だった。



②
 That
 was
 the most beautiful scene I
 have ever seen
 .



●あれは私が
 今まで
 見てきた中で最も美しい景色だった。



③
 That
 was
 the most beautiful scene I
 will ever see
 .



●あれは
 これから
 見ることがないような最も美しい景色だった。



＊時制の場合に限らず、似たようなことを述べるのに表現や語彙が少しずつ異なることはしばしばある。話者の気持ちによって使われる言葉が変化するのである。話者の意識が向けられているのは
 、①では、その最も美しい景色を見た時点までの経験であり、②では、話している現時点までの経験であり、③では、話している現時点から先のことである。



===================================









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 過去形のない助動詞<<







主節の動詞が過去形で、それと同じ時点の内容を持つ従属節であれば助動詞も過去形にするのが原則である。しかし過去形のない助動詞はそのままとなる。



I
 said
 that she
 would
 go by bus
 .
 　



●私は彼女がバスで行くだろうと言った。



＊
 sai
 d
 の過去形に合わせ
 て
 wil
 l→
 would



I
 said
 that she
 should
 go by bus
 .
 　



●私は彼女がバスで行くべきだと言った。



＊
 shoul
 d
 には過去形がないのでそのまま









過去形のある助動詞



wil
 l
 →would
 ,　
 ca
 n
 →could
 ,　
 ma
 y
 →might
 ,　
 have t
 o
 →had t
 o
 など



過去形のない助動詞



should, must, need, ought to, used to, had bette
 r
 など



==================================
 =









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 話法の転換における語彙の転換マニュアル<<







直接話法→間接話法



thi
 s
 →that



thes
 e
 →thos
 e
 　



her
 e
 →ther
 e
 　



toda
 y
 →that day



yesterda
 y
 →the previous day/ the day before



tomorro
 w
 →the next day/ the following da
 y
 　



last nigh
 t
 →the previous night/ the night before



next wee
 k
 →the next week/ the following week



no
 w
 →then



…
 ag
 o
 →
 …
 before









＊このマニュアルが必ず適用できるとは限らない。文の意味を考えて転換する必要がある。例えば次のような場合である。



自分と相手が喫茶店で話をしていて自分が次のようなことを言ったとする。



「君は昨日言ったよね。
 ここ
 で
 1
 1
 時に会おうって。」



つまり、昨日も今日も同じ喫茶店で話をしているのである。その場合、話法の転換によって「ここ
 で
 (here
 )
 」
 が
 ther
 e
 になることはない。



You said to me,
 “Let's meet
 here
 at eleven.”



→
 You
 suggested
 to me that we
 would
 meet
 here
 at eleven .



●君
 は
 1
 1
 時にここで会おうと提案した。









　また別の例としては次のようなものがある。



She said to me,“I'll become a university student
 this spring
 .”



→
 She
 told
 me that she
 would
 become a university student
 this spring
 .



●彼女はこの春大学生になると言った。



＊話し
 手
 (She
 )
 にとっても聞き
 手
 (me
 )
 にとって
 も
 this sprin
 g
 は同じ



==================================
 =













☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 英会話と細かい文法<<







文法というルールの勉強は大事であり、ライティングであれば形として残ることもあって、時間をかけてでも正しい文法を用いて正しい文を書くことが望ましいだろう。リーディングやリスニングにおいても、広くルールを知っていなければ様々な文章や音声を読んだり聞いたりすることはできない。



しかし会話の場合は、あまりルールに縛られずその瞬間の意味のやりとりが大事であろう。



　会話においては話者の気持ちや意識がそのまま言葉に反映される。仮定法のところで述べたが、書き言葉では間違いとされ
 る
 I wish I can
 .
 を使うことができたり、時には言葉を省略したり、文法的間違いを犯すことさえある。それでも、意思のやりとりができればコミュニケーションとしては成立するのである。



　本書を最初から読んで頂いた方はよくおわかりと思うが、言葉には伝達者の意識が強く反映される。そして、本章の「
 話法」ではまさにそれが現れる。いろいろな話法の転換を考えるためには、その場の話者の状況をいちいち分析しなければならず非常に複雑となる。答えが必ずし
 も1
 つとは限らない。よって、話法に深入りするのはお勧めではない。会話においては直接話法を使えば済むし、英語の各種試験においては本文で述べた基本的なものしか出ないはずだからである。



==================================
 =







☆ハイレベル☆



===================================



>
 >
 話法の転換の研究<<







　
 上
 の
 MEMO >
 >
 英会話と細かい文法<
 <
 で述べた通り、話法の転換は基本的なことをおさえておけばよい。以下は筆者の個人的興味として研究した内容であり、参考までに記しておく。







He said to me,“I am a doctor.”



→
 He told me that he was a doctor.



彼は私に言った。「私は医者です。」



→彼は私に自分が医者であると語った。







通常はこの転換だけわかっていればよい。ここから先は参考程度に読んで頂ければよい。



あるアメリカ人によれば正解
 は
 He told me that he is a doctor
 .
 とのことである。なるほど
 、
 tha
 t
 以下が現在形になるのは、次のように日本語でもありうる。「彼は、自分は医者
 です
 と私に語った。」また、あるイギリス人によれば正解は状況によるとのことである。つまり、話者が「彼が医者である」ことを確信していない場合
 “
 wa
 s
 ”であり、そうでない場合
 “
 i
 s
 ”であろうとのことである。例えば次のような場合である。







A: What is his job
 ?
 　●彼の仕事は何？



B: He told me that he
 was
 a doctor
 .
 　●彼は私に医者だと言っていたよ。







A: He is a writer
 .
 　●彼は作家だよ。



B: But he told me he
 is
 a doctor
 .
 　●でも彼は私に医者だと言っていたよ。







つまり現在形にしたほうが確信の度合いが高いということなのだろう
 。(
 「控えめな表現は過去形を使って仮定法になる」という場合の反対と言えよう
 。
 )







　以上、話法の転換の正解は、状況により、またその状況の解釈により色々存在するようである。



===================================









 26
 .
 倒置・強調・省略







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



倒置
 ＝語句が文中の本来の位置から、強調やリズムの関係で文頭に出る場合。通例、主語と動詞の順番が疑問文の順番となる。



＊＊＊＊＊＊
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊









 26.1
 倒置



(1)
 (準)
 否定語が文頭に出る場合



Never
 
 have I
 been to Africa
 .
 　



●一度もアフリカに行ったことがない。



Little
 
 did I
 sleep last night
 .
 　



●ほとんど昨夜は寝なかった。



Only after
 hard training,
 will you
 be able to win the game
 .
 　



●厳しい訓練の後でなければ、その試合に勝つことはできないだろう。



＊
 onl
 y
 の倒置が可能なのは、その意味が「～になって初めて、～してやっと」の
 時
 (ex.
 Only
 yesterday did he get the meaning.
 (
 昨日になって初めて彼はその意味がわかった
 。
 ))



cf. onl
 y
 の意味が「ほんの、たった」の場合は倒置されない
 。
 ex. She left for Europe
 only
 two days after she had come back from America.
 
 ●アメリカから戻ってほん
 の2
 日後に彼女はヨーロッパに向けて出発した。









(2
 )
 形容詞・副詞が文頭に出る場合



Such
 was the difference
 of their opinions that they couldn't come to the conclusion.



●彼らの意見の差異が大きかったので結論に到達することができなかった。



Well
 
 did she
 play the difficult song on the guitar.



●上手に彼女はその難しい曲をギターで演奏した。



(3
 )
 慣用表現として文頭に出る場
 合
 (so, neither, nor)



He is a fire fighter and
 so
 am I
 .
 　



●彼は消防士であり、また私もそうです。



The car doesn't have agood design (and) nor is ithighquality .



●その車は
 デザインがよくなく、またその品質もよくない。



(
 ＝
 The car isn't physically attractive nor is it high quality. )









(4
 )
 移動を意味する自動詞の場合



go, come, stand, sit, fly, arrive, fal
 l
 などの場合、倒置が起きても疑問文のよう
 に
 do, does, di
 d
 が使われることはない



Up
 went the price
 .
 　●その価格は上がった。



＊
 The price went up
 .
 の方が一般的



cf. Up it went
 .
 　＊主語が代名詞のときは倒置が起きない。∵代名詞は単語の長さが短いので倒置してもしなくても大して変わらないから、わざわざ倒置しないのだろう。一方、代名詞でないときは主語が長くなるのでわかりにくくなるから倒置するのだろ
 う(
 Up the price of both vegetables and meat at the super market
 went
 .
 では、述
 語
 (went
 )
 になかなかたどりつかず意味不明になりかねない。正解
 は
 Up went the price of both vegetables and meat at the super market
 .
 である。もっとも一般的には次のように言う
 。
 The price of both vegetables and meat at the super marketwent up.)









Here
 comes the train
 .
 　



●電車が来る。



cf.
 Here
 she comes.



●ほら彼女が来るよ
 。(
 倒置が起きな
 い
 )



Near
 the beach
 stood several houses
 .
 　



●海岸の近くに数軒の家が建っていた。









 26.
 2
 強調



(1) It i
 s
 ～tha
 t
 …の強調構文



What
 was it that
 you saw in front of the building?



●ビルの前で君が見たのは何だった？



(2
 )
 動詞を強調す
 る
 do, does, did



Do
 
 find
 the answer
 .
 　



●その答え
 を(
 ちゃん
 と)
 見つけなさい。



I
 do
 hope
 that she will come soon
 .
 　



●彼女が早く来ることを本当に望んでいる。









 26.
 3
 省略



I want to go shopping, but I don
 't
 want to
 on a rainy day.



●買い物に行きたいが、雨の日には行きたくない。



(I don't want t
 o＝
 I don't want to go shopping)



I would like white shirts better than
 black
 .



●黒よりも白いシャツの方がいいな
 。
 (blac
 k＝
 black shirts)



The news made Catherine relieved,
 but Johnson
 disappointed.



●そのニュース
 は
 Catherin
 e
 を安心させた
 が
 Johnso
 n
 を失望させた。



(Johnson disappointe
 d＝
 The news made Johnson disappointed.)

















 27
 .
 数の表現







 27.
 1
 基数と序数







「1つ(の)
 」と「
 第1
 の」







基数
 ＝
 one, two, thre
 e
 …　序数
 ＝
 first, second, thir
 d
 …











表「数字・基数・序数」





	

数字



	

基数



	

序数






	

1



	

one



	

first(1st)






	

2



	

two



	

second(2nd)






	

3



	

three



	

third(3rd)






	

4



	

four



	

fourth(4th)






	

5



	

five



	

fifth
 (5th)






	

6



	

six



	

sixth(6th)






	

7



	

seven



	

seventh(7th)






	

8



	

eight



	

eighth
 (8th)






	

9



	

nine



	

ninth
 (9th)






	

10



	

ten



	

tenth(10th)






	

11



	

eleven



	

eleventh(11th)






	

12



	

twelve



	

twelfth
 (12th)






	

13



	

thirteen



	

thirteenth(13th)






	

14



	

fourteen



	

fourteenth(14th)






	

15



	

fifteen



	

fifteenth(15th)






	

16



	

sixteen



	

sixteenth(16th)






	

17



	

seventeen



	

seventeenth



(17th)






	

18



	

eighteen



	

eighteenth(18th)






	

19



	

nineteen



	

nineteenth(19th)






	

20



	

twenty



	

twentieth
 (20th)






	

21



	

twenty-one



	

twenty-first(21st)






	

22



	

twenty-two



	

twenty-second(22nd)






	

30



	

thirty



	

thirtieth(30th)






	

40



	

forty



	

fortieth(40th)






	

50



	

fifty



	

fiftieth(50th)






	

100



	

one hundred



	

one hundredth



(100th)






	

101



	

one hundred (and) one



	

one hundred (and) first(101st)






	

1000



	

one thousand



	

one thousandth



(1000th)









＊太字はつづりに注意



＊序数に
 は
 th
 e
 をつけ
 て
 the firs
 t
 のようにするのが通例









 27.
 2
 数の読み方







 27.2.1 1,00
 0
 以上の数の読み方



3
 けたずつの単位で読む。通例、数字
 は3
 けたずつカンマで区切る。







1,234,567,890,080



↑　↑　↑　↑



↑　↑　↑thousand
 (千
 )



↑　↑
 million
 (
 百
 万
 )



↑
 billion
 (
 十
 億
 )



trillion
 (兆
 )







2,65
 1＝
 two thousand six hundred (and) fifty-one



385,29
 5＝
 three hundred eighty-five thousand two hundred (and) ninety-five



＊単位は複数形にしな
 い(
 two thousand
 s
 six hundred
 s
 fifty-one)









 27.2.
 2
 少数の読み方



小数点
 は
 poin
 t
 と読む
 。0は
 zer
 o
 また
 は
 oh[ou
 ]
 と読む。小数点以下は数字
 を1
 つずつ読む。



46.8
 7＝
 forty six point eight seve
 n
 　　



0.0
 2＝
 zero point zero two







 27.2.
 3
 分数の読み方



1/
 5＝
 a[one] fifth
 ,　
 2/
 5＝
 two fifths
 ,
 　



2
 ・
 1/
 3＝
 two and one third(
 2と3
 分
 の
 1)



1/
 2＝
 a[one] half, 1/
 4＝
 a[one] quarter[fourth],



3/
 4＝
 three quarters



＊分母は序
 数(
 名
 詞
 )



＊分子
 が2
 以上の場合、分母は複数
 形
 (2/
 5は
 1/
 5が2
 つあるというこ
 と
 )



＊数字が大きい分数の場
 合(
 例
 ：
 35/83
 )、
 ove
 r
 を用いる場合があ
 る(
 例
 ：
 thirty-five over eighty- three
 )
 。









 27.2.
 4
 数式の読み方



2
 ＋6＝
 8Two plus six equal(s) eight./ Two and six is[are/ make(s)] eight.



8
 －6＝
 2Eight minus six equal(s) two./ six from eight is[are/ leave(s)] two.



2
 3＝
 6Two (multiplied) by three equal(s) six./ Two times three is[are/make(s)] six.



6
 2＝
 3Six divided by two equal(s) three./ Two into six is[are/go(es)] three.







 27.2.
 5
 日付の書き方・読み方



6
 月9
 日
 ＝
 June 9(June ninth[nine])
 (
 主に米
 国
 )/ 9(th) June(the ninth of June)
 (
 主に英
 国
 )









 27.2.
 6
 年号の読み方



56
 1
 年
 ＝
 five hundred (and) sixty-one/ five sixty-one



170
 0
 年
 ＝
 seventeen hundred



190
 5
 年
 ＝
 nineteen o'five



195
 8
 年
 ＝
 nineteen fifty-eight



200
 5
 年
 ＝
 two thousand (and) five



150 B.C
 .＝
 one hundred (and) fifty before Christ[B. C.]









☆
 MEM
 O
 ☆



==================================
 =



>
 >
 年月日の書き方・言い方
 ：
 199
 3年
 1
 1月
 1
 5
 日の場合<<







　
 年月日の表現は資格試験で問われることはまずないだろう。しかし日常会話においては頻繁に使うものである。最初は言いにくいかもしれないが「今日の日付」などを毎日言っていればすぐに慣れてくるだろう。書く場合と話す場合、そして米国と英国で少し差異があるので以下に併記しておく。









<
 米国
 式
 >



表記
 ：
 November 15 (th), 1993



発話
 ：
 November fifteen
 th
 , nineteen ninety-three



＊日の直後の
 “
 t
 h
 ”は必須



<
 英国
 式
 >



表記
 ：
 15(th) November, 1993



発話
 ：
 fifteen
 th
 
 of
 November, nineteen ninety-three



＊日の直後の
 “
 t
 h
 ”は必須。日の直後に
 “
 o
 f
 ”を入れる。









cf
 .
 曜日を入れると以下のよう
 に2
 つの変化が起こる：①カンマが曜日の直後に移動、②発話の際、日の直前
 に
 th
 e
 を言う



<
 米国
 式
 >



表記
 ：
 Monday, November 15 (th) 1993



発話
 ：
 Monday, November
 the
 fifteenth nineteen ninety-three



<
 英国
 式
 >



表記
 ：
 Monday, 15(th) November 1993



発話
 ：
 Monday,
 the
 fifteenth ofNovembernineteen ninety-three







「その事件
 は
 199
 3年
 1
 1月
 1
 5
 日、東京で起きた」は次のように書く。



The
 incident occurred in Tokyo on November 15(th), 1993 [on15(th)of November ,1993].



==================================
 =









 27.2.
 7
 時刻の読み方



6
 時
 1
 3
 分
 ＝
 six thirteen[thirteen (minutes) past six
 ]＝
 thirteen (minutes) after six



7
 時
 1
 5
 分
 ＝
 seven fifteen[a quarter past seven/ a quarter after seven]



8
 時
 5
 5
 分
 ＝
 eight fifty-five[five (minutes) to nine
 ]＝
 five minutes before nine



9
 時
 3
 0
 分
 ＝
 nine thirt
 y＝
 half past nine







 27.2.
 8
 電話番号の読み方



並んでいる数字を順番
 に1
 つずつ読む。



2727-509
 1＝
 two seven two seven, five zero[oh] nine one



cf
 .
 同じ数字
 が2
 つ並んでいると
 き
 doubl
 e
 という場合がある



445-001
 2＝
 double four five, double zero[oh] one two









 27.2.
 9
 金額の読み方



＄
 6.8
 0＝
 six dollars (and) eighty (cents)



￡
 4.1
 0＝
 four pounds, ten (pence)



￥
 70
 0＝
 seven hundred yen



＊
 ye
 n
 に複数形は存在しない







 27.2.10温度の読み方



1
 8℃(
 摂
 氏)＝
 eighteen degrees Celsius[centigrade]



90
 F
 (
 華
 氏)＝
 ninety degrees Fahrenheit









 27.
 3
 数にまつわる表現







She is
 ten years
 old.



＝
 She is a
 ten-year-old
 girl
 .
 　



●彼女
 は
 1
 0
 歳だ。



＊
 ten-year-ol
 d
 ＝形容
 詞
 (year
 s
 にならないことに注
 意)
 。限定用法のみのため、直後に必ず名詞が置かれ
 る(
 She is ten-year-old
 .
 は不可能
 。
 )



Ninety minutes
 is
 the time limit for this test.



●
 9
 0
 分がこのテストの制限時間です。



＊期間、距離、金額など
 を<
 数詞＋複数名
 詞>
 で表したとき、それ
 を1
 かたまりと話者が認識した場合、単数扱いとなる。



cf. Ninety minutes
 have
 passed since the test started
 .
 　



●テストが開始され
 て
 9
 0
 分が経過した。＊話者の意識
 ＝1
 分ごとの経過
 
 9
 0
 ＝複数









I live
 ten minutes'walk
 away from the station
 .
 　



●私はその駅から徒
 歩
 1
 0
 分の所に住んでいる。



My house is
 within ten minutes'walk
 fromthe station
 .
 　



●私の家は駅から徒
 歩
 1
 0
 分の範囲内だ。



cf. My house is
 within walking distance
 of the station
 .
 　



●私の家は駅から歩けるところにある。



A ten-minute walk
 is not hard for me
 .
 　



●徒
 歩
 1
 0
 分は大変ではない。　



＊
 ten-minut
 e
 ＝形容
 詞
 (minute
 s
 にならないことに注
 意
 )



She is a beautiful woman
 in her early30s [thirties]
 .
 　●彼女
 は
 3
 0
 代前半の美しい女性だ。



＊○歳代＝複数形
 ∵例え
 ば
 3
 0
 代
 は
 30, 31, 32, 33, 34, 35, 36, 37, 38, 3
 9
 歳と複数存在する



cf. mid-
 20s [twenties
 ]＝
 2
 0
 代半ば
 、
 late40s [forties
 ]＝
 4
 0
 代後半



cf. She is still in her teens
 .
 　●彼女はま
 だ
 1
 0
 代だ。　
 ＊
 teen
 s＝
 1
 3～
 1
 9
 歳









Tokyo Tower was built
 in the late nineteen fifties
 [1950s/ 1950's]
 .
 　



●東京タワー
 は
 195
 0
 年代後半に建てられた。



＊○年代＝複数
 ∵例え
 ば
 195
 0
 年代
 は
 50, 51, 52, 53, 54, 55, 56, 57, 58, 5
 9
 年と複数存在する



cf.
 themid-nineteen fiftie
 s＝
 195
 0
 年代半ば
 　
 theearly nineteen fiftie
 s＝
 195
 0
 年代前半



Tokyo Tower is 333
 meters [m] tall
 .



＝
 The height of Tokyo Tower is 333 meters.



＝
 Tokyo Tower is a
 333-meter-tall
 building
 .
 　



●東京タワー
 は
 33
 3
 メートルの高さだ。



cf 1. 333
 m
 との表記でも読み方は複数形
 ＝
 three hundred (and) thirty-three meter
 s
 (
 このことは他の長さの単位や重さについても同様
 。
 ex. 10k
 m
 を読む時
 ＝
 ten kilo meter
 s
 ＝
 ten kilo
 s
 , 10
 g＝
 ten gram
 s
 , 10 k
 g＝
 ten kilo gram
 s
 ＝
 ten kilo
 s
 )



cf 2
 .
 数量
 が1
 の時は単数
 形
 (ex. 1
 m
 を読む時
 ＝
 a[one] meter)













以下の索引ではページ番号を記載しています
 が
 kindl
 e
 版ではページ番号が存在しません。目安としてご利用ください。







 索引
 (
 英語
 /
 日本
 語
 )















(
 準)
 否定語が文頭に出る場
 合
 392



～
 rather tha
 n…
 256



「文」につい
 て
 133



<22.4.2> <22.4.3
 >
 が仮定法現在と呼ばれる理
 由
 322



1,00
 0
 以上の数の読み
 方
 400



5
 文
 型
 134



a far[long] cry from
 350



a
 few
 345



a
 little
 345



a/ an
 90



a/ a
 n
 が置かれる名
 詞
 89



above
 352



above [over] my head [the head of me]
 352



all
 102



All but
 351



and
 163



another
 102, 115



anything but
 351



a
 s
 ～as possible/ can/ ever / any252



as if [as though
 ]
 に続く節の仮定法の時
 制
 335



as if [though
 ]～
 334



as it were
 336



as well as
 356



at
 177



at (the) best
 259



at (the) least
 259



at (the) most
 259



at the latest
 259



Before long
 355



beyond
 352



both
 102



broadly speakin
 g～
 290



but
 163



But for ~
 337



by far
 262



can
 149



cannot (help) bu
 t
 ＋原形不定
 詞
 271



cannot hel
 p
 ～ing271



ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －1－
 154



ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －2－
 156



ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －3－
 158



ca
 nと
 able t
 o
 の区別
 －4－
 159



C
 M法
 19



C
 M
 法による進行形の理
 解
 202



considerin
 g～
 290



d
 o
 につい
 て
 143



each
 102



each other
 102



either
 349



even
 261



except for
 171



except fo
 r
 ～「～の点以外は」
 と
 excep
 t
 ～「～以外は」の区
 別
 172



except tha
 t～
 171



far
 261



far from
 350



few
 345



for
 163



for free
 351



for the most part
 259



frankly speakin
 g～
 290



free from
 352



free of
 351



Generally speaking
 290



GET
 40



get, keep, sit, stan
 d
 ＋分
 詞
 279



got to
 24



g
 oと
 come
 132



granted[granting] (that
 )～
 290



had better
 149, 150



had it not been fo
 r～
 337



hardly
 345



hardl
 y…
 whe
 n～
 357



HAVE
 21



have got to
 24



have to
 23



herself
 102



himself
 102



I wis
 h＋S
 ＋仮定法の時
 制
 328



if it had not been fo
 r～
 337



if it were not fo
 r～
 337



if onl
 y
 ＋仮定法
 ～
 !331



I
 f＋S＋
 shoul
 d
 の注意
 点
 315



i
 f
 を用いない仮定
 法
 325



in
 178



in order to
 267



in tha
 t～
 171



interesting/ intereste
 d
 の区
 別
 125



It goes without saying
 304



it is (about/ high) time
 338



It i
 s
 ～that117



It i
 s
 ～tha
 t…
 396



It is needless to say
 304



It i
 s
 ＋形容
 詞(
 重要・必要・妥当などの意
 味)＋
 that321



judging fro
 m～
 290



junior to
 257



little
 345



Little
 392



looking forward to
 300



MAKE
 47



make the best of
 260



make the best o
 f～
 259



make the
 most
 of
 260



make the most o
 f～
 259



may
 149



mor
 e
 ～tha
 n…
 256



much
 261



must
 24, 149



mus
 tと
 have t
 o
 の違
 い
 24, 25, 26



myself
 102



need
 149



neither
 349, 356



Neither
 347



neithe
 rと
 nor347



Never
 392



next to
 351



no less
 251



no less than
 249



no longer
 356



no more
 251



no more than
 249



no soone
 r
 …tha
 n～
 357



nor
 163, 347



no
 t
 ～in theleast259



not less than
 251



not long before
 355



not more than
 251



not only A but also B
 356



not so much
 256



not so much a
 s～
 254



not so muc
 h～
 a
 s…
 253



not so muc
 h…
 a
 s～
 256



not until
 355



nothing but
 354



n
 oや
 no
 t
 を使用した否
 定
 342



O tha
 t～
 333



of which
 228



on
 179



one
 102, 106



one another
 102



on
 e
 があまり用いられない場
 合
 112



on
 e
 が使用できない場
 合
 108



Only
 392



Only after
 392



or
 163



other
 102, 114



other
 (
 他
 の
 )/ another
 (
 も
 う1つ
 [
 1人]の
 )114



otherwise
 338



ought to
 149



provided[providing] (that
 )～
 290



s far as I know
 259



selec
 tと
 choose
 139



shall
 149



should
 149



so
 102, 163, 353



so as to
 267



so to speak
 336



stil
 l
 が接続詞として転用される場
 合
 164



strange to say
 269



strictly speakin
 g～
 290



such
 102



Such
 393



superior [ inferior ] to
 257



TAKE
 56



tak
 eと
 brin
 g
 の区
 別
 62



tha
 n
 の代わり
 に
 t
 o
 を使う場
 合
 257



that
 102



the
 90



the last
 350



the one I have
 107



the other / the others / others
 / another / one / som
 e
 の区
 別
 116



th
 e
 ＋形容詞＝「抽象名詞」または「形容詞
 ＋
 peopl
 e」
 123



th
 e
 ＋普通名詞＝抽象名
 詞
 73



themselves
 102



these
 102



th
 e
 が固有名詞の前に置かれる場
 合
 75, 76



th
 e
 が置かれる場
 合
 91



this
 102



those
 102



To do her justice
 269



to say the least ( of it )
 259



To tell (you) the truth
 269



to the best of my knowledge
 259



TODA
 Y
 は現在から過去も未来も見通
 す
 198



too
 353



t
 o
 不定
 詞
 264



t
 o
 不定詞が条件・仮定を意味する場
 合
 269



Unless
 350



used to
 149, 152, 300



used to [accustomed to]
 300



very
 262



Well
 393



were it not fo
 r～
 337



what
 102



What do you say t
 o～
 ing
 301



wha
 t
 を含む慣用表
 現
 232



when
 233



When it comes to
 300



where
 233



which
 102, 228



whic
 h
 の特殊な用
 法
 230



who
 102, 225



whom
 102, 225



whose
 102, 225, 228



why
 233



will
 149



will, shal
 l
 の用
 法
 199



wil
 lと
 be going t
 o
 の違い
 －1－
 194



wil
 lと
 be going t
 o
 の違い
 －2－
 196



wis
 h
 に続く節の仮定法の時
 制
 330



with a view to
 300



without
 356



Without [But for, if it were not for, Were it not for ]
 337



Withou
 t～
 337



wort
 h
 の言い換
 え
 305



would
 149



Would tha
 t～
 333



Would you mind i
 f～
 363



yourself
 102



意志未
 来
 193



一般的真理は常に現在時
 制
 380



移動を意味する自動詞の場
 合
 394



英会話と細かい文
 法
 388



同じ文の中で数種類の前置詞が使える場
 合
 184



温度の読み
 方
 408



確定的な未来は現在
 形
 190



過去完了
 形
 211



過去完了進行
 形
 212



過去
 形
 31



過去形のない助動
 詞
 383



過去時
 制
 191



過去分
 詞
 274



数えられない名
 詞
 74



数えられる名
 詞
 69



仮定
 法
 307



仮定法過
 去
 308



仮定法過去完
 了
 310



仮定法が丁寧さや控えめであることを表す場
 合
 324



仮定法現
 在
 318



仮定法現在の固定した表
 現
 323



仮定法と直接
 法
 314



仮定法の時
 制
 381



仮定法の身につけ方
 －1－
 339



仮定法の身につけ方
 －2－
 340



仮定法の身につけ方
 －3－
 341



仮定法未
 来
 312



仮定法を含む表
 現
 328



仮定または不確実な想像を表す場
 合
 319



関係
 詞
 225



関係代名
 詞
 225



関係副
 詞
 233



関係副詞の先行詞が無い場
 合
 234



冠
 詞
 88



冠詞の位
 置
 97



冠詞の発
 音
 90



間接話
 法
 371



感嘆
 文
 359



慣用的独立分詞構
 文
 290



慣用表現として文頭に出る場
 合
 393



完了形不定詞の時
 制
 272



基
 数
 398



基数と序
 数
 398



疑問代名
 詞
 102



疑問
 文
 359



強
 調
 396



強調構
 文
 117, 396



強調語として使われる現在分詞＋形容
 詞
 282



金額の読み
 方
 408



群動詞の場
 合
 223



形容
 詞
 118



形容詞・副詞が文頭に出る場
 合
 393



形容詞＋名
 詞
 119



形容詞用
 法
 264



形容詞を並べる順
 番
 124



原級を使った表
 現
 252



原形不定
 詞
 270



現在完了
 形
 32, 207



現在完了形と過去形との概念の区
 別
 33



現在完了進行
 形
 210



現在
 形
 22



現在形が未来を表す場
 合
 189



現在時
 制
 187



現在分
 詞
 274



現在も繰り返し行われている動作は常に現在時
 制
 380



限定用
 法
 119



限定用法と継続用
 法
 226



肯定
 文
 364



肯定文と否定
 文
 364



固有名
 詞
 74



再帰代名
 詞
 102



最上級を使った表
 現
 258



使
 役
 36, 50



使役動
 詞
 146, 270



使役動詞
 ＋目的語＋原形不定
 詞
 270



使役
 の
 hav
 e、
 mak
 e、
 le
 t
 の区
 別
 51



使役の区
 別
 46



時刻の読み
 方
 407



指示代名
 詞
 102



時制が意味によって決定される場
 合
 382



時制の一
 致
 371



時制の一致の例
 外
 380



自動
 詞
 131



自動
 詞/
 他動
 詞
 130



集合名
 詞
 72



従属接続
 詞
 165



重
 文
 365



主
 格
 225, 228



主語が人でない場合客観的な表現とな
 る
 370



主語が人でなければならない場
 合
 126



主語が人の時とそうでない時で意味が変わる場
 合
 128



主語に人を置けない場
 合
 127



主語の転
 換
 369



受動
 態
 215



受動態
 で
 b
 y
 が伴わない場
 合
 219



受動態の意味を持つ動名
 詞
 299



受動態の作り
 方
 216



受動態のとき原形不定詞
 は
 t
 o
 不定詞にな
 る
 271



準否定語を使用した場
 合
 345



上下前後左
 右
 182



少数の読み
 方
 401



状態動
 詞/
 動作動
 詞
 141



状態動詞が一時的な状態を表す場
 合
 205



焦点が置かれるのが、名詞自体よりも名詞とその前後の語句が示す行為・役割の場
 合
 94



省
 略
 397



叙述用
 法
 122



叙述用法・限定用
 法
 243



序
 数
 398



助動
 詞
 148



所有
 格
 227



進行
 形
 201



数式の読み
 方
 402



数にまつわる表
 現
 409



数の表
 現
 398



数の読み
 方
 400



接続
 詞
 162



先行
 詞
 225



前置
 詞
 176



前置詞＋抽象名詞＝形容詞、副詞
 の働
 き
 82



前置詞の選択に悩む場
 合
 184



第
 1
 文
 型
 134



第
 2
 文
 型
 134



第
 3
 文
 型
 135



第
 4
 文
 型
 135



第
 4
 文型から
 第3
 文型への言い換
 え
 136



第
 4
 文型から
 第3
 文型への言い換えで
 の
 t
 o、
 fo
 r、
 o
 f
 の区
 別
 137



第
 5
 文
 型
 135



代名
 詞
 102



代名詞の種
 類
 102



他動
 詞
 130



他動詞＋目的語＋分
 詞
 280



他動詞
 の
 pleas
 e
 ～「～を喜ばせる」が受動態になってい
 る
 222



単純未
 来
 192



単
 文
 365



単文・重文・複文の転
 換
 367



知覚動
 詞
 145, 270



知覚動詞＋目的語＋原形不定
 詞
 270



知覚動詞＋目的語＋分
 詞
 279



抽象名
 詞
 77



直接話
 法
 371



電話番号の読み
 方
 407



動作の反復を強調する場
 合
 204



動
 詞
 129



動詞
 
 (
 ＋目的
 語)
 ＋分
 詞
 278



倒
 置
 392



倒置・強調・省
 略
 391



動名
 詞
 291



動名詞が主語になる場
 合
 303



動名詞が時を表す前置詞
 (in, on
 )
 の目的語になる場
 合
 302



動名詞が前置
 詞
 t
 o
 の目的語になる場
 合
 300



動名詞が前置詞や形容詞の目的語になる場
 合
 304



動名詞の一般
 性
 298



動名詞の意味上の主
 語
 292



動名詞の過去
 性
 297



動名詞の時
 制
 293



動名詞のみを目的語にとる動
 詞
 294



動名詞を含む慣用表
 現
 300



特殊な進行
 形
 204



独立分詞構
 文
 288



等位接続
 詞
 163



何倍かを表
 す
 254, 255



二重否
 定
 346



人称代名
 詞
 102



年月日の書き方・言い方
 ：
 199
 3年
 1
 1月
 1
 5
 日の場
 合
 404



年号の読み
 方
 403



能動
 態
 215



比
 較
 237



比較級・最上級
 で
 th
 e
 がつく場
 合
 243



比較級・最上級の作り
 方
 238



比較級
 ＋
 an
 d
 ＋比較
 級
 257



比較級を使った表
 現
 256



比較の慣用表現
 で
 th
 e
 がつく場
 合
 247



比較表現を強める語
 句
 261



比較を表す表
 現
 242



日付の書き方・読み
 方
 402



否
 定
 342



否定語を使わない否定表
 現
 350



否定の慣用表
 現
 353



否定
 文
 364



被伝達文
 が
 Yes/N
 o
 で始まる文の場
 合
 378



被伝達文が重文また
 は2
 つ以上の文の場
 合
 379



被伝達文が感嘆文の場
 合
 376



被伝達文が疑問文の場
 合
 373



被伝達文が提案・勧誘を表す文の場
 合
 375



被伝達文が平叙文の場
 合
 372



被伝達文が命令文の場
 合
 374



人以外のものが先行詞の場
 合
 228



人が先行詞の場
 合
 225



人の一時的な状態を表す場
 合
 204



表「関係詞
 」
 229



品詞の転
 換
 368



付加疑
 問
 360



不可算名詞が可算名詞になる場
 合
 80



不可算名詞で、かつ特定が不可能な場
 合
 93



不規則な変化をする比較級・最上
 級
 240



副詞節をつくるも
 の
 166



副詞用
 法
 265



複
 文
 365



普通名
 詞
 69



物質名
 詞
 77



物質名詞の数え
 方
 78



不定
 詞
 263



不定代名
 詞
 102



部分否定と全体否
 定
 348



分
 詞
 274



分詞構
 文
 283



分詞構文の意味の強
 調
 287



分詞の位
 置
 276



分詞の時
 制
 277



分数の読み
 方
 401



文の構造からの分
 類
 365



文の種類と転
 換
 359



文の内容からの分
 類
 359



平叙
 文
 359



変化しない性質・事柄は常に現在
 時
 制
 380



返事の仕方
 “
 YES / N
 O
 ”
 －1－
 362



返事の仕方
 “
 YES / N
 O
 ”
 －2－
 363



未来完了
 形
 213



未来完了進行
 形
 214



未来
 形
 29



未来時
 制
 192



無冠詞の場
 合
 93



名
 詞
 68



名詞節をつくるも
 の
 165



名詞＋形容
 詞
 120



名詞用
 法
 264



命令
 文
 359



目的
 格
 227



目的語が「動名詞の時」と「不定詞の時」で意味が異なる動
 詞
 295



理由を表
 す
 sinc
 e
 の注意
 点
 167



歴史上の事実は常に過去
 形
 381



わかりにくい比較表現
 -1-
 249



わかりにくい比較表現
 -2-
 251



話法・時制の一
 致
 371



話法の転換における語彙の転換マニュア
 ル
 385



話法の転換の研
 究
 389



話法の転換方
 法
 372



関係代名
 詞
 what231



時制
 Ⅰ(
 基本時
 制
 )186



時制
 Ⅱ(
 完了
 形
 )206



接続詞が分詞の前に残されている場
 合(
 分詞の意味が明瞭にな
 る
 )286



動詞
 
 (
 勧告・要求・提案・助言などの意
 味)＋
 that320



動詞を強調す
 る
 do, does, did
 396



同格
 の
 that
 170
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